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巻
附
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巻
・
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氏
世
徳
堂
壬
辰
〔
万
暦

二
十
年
〕
序
刊
『
新
刻
出
像
官
板
大
字
西
遊
記
』
二
十
巻
・
同
癸
巳
〔
万

暦
二
十
一
年
〕
序
刊
『
南
北
両
宋
志
伝
題
評
』（
巻
首
題
：『
新
刋
出
像
補

訂
叅
采
史
鑑
南
宋
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』
十
巻
『
新
刋
出
像
補
訂
叅
采
史

鑑
北
宋
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』
十
巻
）・
同
『
新
刋
出
像
補
訂
叅
采
史
鑑
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書
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俗
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評
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俗
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註
釋
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俗
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八
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）
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う

六
種
の
章
回
小
説
版
本
に
つ
き
、
前
四
者
に
覆
刻
本
が
存
在
す
る
こ
と
と
、

後
二
者
の
版
木
が
後
に
周
氏
大
業
堂
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
を
示
し
た（

（
（

。

　

続
く
「
金
陵
書
坊
唐
氏
世
徳
堂
主
人
考
―
―
二
人
の
「
唐
光
禄
」
―
―
」

（『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
第
二
十
七
号
、
二
〇
一
二
。
以
下
前
論
②
と
称

す
）
で
は
、
世
徳
堂
の
創
業
者
は
江
西
撫
州
府
金
谿
県
の
人
で
嘉
靖
末
期

な
い
し
隆
慶
年
間
に
金
陵
三
山
街
で
刻
書
を
始
め
た
唐
廷
仁
（
字
国
寿
、

号
龍
泉
、
光
禄
と
も
称
さ
れ
る
）
で
あ
り
、
万
暦
二
十
年
代
の
後
半
に
唐

晟
（
字
伯
成
、
号
玉
予
、
や
は
り
光
禄
と
も
称
さ
れ
る（

（
（

）・
唐
㫤
（
字
叔
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永
、
号
は
未
詳
）・
唐
貞
予
（
名
と
字
は
未
詳
。
或
い
は
唐
㫤
の
号
か
？
）

ら
日
冠
の
付
く
一
字
名
の
世
代
に
代
替
わ
り
し
て
、
こ
の
第
二
世
代
を
最

後
に
天
啓
年
間
頃
に
活
動
を
終
え
た
と
推
定
し
た
。
更
に
、
唐
廷
仁
と
周

曰
校
が
し
ば
し
ば
共
同
出
版
を
行
う
提
携
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
唐
貞

予
と
周
氏
大
業
堂
の
間
に
も
提
携
が
あ
っ
た
可
能
性
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

し
か
し
、
周
曰
校
万
巻
楼
仁
寿
堂
と
周
氏
大
業
堂
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

前
論
①
②
共
に
同
族
と
し
て
扱
っ
た
も
の
の
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
そ
の

根
拠
は
示
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
論
①
②
も
含
め
、
先
行
研
究
で
は
周

曰
校
の
書
肆
名
や
活
動
期
間
に
不
明
瞭
な
点
が
残
っ
て
お
り
、
周
氏
大
業

堂
に
至
っ
て
は
主
人
が
誰
で
あ
る
の
か
さ
え
も
定
説
を
見
な
い
。
本
稿
は

そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　

周
曰
校
と
万
巻
楼
・
仁
寿
堂
を
め
ぐ
っ
て

　
（
一
）
対
峰
周
曰
校（

（
（

―
―
万
巻
楼
主
人
に
し
て
仁
寿
堂
主
人

　

前
論
①
で
は
、
複
数
の
周
曰
校
刊
本
の
封
面
・
刊
記
・
巻
首
等
の
記
述

を
総
合
し
て
、「「
曰
校
」
が
名
で
字
が
「
應
賢
」、「
對
峰
」
は
号
、「
萬

巻
樓
」
と
「
仁
壽
堂
」
は
共
に
そ
の
書
肆
名
」
で
あ
る
と
結
論
付
け
（
六

四
頁
）、
籍
貫
が
江
西
撫
州
府
金
谿
県
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
（
八
一

頁
）。
こ
れ
ら
諸
点
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
は
紹
介
出
来
な
か
っ
た
例
も
交

え
て
、
改
め
て
一
通
り
の
根
拠
を
示
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
名
と
字
と
籍
貫
に
つ
い
て
は
、
癸
巳
〔
万
暦
二
十
一
年
〕
序
刊

『
新
纂
事
詞
類
竒
』
三
十
巻
（
蓬
左
文
庫
等
蔵
）
の
巻
一
巻
頭
第
二
〜
五

行
に
低
十
格
で
「
武
進
徐
常
吉
士
彰
父
輯
／
秣
陵
焦　

竑
弱
侯
父
訂
／
平

原
陸
伯
元
幼
辛
父
次
／
繡
谷
周
曰
校
應
賢
父
勒
」
と
あ
っ
て
、
共
に
進
士

に
及
第
し
て
お
り
他
の
資
料
に
よ
っ
て
籍
貫
・
名
・
字
が
確
認
出
来
る
徐

常
吉
や
焦
竑
の
籍
貫
・
名
・
字
と
「
繡
谷
」「
曰
校
」「
應
賢
」
が
そ
れ
ぞ

れ
並
ん
で
い
る
の
が
最
も
分
か
り
易
い
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
各
巻
の

巻
頭
に
記
さ
れ
る
刊
行
者
情
報
は
、
同
じ
高
さ
に
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る

字
句
が
必
ず
し
も
同
じ
事
項
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
例
え
ば
籍
貫

と
号
が
同
じ
高
さ
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
例

で
は
全
員
に
つ
い
て
「
×
×
父
」
と
い
う
標
識
に
よ
っ
て
「
×
×
」
が
字

で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
し
、
名
・
号
・
籍
貫
の
い
ず
れ
も
以
下

に
見
る
他
の
例
か
ら
も
確
認
出
来
る
の
で
問
題
は
無
い
。

　

江
西
金
谿
の
人
で
あ
る
こ
と
は
、『
勸
戒
圗
說
』
四
巻
（
蓬
左
文
庫
蔵
）

の
巻
一
第
一
葉
表
の
全
面
を
占
め
る
刊
記
に
「
萬
曆
癸
巳
（
二
十
一
年
）

三
月
穀
旦
／　

後
學　

江
西
永
新
劉
漢
卿
考
訂
／
（
以
下
の
行
低
四
格
）

陝
西
寧
夏
李　

蕢
考
訂
／
浙
江
壽
昌
劉
懋
豫
考
訂
／
直
隷
昌
平
李
友
蘭
考
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訂
／
江
西
金
谿
周
曰
校
重
刋
／
秣
陵
上
元
王
希
尭
謹
書
」（
第
二
〜
五
行

の
「
考
訂
」
は
第
三
行
と
第
四
行
の
中
間
に
一
つ
だ
け
記
す
）
と
い
う
形

で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
前
の
例
と
併
せ
る
と
周
曰
校
自
身
が
籍
貫
を
「
繡

谷
」
と
し
た
り
「
江
西
金
谿
」
と
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
後

述
の
万
暦
癸
未
（
十
一
年
）
刊
『
新
刋
東
垣
十
書
』
な
ど
、
同
じ
書
物
の

中
で
「
繡
谷
」
と
「
金
谿
」
を
混
在
さ
せ
て
い
る
例
も
あ
る
。「
繡
谷
」

と
は
江
西
撫
州
府
金
谿
県
の
美
称
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

で（
（
（

、
こ
れ
ら
の
例
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
周
曰
校
が
籍
貫
と
し
て
記
す
「
繡

谷
」
が
江
西
金
谿
を
指
す
こ
と
は
決
定
的
に
明
ら
か
だ
と
言
え
よ
う
。
な

お
、
世
徳
堂
や
富
春
堂
を
営
ん
だ
唐
氏
一
族
も
江
西
金
谿
の
人
で
、
自
ら

の
籍
貫
を
頻
繁
に
「
繡
谷
」
と
記
し
て
い
る
（
前
論
②
参
照
）。

　
「
対
峰
」
と
号
し
た
こ
と
は
、『
增
定
國
朝
館
課
經
世
宏
辭
』
十
五
巻
（
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫（

（
（

［
二
本
、
う
ち
一
本
は
続
集
十
五
巻
も
備
え
る
］、

蓬
左
文
庫
等
蔵
）
の
序
の
後
に
置
か
れ
る
「
萬
曆
庚
寅
（
十
八
年
）
孟
夏

金
陵
／
後
學
𡭊
峰
周
曰
校
勒
／
於
萬
卷
樓
」
と
の
隷
書
の
刊
記
や
、
三
欄

に
分
か
つ
封
面
の
左
右
に
「
萬　

曆　

辛　

卯
（
十
九
年
）　

冬　

月
／

金　

陵　

周　

𡭊　

峰　

刋
」、
中
央
に
大
字
で
「
翰
苑
新
書
」
と
記
す

『
新
編
簪
纓
必
用
翰
苑
新
書
』
前
集
十
二
巻
後
集
七
巻
続
集
八
巻
別
集
二

巻
（
北
京
大
学
図
書
館
［
二
本
、
う
ち
一
本
封
面
欠
］、
国
立
国
会
図
書

館
［
封
面
欠
］
等
蔵
）
の
總
目
末
に
あ
る
「（
低
五
格
）
金
陵　

書
肆　

｛
龍
泉　

唐
廷
仁
／
𡭊
峰　

周
曰
校
｝　

鐫
行
」
と
の
裸
刊
記
な
ど
に
よ
っ

て
分
か
る
。

　

右
に
挙
げ
た
『
增
定
國
朝
館
課
經
世
宏
辭
』
の
隷
書
刊
記
の
次
行
に
は

陽
刻
正
方
「
周
曰
／
校
印
」
と
陰
刻
正
方
「
萬
卷
／
樓
主
人
」
の
二
印
が

刻
さ
れ
て
お
り
、
周
曰
校
が
万
巻
楼
主
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、『
新
編
簪
纓
必
用
翰
苑
新
書
』
の
方
か
ら
は
、

周
曰
校
の
書
肆
が
金
陵
に
あ
っ
た
こ
と
、
同
書
が
世
徳
堂
主
人
龍
泉
唐
廷

仁
と
の
共
同
刊
本
で
あ
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る（

（
（

。

　

ま
た
、『
新
編
簪
纓
必
用
翰
苑
新
書
』
は
、
殆
ど
の
葉
の
版
心
下
部
に

「
仁
壽
堂
刋
」
と
あ
る
。
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
三
）
三
六
四
頁
な
ど
、
こ
れ
を
周
曰
校
と
は
別
の
書
肆
と
見
る
説

も
あ
っ
た
が
、
大
尾
に
「
萬
曆
丁
酉
（
二
十
五
年
）
／
春
金
陵
書
／
林
周

氏
萬
／
巻
樓
重
鍥
」
と
の
長
方
木
記
が
あ
る
『
新
刻
京
臺
公
餘
勝
覽
國
色

天
香
』（
内
閣
文
庫
蔵（

（
（

）
が
、
各
巻
下
層
の
巻
頭
第
二
〜
三
行
に
低
二
格

で
「
撫
金　

養
純
子　

吳
敬
所　

編
輯
／
書
林　

萬
巻
樓　

周
𡭊
峰　

綉

鍥
」（
巻
四
は
「
綉
鍥
」
を
「
繡
鐫
」
に
作
る
）
と
記
す
一
方
で
、
巻
六

の
み
第
三
行
を
「
書
林　

仁
壽
堂　

周
對
峰　

綉
鍥
」
と
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
仁
寿
堂
も
周
曰
校
の
書
肆
名
と
見
る
こ
と
が
出
来
る（

（
（

。
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周
曰
校
の
活
動
期
間
に
つ
い
て
は
、
前
論
①
に
「
周
曰
校
刊
本
に
は
刊

年
不
詳
の
も
の
も
多
い
が
、
現
時
点
で
筆
者
が
確
認
出
来
た
範
囲
で
刊
年

が
分
か
る
最
も
早
い
も
の
は
万
暦
十
一
年
、
遅
い
も
の
は
万
暦
二
十
八
年

で
あ
る
」
と
書
い
た
が
（
六
四
頁
）、
そ
の
後
の
調
査
で
刊
行
の
よ
り
早

い
周
曰
校
刊
本
を
見
つ
け
て
お
り
、
本
章
第
三
節
で
後
述
す
る
。

　

ま
た
、
前
論
①
で
は
「
萬
卷
樓
」
と
「
仁
壽
堂
」
の
い
ず
れ
に
も
周
曰

校
以
外
の
同
族
と
思
わ
れ
る
人
物
が
名
乗
っ
て
出
版
を
行
っ
て
い
る
例
が

あ
る
こ
と
も
紹
介
し
た
上
で
、「
萬
巻
樓
」
が
周
氏
一
族
の
共
用
な
い
し

世
襲
の
屋
号
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
別
に
各
人
が
「
○
○
堂
」
を
名
乗
っ
て

い
た
可
能
性
や
、「
仁
壽
堂
」
も
周
氏
一
族
共
用
の
屋
号
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
と
推
測
し
た
が
（
六
四
頁
）、
そ
れ
以
上
考
察
を
進
め
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
全
体
を
通
し
て
検
討
し
て
み

た
い
。

　
（
二
）
敬
素
周
希
旦
―
―
も
う
一
人
の
仁
寿
堂
主
人

　

ま
ず
は
周
曰
校
以
外
の
仁
寿
堂
主
人
の
問
題
か
ら
見
て
み
よ
う
。
前
論

①
で
も
触
れ
た
通
り
、
医
書
の
叢
書
で
あ
る
『
新
刋
東
垣
十
書
』（
台
湾

国
家
図
書
館
等
蔵
）
は
、
全
体
の
首
巻
を
兼
ね
る
『
脈
訣
』
一
巻
以
外
の

収
録
各
書
の
各
巻
巻
頭
に
見
え
る
刊
行
者
名
は
、「
明　

繡
谷　

周
氏　

曰
校　

刋
」（『
辯
惑
論
』
巻
上
中
下
、『
蘭
室
秘
蔵
』
巻
上
中
、『
此
事
難

知
集
』
巻
上
）、「
金
谿　

周
曰
校　

刋
行
」（『
湯
液
本
草
』
巻
上
中
）、

「
繡
谷　

周
曰
校　

刋
行
」（
同
巻
下
）、「
明　

金
谿　

周
氏　

曰
校　

刋
」

（『
脾
胃
論
』
巻
上
中
下
）、「
明　

繡
谷　

對
峯　

周
氏　

刋
」（『
蘭
室
秘

蔵
』
巻
下
）、「
金
谿　

周
曰
校　

刋
」（『
局
方
發
揮
』）、「
繡
谷　

周
曰

校　

刋
」（『
醫
經
㴑
洄
集
』『
格
致
餘
論
』）
と
な
っ
て
お
り（

（
（

、
表
記
は
一

定
し
な
い
も
の
の
、
全
て
対
峰
周
曰
校
の
名
を
書
肆
名
は
出
さ
ず
に
記
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、『
脈
訣
』
に
だ
け
は
周
曰
校
の
名
が
見
え
ず
、
そ
の
代
わ
り

巻
頭
第
二
〜
四
行
に
低
五
格
で
「
元
紫
虛
真
人
崔　

撰
句
／
元
東
垣
老
人

李
杲
校
批
／
明
書
林
周
氏
希
旦
刋
傳
」
と
見
え
、
巻
末
に
「
萬
曆
癸
未
（
十

一
年
）
孟
夏
金
陵
／
仁
壽
堂
周
敬
素
刋
行
」
と
い
う
裸
刊
記
が
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
台
湾
国
図
蔵
本
に
は
、
左
右
三
欄
に
分
け
て
「
元
紫
虚
眞
人
撰

／
東
垣
十
書
／
大
業
堂
梓
」（
中
央
大
字
、
左
は
下
寄
せ
）
と
記
す
白
紙

藍
印
の
封
面
が
附
さ
れ
て
お
り
、
中
央
上
に
魁
星
朱
円
印
、
左
下
の
「
大

業
堂
梓
」
に
重
ね
て
「
本
衙
藏
板
／
翻
刻
必
究
」
の
双
辺
陽
刻
長
方
朱
戳

が
そ
れ
ぞ
れ
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

真
柳
誠
「『
東
垣
十
書
』
解
題（

（（
（

」
で
は
こ
の
「
周
氏
希
旦
」
と
「
周
敬
素
」

を
周
曰
校
の
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
周
希
旦
な
い
し
周
敬
素
の
名

が
見
え
る
他
の
版
本
を
見
る
に
、
そ
れ
に
は
賛
同
出
来
な
い
。
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ま
ず
、「
萬
曆
壬
子
（
四
十
年
）
歳
春
月
之
吉
鍾
山
甄
偉
撰
」
と
末
尾

に
署
名
す
る
「
西
漢
通
俗
演
義
叙
」
を
持
つ
『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』（
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
。
図
版
一
）
は
、
三
欄
に
分
か
つ
白
紙
濃
藍
印
の
封
面
の

左
右
に
大
字
で
「
重
𠜇
官
板
西
／
漢
通
俗
演
義
」、
中
央
に
下
寄
せ
で
「
大

業
堂
重
校
梓
」
と
刻
し
、
中
央
上
に
魁
星
朱
円
印
、
中
央
下
「
重
校
梓
」

の
三
文
字
に
重
ね
て
「
醉
耕
／
堂　

／
藏
板
」
の
陽
刻
正
方
朱
印
が
そ
れ

ぞ
れ
捺
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
巻
二
の
第
六
・
八
・
十
三
・
十
四
・
三
十

六
葉
の
版
心
下
部
に
は
「
仁
壽
堂
」
と
見
え
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
巻
一
巻
頭
第

二
〜
四
行
に
低
十
四
格
で
「
鍾
山
居
士　

建
業
甄　

偉　

演
義
／
繍
谷
後

學　

儆
弦
周
世
用　

訂
訛
／
金
陵
書
林　

敬
素
周
希
旦　

校
鋟
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
周
希
旦
と
周
敬
素
は
確
か
に
同
一
人
物
だ
と
言
え
る
。

　

ま
た
、『
象
山
先
生
全
集
』
六
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
）
は
、「
萬
曆

乙
卯
（
四
十
三
年
）
夏
金
谿
後
學
傅
文
兆
識
」
と
末
尾
に
署
名
す
る
「
重

刻
象
山
先
生
全
集
叙
」
に
同
書
は
友
人
の
「
周
希
旦
氏
」
が
金
陵
で
刊
行

す
る
も
の
だ
と
の
旨
が
見
え（

（（
（

、
各
巻
巻
頭
第
二
〜
五
行
に
「（
低
二
格
）

宋
文
安
公
金
谿
陸
九
淵
子
靜　

著
／
（
低
八
格
）
宋
門
人
傅
子
雲
季
魯　

編
次
／
（
低
八
格
）
明
後
學
傅
文
兆
維
行　

校
閲
／
（
低
九
格
）
金
陵
周

希
旦
元
宰　

梓
行
」
と
あ
る
（
巻
五
の
み
第
五
行
「
金
陵
」
を
「
金
谿
」

に
作
る
）。「
希
旦
」
が
他
の
三
人
の
名
と
、「
元
宰
」
は
字
と
そ
れ
ぞ
れ

並
ん
で
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
希
旦
」
が
名
で
「
元
宰
」
が
字
で
あ
り
、

こ
の
本
に
は
見
え
な
い
「
敬
素
」
は
号
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
周
曰
校
（
字
応
賢
、
号
対
峰
）
と
周
希
旦
（
字
元
宰
、

号
敬
素
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
・
字
・
号
が
一
揃
い
ず
つ
別
々
に
判
明
し
た

こ
と
に
な
る
。『
新
刋
東
垣
十
書
』
に
両
者
の
名
が
共
に
見
え
る
以
上
は
、

同
一
人
物
が
あ
る
時
点
で
改
名
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
同
時

期
に
活
動
し
た
建
陽
余
氏
双
峰
堂
主
人
に
し
て
三
台
館
主
人
の
余
象
斗
（
字

仰
止
、
号
文
台
、
別
号
仰
止
子
、
三
台
山
人
な
ど（

（（
（

）
は
「
余
象
烏
」
や
「
余

世
騰
」
と
い
う
偽
名
も
使
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
偽
名
は
刊
行
者
の

「
余
象
斗
」
と
隣
り
合
う
行
に
批
評
者
と
し
て
並
ん
で
記
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
余
象
斗
の
字
で
あ
る
「
仰
止
」
や
号
で
あ
る
「
文
台
」

を
冠
し
て
い
る
こ
と
が
偽
名
と
看
做
さ
れ
る
根
拠
で
あ
る（

（（
（

。
対
し
て
、
周

曰
校
と
周
希
旦
の
場
合
は
ど
ち
ら
も
刊
行
者
と
し
て
記
さ
れ
る
名
だ
し
、

「
曰
校
・
応
賢
・
対
峰
」
と
「
希
旦
・
元
宰
・
敬
素
」
の
組
み
合
わ
せ
が

崩
れ
て
互
い
に
入
り
混
じ
る
例
は
目
下
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
の
で
、
同

一
人
物
と
看
做
す
べ
き
積
極
的
な
根
拠
は
無
く
、
別
人
と
考
え
て
お
く
の

が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

前
論
②
で
万
暦
後
半
の
唐
氏
世
徳
堂
に
は
唐
晟
と
唐
㫤
の
共
同
刊
本
・

唐
晟
単
独
の
刊
本
・
唐
貞
予
単
独
の
刊
本
の
三
種
が
あ
る
こ
と
が
確
認
出
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来
て
い
る
か
ら
、
周
氏
仁
寿
堂
と
て
二
人
が
同
時
期
に
経
営
に
参
与
し
て

い
た
と
し
て
も
何
ら
お
か
し
く
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
「
書
林　

仁
壽
堂　

周
對
峰
」、「
金
陵
仁
壽
堂
周
敬
素
」
と
は
っ
き
り
署
名
す
る
例
が
あ
る
以

上
、
両
者
は
い
ず
れ
も
仁
寿
堂
の
経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
と
認
め
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』
の
封
面
に
見
え
る
大
業
堂
や
醉
耕

堂
と
周
希
旦
仁
寿
堂
の
関
係
は
ひ
と
ま
ず
措
き
、
第
二
章
で
検
討
す
る
。

　

な
お
、
周
希
旦
の
名
・
字
・
号
の
い
ず
れ
か
が
見
え
る
刊
本
は
、
右
の

三
種
以
外
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
万
暦
十
年
代
初
頭
と
四

十
年
代
前
半
と
に
出
版
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
そ
の
間

の
約
三
十
年
間
の
活
動
状
況
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
近
い
時
期
に
南
直
隷

寧
国
府
旌
徳
県
の
人
で
嘉
靖
四
十
一
年
の
進
士
の
周
希
旦
（
字
汝
魯
）
が

い
る
が
、
仁
寿
堂
主
人
と
は
籍
貫
も
字
も
異
な
る
の
で
、
別
人
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
現
在
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
周
氏
仁
寿
堂
刊
本
に

見
え
る
刊
行
者
の
個
人
名
は
周
曰
校
と
周
希
旦
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、

管
見
の
及
ん
だ
範
囲
で
周
氏
仁
寿
堂
の
名
が
見
え
る
最
も
早
い
刊
本
は
、

刊
行
者
の
個
人
名
は
見
え
ず
序
末
に
「
萬
曆
元
年
孟
秋
月
／
周
氏
仁
壽
堂

刋
行
」
の
蓮
牌
木
記
を
持
つ
万
暦
元
年
刊
『
本
草
蒙
筌
』
十
二
巻
（
内
閣

文
庫
蔵
）
で
あ
り
、
同
じ
く
最
も
遅
い
も
の
は
前
述
の
万
暦
四
十
年
序
刊

『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』
で
あ
る
。

　
（
三
）
周
曰
校
の
活
動
年
代
と
周
曰
校
甲
本
『
三
国
演
義
』
の
刊
年

　

周
曰
校
の
活
動
年
代
は
、
近
年
の
『
三
国
演
義
』
の
版
本
研
究
に
お
い

て
注
目
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
周
曰
校
の
名
が
見
え
る
『
三
国
演
義
』

の
版
本
は
前
述
の
周
曰
校
乙
本
・
周
曰
校
丙
本
の
他
に
も
う
一
つ
あ
り
、

周
曰
校
甲
本
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。
甲
本
は
中
国
社
会
科
学
院
に
存
巻
六
・

七
・
九
の
残
本
が
あ
る
の
み
で
刊
年
の
手
掛
か
り
は
無
い
の
だ
が
、
甲
本

を
底
本
と
す
る
朝
鮮
翻
刻
本
が
近
年
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
朝
鮮
翻
刻
本
は
、

現
存
最
古
の
『
三
国
演
義
』
刊
本
だ
と
さ
れ
る
所
謂
嘉
靖
本
（
嘉
靖
壬
午

本
や
張
尚
徳
本
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
同
じ
修
髯
子
「
三
國
志
通
俗
演

義
引
」
を
備
え
る
が
、
そ
の
末
尾
の
署
名
の
年
次
は
、
嘉
靖
本
が
「
嘉
靖

壬
午
（
元
年
）」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
嘉
靖
壬
子
（
三
十
一
年
）」
と

な
っ
て
い
る
（
周
曰
校
乙
本
・
丙
本
も
朝
鮮
翻
刻
本
に
同
じ
）。
こ
の
年

次
に
よ
っ
て
周
曰
校
甲
本
は
嘉
靖
三
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
見
る
劉
世

徳
氏
の
説（

（（
（

と
、
周
曰
校
甲
本
は
万
暦
十
九
年
刊
の
周
曰
校
乙
本
よ
り
も
刊

行
が
遅
れ
る
と
す
る
陳
翔
華
氏
の
説（

（（
（

と
、
周
曰
校
甲
本
は
周
曰
校
乙
本
に

先
行
す
る
が
刊
年
は
万
暦
十
年
前
後
ま
で
し
か
遡
ら
な
い
だ
ろ
う
と
す
る

中
川
諭
氏
の
説（

（（
（

が
入
り
乱
れ
て
い
る
の
だ
。

　

客
観
的
に
見
て
、
中
川
注
（
17
）
二
〇
一
二
年
論
文
に
お
け
る
本
文
の

比
較
に
よ
っ
て
、
周
曰
校
甲
本
が
周
曰
校
乙
本
に
先
行
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
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証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
周
曰
校
が
嘉
靖
三
十
一

年
に
既
に
活
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
中
川
注

（
17
）
二
〇
一
一
年
論
文
は
、「
も
し
周
曰
校
甲
本
の
刊
行
年
が
嘉
靖
三
十

一
年
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
…
…
周
曰
校
が
嘉
靖
・
隆
慶
年
間
に
出
版
し
た

書
物
は
な
ぜ
一
つ
も
現
存
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
嘉

靖
三
十
年
頃
か
ら
万
暦
十
数
年
ま
で
の
約
四
十
年
間
、
周
曰
校
は
な
ぜ
ま
っ

た
く
活
動
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
」（
六
九
頁
）
と
述
べ
て
周
曰
校

甲
本
は
嘉
靖
三
十
一
年
刊
と
す
る
劉
世
徳
注
（
15
）
論
文
に
疑
問
を
呈
し

て
い
る
が
、
周
曰
校
に
他
に
ど
ん
な
刊
本
が
あ
っ
た
の
か
の
具
体
例
は
あ

ま
り
挙
げ
て
お
ら
ず
、
活
動
年
代
も
「
万
暦
年
間
に
活
躍
し
て
い
た
書
肆

で
あ
り
、
嘉
靖
年
間
に
は
ま
だ
活
動
し
て
お
ら
ず
、
書
籍
の
出
版
も
行
っ

て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
」（
同
前
）
と
い
う
大
雑
把
な
推
定
に
止
ま
っ

て
い
る
。

　

陳
翔
華
注
（
16
）
論
文
は
周
曰
校
の
活
動
年
代
を
よ
り
綿
密
に
絞
り
込

ん
で
い
る
。
即
ち
、
陳
氏
所
見
の
も
の
と
伝
聞
に
よ
る
も
の
と
を
併
せ
た

十
七
の
刊
本
の
封
面
や
刊
記
の
字
句
を
引
用
し
た
上
で
、
周
曰
校
の
活
動

が
確
認
出
来
る
の
は
万
暦
十
一
年
か
ら
万
暦
三
十
四
年
の
間
だ
と
す
る
。

　

し
か
し
、
陳
氏
の
挙
げ
る
十
七
例
の
う
ち
、
最
も
刊
年
の
遅
い
万
暦
三

十
四
年
序
刊
『
新
刻
全
像
海
剛
峯
先
生
居
官
公
案
』
四
巻
（
台
湾
国
家
図

書
館
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
仁
井
田
文
庫
、
中
国
国
家
図
書
館
等

蔵
）
は
、
周
曰
校
刊
本
の
例
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。
同
書
は
各
巻
巻

頭
第
二
〜
三
行
に
低
十
二
格
で
「
𣈆
人
羲
齋
李
春
芳
編
次
／
金
陵
萬
卷
樓

虗
舟
生
鐫
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「（
低
一
格
）
萬
曆
丙
午
歳
（
三
十
四
年
）

夏
月
之
吉
晋
人
羲
亝
／
（
低
二
格
）
李
春
芳
書
于
萬
卷
樓
中
」
と
署
名
す

る
「
新
刻
海
剛
峯
先
生
居
官
公
案
傳
序
」
に
も
金
陵
の
虚
舟
生
が
刊
行
し

た
と
の
旨
が
見
え
る
も
の
の（

（（
（

、
対
峰
周
曰
校
の
名
は
ど
こ
に
も
見
え
な
い

の
だ
。
虚
舟
生
が
誰
の
号
な
の
か
は
不
明
で
、
周
氏
で
あ
る
か
ど
う
か
さ

え
も
定
か
で
は
な
い（

（（
（

。
周
曰
校
以
外
の
人
物
が
刊
行
し
た
周
氏
万
巻
楼
刊

本
も
あ
る
の
で
（
本
章
第
四
節
で
詳
述
）、
こ
れ
を
周
曰
校
の
活
動
年
代

の
根
拠
と
す
る
の
は
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
節
で
述
べ
た
通
り
仁

寿
堂
も
対
峰
周
曰
校
と
敬
素
周
希
旦
の
二
人
が
名
乗
っ
て
い
る
か
ら
、
周

氏
万
巻
楼
の
活
動
年
代
・
周
氏
仁
寿
堂
の
活
動
年
代
・
周
曰
校
の
活
動
年

代
の
三
者
は
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
節
で
は
管
見
に
及
ん
だ
中
か
ら
周
曰
校
自
身
が
確
か
に
刊

行
に
関
わ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
刊
年
の
最
も
早
い
版
本
と
、
同
じ
く
最
も

遅
い
版
本
と
を
紹
介
し
て
、
陳
翔
華
氏
の
唱
え
る
周
曰
校
の
活
動
年
代
に

些
か
補
正
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
最
も
早
い
版
本
だ
が
、
陳
氏
が
挙
げ
る
万
暦
癸
未
（
十
一
年
）
刊
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『
卓
氏
藻
林
』
八
巻
（
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
、
筆
者
未
見
）
に
先
行

す
る
も
の
を
一
点
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
即
ち
、
左
右
五
欄
に
分
か

つ
封
面
の
中
央
に
「　

周　

氏　

萬　

巻　

樓　

刋
」
と
記
し（

（（
（

、「（
低
二

格
）
萬
曆
丁
丑
（
五
年
）
春
月
吉
旦
／
賜
進
士
第
資
政
大
夫
刑
部
尚
書
侍

／　

經
筵
奉
／
命　

藉
田
兖
九
卿
官　

大
閲
分
閲
前
南
京
／
（
低
二
格
）

戸
兵
部
尚
書
叅
贊
機
務
都
察
院
右
都
／
（
低
二
格
）
御
史
扶
溝
三
川
劉
自

強
書
」
と
末
尾
に
署
名
す
る
「
古
今
醫
鑑
序
」、「
中
憲
大
夫
知
江
西
南
康

府
事
／
（
低
七
格
）
鄢
陵
水
山
劉
巡
書
」
と
末
尾
に
記
す
同
名
序
、「（
低

二
格
）
峕
／
（
低
二
格
）
萬
曆
四
年
歳
次
丙
子
孟
冬
之
吉
／
（
低
六
格
）

金
谿
後
學
龔
廷
賢
書
于
有
恒
堂
」
と
末
尾
に
署
名
す
る
自
序
「
敘
古
今
醫

鑑
弁
首
」
を
持
つ
『
新
刋
古
今
醫
鑑
』
八
巻
（
内
閣
文
庫
蔵（

（（
（

、
図
版
二
）

で
あ
る
。
巻
一
・
三
・
四
・
五
・
六
の
各
巻
頭
第
二
〜
四
行
に
低
十
三
格

で
「
太
醫
院
醫
官
金
谿
龔
信
編
／
（
更
に
低
五
格
）
男　

廷
賢
續
編
／
金

陵
書
林
對
峰
周
曰
校
刋
行
」（
巻
四
・
六
は
第
四
行
「
林
」
が
「
坊
」）
と

あ
る
が
、
巻
七
は
こ
の
う
ち
第
四
行
を
「
金
陵
書
林
竹
潭
周
宗
孔
梓
行
」、

巻
八
は
同
じ
く
「
金
陵
書
林
前
山
周
庭
槐
刋
行
」
と
し
て
お
り
、
巻
二
は

こ
の
三
行
に
文
字
が
全
く
見
え
な
い
。
巻
七
に
見
え
る
竹
潭
周
宗
孔（

（（
（

と
巻

八
に
見
え
る
前
山
周
庭
槐（

（（
（

は
い
ず
れ
も
万
暦
初
頭
に
単
独
で
も
刻
書
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
の
で
、
周
曰
校
と
は
別
人
と
見
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
同
書
は
周
曰
校
・
周
宗
孔
・
周
庭
槐
の
三
者
に
よ

る
共
同
刊
行
の
周
氏
万
巻
楼
刊
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
序
文
は
三
つ
と

も
刊
行
の
経
緯
に
触
れ
る
も
の
だ
し
、
周
宗
孔
も
周
庭
槐
も
万
暦
ひ
と
桁

の
時
期
に
刻
書
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
実
際
の
刊
行
も
序
の
年
次
か
ら
ほ

ど
な
く
と
思
わ
れ
、
万
暦
五
年
序
刊
と
称
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
周
曰
校
自
身
が
刊
行
し
た
こ
と
が
確
か
な
最
も
遅
い
刊
本
は
、

管
見
の
限
り
で
は
陳
翔
華
注
（
16
）
論
文
と
同
じ
で
、
封
面
上
層
に
「
皇

明
十
二
朝
正
史
」
と
横
書
き
し
、
そ
の
下
に
三
欄
に
区
切
っ
て
「　

萬
曆

庚
子
歳
（
二
十
八
年
）
／
昭
代
典
則
／　

萬
巻
樓
刋
行
」（
中
央
は
大
字
、

左
右
は
毎
字
隔
二
格
）
と
見
え
、
各
巻
巻
頭
第
二
〜
四
行
に
「（
低
三
格
）

賜
進
士
太
子
少
保
刑
部
尚
書
𣈆
江
黄
光
昇
編
輯
／
（
低
十
四
格
）
吳
郡
陸

翀
之
校
閲
／
（
低
十
四
格
）
金
陵
周
曰
校
刋
行
」
と
記
す
『
昭
代
典
則
』

二
十
八
巻
（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
、
台
湾
国
家
図
書
館
［
二

本
、
封
面
欠
］
等
蔵
）
で
あ
る（

（（
（

。

　

な
お
、
杜
信
孚
『
明
代
版
刻
綜
録
』（
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九

八
三
）
及
び
そ
の
実
質
的
な
増
補
版
に
当
た
る
杜
信
孚
・
杜
同
書
『
全
明

分
省
分
県
刻
書
考
』（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
一
）
は
、
こ
れ
よ
り
刊
年
の

遅
い
「
金
陵
三
山
街
周
曰
校
萬
巻
樓
書
林
刊
本
」
を
合
計
三
種
著
録
し
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
従
う
べ
き
で
は
な
い
。
ま
ず
万
暦
三
十
九
年
刊
と
さ
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れ
る
『
藥
性
歌
括
雷
公
炮
製
大
全
』
十
巻
は
大
い
に
疑
わ
し
い
し（

（（
（

、
万
暦

三
十
四
年
刊
と
さ
れ
る
『
新
鎸マ

マ

全
像
海
剛
峯
先
生
居
官
公
案
』
四
巻
に
周

曰
校
の
名
が
見
え
な
い
の
は
前
述
の
通
り
。
残
る
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）

刊
と
さ
れ
る
『
本
草
蒙
筌
』
十
二
巻
は
、
前
述
し
た
万
暦
元
年
周
氏
仁
寿

堂
刊
本
で
は
な
く
、
三
欄
に
分
か
つ
双
辺
の
封
面
左
右
に
「
重
刻
增
補
圖

像
／
本
草
蒙
筌
｛
土
産
藥
性
／
炮
製
倶
全
｝」、
中
央
に
「（
低
三
格
）
萬

卷
樓
周
如
泉
刋
行
」
と
記
し
、「　
峕
／
崇
禎
改
元
之
中
和
月
既
望
／　

潭
陽
劉
孔
敦
若
樸
子
漫
書
于
金
／　

陵
萬
卷
樓
」
と
末
尾
に
署
名
す
る
「
重

刻
本
草
蒙
筌
序
」
を
持
つ
『
圖
像
本
草
蒙
筌
』
十
二
巻
（
内
閣
文
庫
、
東

京
大
学
総
合
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
等
藏
）
を
著
録
し
た
も
の
だ

ろ
う
が
、
刊
行
者
は
対
峰
周
曰
校
で
は
な
く
周
如
泉
な
る
人
物
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
周
曰
校
の
確
実
な
活
動
年
代
は
、
万
暦
五
年
か
ら
万
暦
二
十

八
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
刊
行
者
と
し
て
周
曰
校
の
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
書
物
は
、
別
人
に
よ
る
覆
刻
本
や
翻
刻
本
を
除
い
た
上
で
な
お

三
十
版
近
く
を
確
認
し
て
い
る
が
、
右
に
挙
げ
た
以
外
で
刊
年
の
分
か
る

も
の
は
、
い
ず
れ
も
万
暦
十
一
年
か
ら
同
二
十
七
年
の
間
に
収
ま
っ
て
い

る
。
前
述
の
刊
行
者
の
個
人
名
を
記
さ
な
い
万
暦
元
年
周
氏
仁
寿
堂
刊
『
本

草
蒙
筌
』
が
周
曰
校
の
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
し
、

万
暦
三
十
四
年
序
刊
『
新
刻
全
像
海
剛
峯
先
生
居
官
公
案
』
の
刊
行
者
「
虗

舟
生
」
が
周
曰
校
晩
年
の
別
号
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
も
否
定

は
出
来
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
少
し
幅
を
も
た
せ
て
、
周
曰
校
の
活
動
年

代
は
概
ね
万
暦
初
頭
か
ら
万
暦
三
十
年
前
後
ま
で
と
見
て
お
こ
う
。
嘉
靖

三
十
一
年
が
孤
立
し
て
い
る
と
い
う
中
川
氏
の
指
摘
は
、
間
の
空
白
期
間

こ
そ
約
二
十
年
と
少
し
縮
ま
っ
た
が
、
確
実
な
活
動
期
間
に
お
け
る
出
版

点
数
の
多
さ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
大
き
く
外
れ
る
嘉
靖
三
十
一
年

に
周
曰
校
刊
本
が
あ
っ
た
可
能
性
は
一
層
低
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

周
曰
校
が
万
暦
五
年
に
も
活
動
し
て
い
る
と
判
明
し
た
以
上
、
周
曰
校

甲
本
『
三
国
演
義
』
の
刊
年
が
万
暦
ひ
と
桁
に
遡
る
可
能
性
も
一
応
視
野

に
入
れ
る
べ
き
で
は
あ
ろ
う
が
、
万
暦
十
九
年
以
降
陸
続
と
刊
行
さ
れ
た

周
曰
校
乙
本
『
三
国
演
義
』
を
始
め
と
す
る
周
氏
万
巻
楼
や
唐
氏
世
徳
堂

の
他
の
章
回
小
説
刊
本
と
そ
う
大
き
く
間
が
空
く
と
も
考
え
に
く
い
の
で
、

概
ね
万
暦
十
年
代
前
半
の
刊
と
見
る
中
川
説
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

次
節
で
は
、
周
如
泉
な
ど
周
曰
校
以
外
の
人
物
に
よ
る
万
巻
楼
刊
本
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
（
四
）
万
巻
楼
の
後
継
者
た
ち
―
―
玉
卬
周
文
煥
と
如
泉
周
文
燿

　
『
新
刋
醫
林
狀
元
濟
世
全
書
』
八
巻
は
、
唐
本
は
完
本
の
現
存
が
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
大
尾
に
「
寛
永
十
三
丙
子
（
一
六
三
六
）
仲
春
吉
旦
／
（
低

約
八
格
）
雕
開
／
二
條
玉
屋
町
村
上
平
樂
寺
」
の
蓮
牌
木
記
を
持
つ
和
刻
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本
（
尊
経
閣
文
庫
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
、
早
稲
田
大
学

図
書
館
等
蔵
）
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る（

（（
（

。「
…
…　

峕
／
萬
曆
丙
辰
（
四

十
四
年
）
夏
金
谿
龔
廷
賢
自
叙
」
と
末
尾
に
記
す
「
濟
世
全
書
序
」
を
備

え
、
底
本
そ
の
ま
ま
に
覆
刻
し
た
と
思
し
き
三
欄
に
区
切
っ
た
封
面
の
左

右
に
大
字
で
「
鍥
雲
林
龔
先
生
／
新
編
濟
世
全
書
」、
中
央
に
下
寄
せ
で

「
金
陵
萬
巻
楼
周
玉
卬
刋
」
と
あ
り
、
各
巻
の
巻
頭
第
十
二
行
に
刊
行
者

名
を
記
す
が
、
巻
一
と
巻
四
で
は
「
金
陵
書
坊
萬
卷
樓
存
義
堂
玉
卬
周
文

煥
刋
行
」、
そ
れ
以
外
の
巻
で
は
「
金
陵
書
坊
萬
卷
樓
存
義
堂
如
泉
周
文

燿
刋
行（

（（
（

」
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
和
刻
本
の
底
本
は
、
玉
卬
周

文
煥
と
如
泉
周
文
燿
の
二
人
が
共
同
で
刊
行
し
た
万
暦
四
十
四
年
序
刊
の

金
陵
万
巻
楼
存
義
堂
刊
本
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、「
題
武
科
韜
畧
全
書
叙
」
の
末
尾
に
「　
峕
／
萬
曆
疆
圉
大
荒

落
（
四
十
五
年
）
應
鍾
之
吉
／　

嘉
興
御
冷
錢
士
升
撰
」
と
あ
る
『
精
選

詳
註
武
科
三
場
韜
略
全
書
』
五
巻（

（（
（

（
内
閣
文
庫
蔵
）
は
、
左
右
三
欄
に
分

か
つ
封
面
の
右
下
枠
外
に
耳
格
を
設
け
て
「
金
陵
萬
巻
樓
周
如
泉
刋
行
」

と
記
し（

（（
（

、
序
と
凡
例
と
目
録
は
全
葉
の
版
心
下
部
に
「
萬
卷
樓
刋
」
と
あ

り
、
各
巻
巻
頭
第
七
行
に
「
秣
陵
武
學
生
如
泉
周
文
燿
校
鐫
」
と
見
え
る
。

　

右
の
二
例
か
ら
、
万
暦
末
期
に
は
同
族
同
排
行
で
あ
ろ
う
玉
卬
周
文
煥

と
如
泉
周
文
燿
の
二
人
が
金
陵
周
氏
万
巻
楼
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
窺

い
知
れ
る
が
、
両
者
が
刊
行
し
た
よ
り
早
い
も
の
に
、
万
暦
三
十
年
重
刊

『
新
刋
萬
病
囘
春
』
八
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
が
あ
る
。
や
は
り
同
排
行
と

思
わ
れ
る
成
卬
周
文
憲
と
の
三
者
共
同
刊
行
で
、
左
右
五
欄
に
分
か
つ
封

面
の
中
央
に
は
毎
字
隔
半
格
で
「
萬
曆
壬
寅
仲
春
周
成
卬
重
刋
」
と
あ
る

が（
（（
（

、
各
巻
巻
頭
第
七
行
に
記
さ
れ
る
刊
行
者
名
は
、
巻
一
・
二
・
七
・
八

は
「
金
陵
書
坊
成
卬
周
文
憲
刋
行
」、
巻
三
・
四
は
「
金
陵
書
坊
玉
卬
周

文
煥
刋
行
」、
巻
五
・
六
は
「
金
陵
書
坊
如
泉
周
文
燿
刋
行
」
と
な
っ
て

い
る
。「
…
…
萬
曆
丁
亥
（
十
五
年
）
春
正
月
庚
寅
金
／　

谿
龔
廷
賢
序
」

と
結
ぶ
自
序
「
萬
病
囘
春
序
」
や
「　

萬
曆
十
六
年
歳
次
戊
子
孟
秋
／　

之
吉
／
（
一
行
空
白
）
／
周
藩
海
陽
王
崑
湖
勤
炵
撰
」（
署
名
の
下
に
陽

刻
正
方
「
海
陽
／
王
章
」
大
印
を
刻
す
）
と
結
ぶ
「
萬
病
囘
春
後
序（

（（
（

」
な

ど
が
あ
り
、「
萬
曆
戊
子
秋
月
歸
安
鹿
門
茅
坤
撰
」
と
末
尾
に
署
名
す
る

「
萬
病
囘
春
序
」
に
は
、
撰
者
龔
廷
賢
の
姻
戚
で
あ
る
「
對
峰
周
君
」
に

序
を
請
わ
れ
た
と
見
え
る（

（（
（

。
よ
っ
て
初
刻
本
は
万
暦
十
六
年
序
刊
の
周
曰

校
刊
本
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
存
は
知
ら
れ
な
い（

（（
（

。
ま
た
、
慶
長
古
活
字

本
を
始
め
と
し
て
周
曰
校
刊
本
を
底
本
と
す
る
和
刻
本
が
古
活
字
で
も
整

版
で
も
何
種
類
も
残
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
中
央
に
「
萬

曆
丁
酉
（
二
十
五
年
）
歳
秋
月
吉
旦
周
對
峰
刋
行
」
と
記
し
た
左
右
五
欄

に
分
か
つ
封
面
を
持
ち
、
自
序
を
除
い
た
序
跋
計
三
篇
の
年
次
が
一
律
に
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「
丁
酉
」
な
い
し
「
萬
曆
二
十
五
年
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な

い（
（（
（

。
し
て
み
る
と
、
初
刻
本
の
他
に
も
う
一
つ
周
曰
校
自
身
の
手
に
よ
る

万
暦
二
十
五
年
重
刊
本
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
筆
者
未

見
。
周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿
三
者
の
万
暦
三
十
年
重
刊
本
は
、
序
の

年
次
を
見
る
に
、
お
そ
ら
く
初
刻
本
を
底
本
と
し
た
も
の
だ
ろ
う（

（（
（

。

　

周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿
の
三
者
と
も
、
こ
の
万
暦
三
十
年
重
刊
本

『
新
刋
萬
病
囘
春
』
で
は
単
に
「
金
陵
書
坊
」
と
す
る
の
み
で
、
は
っ
き

り
と
万
巻
楼
を
名
乗
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
周
文
煥
と
周
文
燿
が
万

暦
四
十
四
年
に
は
万
巻
楼
を
名
乗
っ
て
刻
書
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
同
書

が
万
巻
楼
主
人
で
あ
っ
た
周
曰
校
が
二
度
刊
行
し
て
い
た
も
の
の
重
刊
本

で
あ
る
こ
と
、
周
曰
校
は
万
暦
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
ま
で
は
毎
年
複

数
の
刻
書
を
行
っ
て
い
る
（
陳
翔
華
注
（
16
）
論
文
参
照
）
の
に
対
し
て
、

万
暦
二
十
八
年
の
一
種
を
最
後
に
活
動
が
確
認
出
来
な
く
な
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
る
と
、
周
曰
校
は
万
暦
二
十
年
代
末
に
世
を
去
る
か
隠
居
す
る

か
し
て
お
り
、
そ
れ
を
期
に
周
氏
万
巻
楼
は
「
文
」
字
輩
の
世
代
に
代
替

わ
り
し
た
と
い
う
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。「
文
」
字
輩
は
お
そ
ら
く
周
曰

校
の
子
姪
輩
に
当
た
る
だ
ろ
う（

（（
（

。
前
節
で
は
万
暦
三
十
四
年
序
刊
『
新
刻

全
像
海
剛
峯
先
生
居
官
公
案
』
の
刊
行
者
「
虗
舟
生
」
が
周
曰
校
晩
年
の

別
号
で
あ
っ
た
可
能
性
に
も
含
み
を
持
た
せ
た
が
、
仮
に
そ
う
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
ご
隠
居
が
久
し
ぶ
り
に
仕
事
に
手
を
出
し
て
み
た
と

い
う
程
度
の
こ
と
で
、
万
暦
三
十
年
代
に
も
現
役
バ
リ
バ
リ
の
主
人
と
し

て
万
巻
楼
の
経
営
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

　

周
曰
校
と
「
文
」
字
輩
と
の
連
続
性
は
、
万
暦
三
十
年
重
刊
『
新
刋
萬

病
囘
春
』
の
内
閣
文
庫
蔵
本
が
各
冊
一
巻
の
装
丁
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
表
紙
の
左
肩
に
刷
題
簽
、
そ
の
右
に
縹
色
の
紙
に
刷
っ
た
正
方
形
の

目
録
題
簽
（
巻
一
内
寸
：
八
．七
×
七
．九
c
m
）
を
貼
付
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
窺
え
る
。
何
故
な
ら
、
各
巻
一
冊
の
装
丁
で
刷
題
簽
と
縹
色
の

刷
目
録
題
簽
を
こ
の
位
置
に
貼
る
と
い
う
手
法
は
、
万
暦
十
九
年
刊
の
周

曰
校
乙
本
『
三
国
演
義
』
に
見
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
だ（

（（
（

。
ま
た
、
封
面
上

層
に
横
書
き
で
「
萬
曆
乙
未
（
二
十
三
年
）
季
冬
吉
」、
左
右
三
欄
に
区

切
る
封
面
下
層
の
左
右
に
大
字
で
「
翰
苑
彙
選
歷
／
朝
故
事
統
宗
」、
中

央
に
「
金
陵
周
氏
萬
巻
樓
鐫
行
」
と
あ
り
、
巻
一
巻
頭
第
四
行
に
低
六
格

で
「
金
陵　

書
林　

對
峰　

周
曰
校　

刋
行
」
と
記
す
『
新
鐫
翰
林
攷
正

歷
朝
故
事
統
宗
』
十
巻
（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
［
欠
巻
九
・
十
］）
も
、

外
題
の
他
に
そ
の
冊
に
収
め
る
数
巻
分
の
目
録
も
記
し
た
巨
大
な
刷
題
簽

が
各
冊
の
表
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
更
に
、
前
述
の
万
暦
四
十
四
年
序
刊

の
周
文
煥
・
周
文
燿
万
巻
楼
存
義
堂
刊
『
新
刋
醫
林
狀
元
濟
世
全
書
』
を

底
本
と
す
る
村
上
平
楽
寺
和
刻
本
（
例
示
の
三
伝
本
と
も
）
や
、
万
暦
二
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十
五
年
周
曰
校
重
刊
『
新
刋
萬
病
囘
春
』
を
底
本
と
す
る
和
刻
本
の
多

く（
（（
（

、
更
に
は
当
の
万
暦
三
十
年
周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿
重
刊
『
新
刋

萬
病
囘
春
』
を
底
本
と
す
る
無
刊
記
の
和
刻
本
（
堺
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）

な
ど
も
、
い
ず
れ
も
刷
題
簽
と
正
方
形
の
目
録
題
簽
（
但
し
紙
の
色
は
白
）

を
各
冊
表
紙
に
貼
付
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
周
氏
万
巻
楼
刊

本
に
二
世
代
続
け
て
多
く
見
ら
れ
た
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
を
底
本
と
す
る

和
刻
本
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

　

右
の
「
文
」
字
輩
の
三
者
の
う
ち
、
如
泉
周
文
燿
は
崇
禎
初
年
に
も
万

巻
楼
主
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
即
ち
、
前
節
で

挙
げ
た
『
圖
像
本
草
蒙
筌
』
十
二
巻
（
内
閣
文
庫
、
東
京
大
学
総
合
図
書

館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
等
蔵
）
は
、
封
面
中
央
に
「
萬
卷
樓
周
如
泉
刋

行
」
と
あ
り
、
崇
禎
元
年
に
劉
孔
敦
が
金
陵
万
巻
楼
で
書
い
た
「
重
刻
本

草
蒙
筌
序
」
を
持
つ
崇
禎
元
年
序
刊
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
劉
孔
敦
序
に
は

旧
版
の
版
木
は
傷
ん
で
い
る
上
に
誤
謬
も
ま
ま
あ
る
の
で
自
ら
増
訂
し
て

刊
行
す
る
と
の
旨
が
記
さ
れ（

（（
（

、
各
巻
巻
頭
第
四
行
に
も
低
十
三
格
で
「
潭

陽
後
學
劉
孔
敦　

若
樸　

增
補
」
と
見
え
る
。

　

王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
前
掲
）
は
同
書
の
ア
メ
リ
カ
国
会
図

書
館
蔵
本
（
筆
者
未
見
）
を
著
録
し
、「
増
補
」
と
は
原
本
に
は
無
か
っ

た
薬
物
の
図
を
補
い
、
ま
た
熊
宗
立
『
歴
代
名
医
図
』
か
ら
主
要
な
人
物

を
選
ん
で
巻
首
に
付
し
た
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（
二
五
八
頁
）。
王

氏
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
増
補
の
対
象
と
な
っ
た
底
本
は
、
前
述

の
万
暦
元
年
周
氏
仁
寿
堂
刊
『
本
草
蒙
筌
』
だ
っ
た
よ
う
だ（

（（
（

。
こ
の
点
か

ら
も
万
巻
楼
主
人
だ
け
で
は
な
く
仁
寿
堂
主
人
で
も
あ
っ
た
対
峰
周
曰
校

と
如
泉
周
文
燿
の
連
続
性
が
窺
え
よ
う
。
王
氏
は
続
け
て
「
萬
卷
樓
爲
周

曰
校
在
金
陵
所
設
書
坊
、
如
泉
疑
是
曰
校
子
姪
輩
、
蓋
崇
禎
初
曰
校
已
下

世
、
時
如
泉
主
坊
事
也
」
と
の
推
測
を
示
し
て
い
る
。
如
泉
の
名
が
文
燿

で
あ
る
こ
と
や
代
替
わ
り
の
時
期
な
ど
前
述
し
た
別
の
例
か
ら
補
え
る
点

も
多
い
が
、
正
し
い
推
測
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
王
氏
は
更
に
「
又
劉
孔
敦
建
陽
人
、
疑
爲
喬
山
堂
劉
龍
田
之
子

姪
、
時
乃
兄
孔
教
已
成
進
士
、
喬
山
堂
或
已
不
繼
續
刻
書
業
、
故
孔
敦
爲

周
氏
幇
忙
也
」
と
も
記
す
。
方
彦
寿
『
建
陽
刻
書
史
』（
中
国
社
会
出
版
社
、

二
〇
〇
三
）
三
一
九
〜
三
二
五
頁
に
よ
れ
ば
、
劉
孔
敦
は
万
暦
年
間
を
中

心
に
多
く
の
刻
書
を
行
っ
た
喬
山
堂
主
人
劉
大
易
（
字
龍
田
、
号
爌
文
、

一
五
六
〇
〜
一
六
二
五
）
の
三
男
で
、
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）
の
進
士

劉
孔
教
（
字
若
臨
）
は
孔
敦
の
長
兄
で
あ
る
。
余
象
斗
の
姻
戚
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
劉
龍
田（

（（
（

の
息
子
が
、
崇
禎
初
年
に
金
陵
万
巻
楼
に
お
い
て
周

氏
仁
寿
堂
刊
本
の
増
補
を
手
掛
け
、
そ
の
際
に
建
陽
の
先
達
で
あ
る
成
化

間
の
熊
宗
立
の
著
作
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、
金
陵
の
書
肆
と
建
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陽
の
書
肆
の
関
係
を
考
え
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

　
（
五
）
王
重
民
説
の
再
検
討
①
―
―
継
志
斎
は
周
曰
校
の
書
肆
名
か
？

　

と
こ
ろ
で
、
王
重
民
氏
は
前
掲
『
中
国
善
本
書
提
要
』
の
『
李
卓
吾
遺

書
』
十
二
種
二
十
四
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
、
未
見
）
の
項
目
に
お
い

て
、
同
書
が
八
行
十
八
字
本
と
九
行
十
八
字
本
と
が
混
在
し
て
い
る
叢
書

で
、
八
行
本
に
は
「
萬
卷
樓
刻
」
と
あ
る
も
の
と
「
繼
志
齋
刻
」
と
あ
る

も
の
と
が
一
つ
ず
つ
あ
る
と
著
録
し
た
上
で
「
繼
志
齋
與
萬
卷
樓
幷
爲
周

曰
校
經
營
坊
名
」
と
述
べ
、
更
に
九
行
本
に
は
「
秣
陵
陳
邦
泰
校
梓
」
と

見
え
る
も
の
が
一
つ
あ
る
と
著
録
し
て
、「
疑
此
九
行
本
均
爲
陳
邦
泰
據

周
氏
八
行
本
翻
刻
者
」
と
の
推
定
を
示
し
て
い
る
（
四
二
五
頁
）。

　

王
氏
は
更
に
、
書
名
葉
に
「
燕
超
堂
藏
板
」、
巻
二
十
二
末
の
牌
記
に

「
秣
陵
陳
大
來
校
梓
於
繼
志
齋
中
」
と
あ
る
と
い
う
『
卓
吾
先
生
李
氏
叢
書
』

十
一
種
二
十
三
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
、
未
見
）
の
項
目
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
四
二
四
頁
）。

陳
大
來
卽
陳
邦
泰
、
曾
刻
李
贄
著
作
爲
十
二
種
、
據
此
牌
記
與
刻
書

行
款
、
疑
是
時
繼
志
齋
原
刻
八
行
版
與
陳
刻
九
行
版
均
已
毀
、
故
又

據
繼
志
齋
原
本
翻
刻
爲
此
本
。
陳
大
來
所
經
營
之
書
坊
當
名
爲
燕
超

堂
、
蓋
自
周
曰
校
書
業
經
營
衰
落
以
後
、
陳
氏
燕
超
堂
収
買
繼
志
齋
、

故
是
書
牌
記
兼
用
二
坊
名
也
。

　

だ
が
、『
中
国
善
本
書
提
要
』
は
周
曰
校
が
万
巻
楼
主
人
で
あ
っ
た
根

拠
は
前
述
の
『
增
定
國
朝
館
課
經
世
宏
辭
』
の
刊
記
と
印
記
を
著
録
す
る

こ
と
で
挙
げ
て
い
る
が
（
四
七
八
頁
）、
周
曰
校
が
継
志
斎
主
人
で
も
あ
っ

た
と
い
う
根
拠
は
ど
こ
に
も
挙
げ
て
い
な
い
。
継
志
斎
を
周
曰
校
の
書
肆

名
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
先
行
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
何
故
そ
の
よ
う

に
看
做
し
得
る
の
か
具
体
的
な
根
拠
を
示
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、
筆

者
は
周
曰
校
が
継
志
斎
名
義
で
刊
行
し
た
版
本
は
一
つ
と
し
て
見
た
こ
と

が
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
継
志
斎
も
万
巻
楼
と
同
様
に
周
曰
校
の
書
肆
名

だ
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
『
李
卓
吾
遺
書
』
と
『
卓
吾
先
生
李
氏
叢
書
』

に
見
え
る
複
雑
な
状
況
を
理
解
す
る
た
め
の
王
氏
の
推
測
で
あ
り
、
そ
れ

が
無
批
判
に
踏
襲
さ
れ
て
来
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

一
方
、
万
暦
間
の
継
志
斎
と
言
え
ば
、
大
来
陳
邦
泰
が
金
陵
で
営
み
、

多
く
の
戯
曲
を
刊
行
し
た
書
肆
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

活
動
状
況
は
根
ケ
山
徹
「
陳
氏
継
志
斎
と
『
綴
白
裘
合
選
』」（『
山
口
大

学
文
学
会
誌
』
第
四
十
九
号
、
一
九
九
九
）
に
詳
し
い
。
根
ケ
山
氏
は
所

見
の
大
来
陳
邦
泰
刊
本
の
刊
記
の
年
次
が
万
暦
二
十
六
年
か
ら
同
四
十
年

ま
で
の
範
囲
に
収
ま
る
こ
と
か
ら
、「
継
志
斎
が
出
版
に
携
わ
っ
た
の
は
、

万
暦
の
中
期
か
ら
末
年
に
至
る
約
十
五
年
か
ら
二
十
年
の
間
で
あ
っ
た
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
（
七
〇
頁
）。
大
来
陳
邦
泰
の
名
と
継
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志
斎
の
名
は
、
王
氏
が
引
く
『
卓
吾
先
生
李
氏
叢
書
』
巻
二
十
二
末
の
「
秣

陵
陳
大
來
校
梓
於
繼
志
齋
中
」
や
、
根
ケ
山
氏
の
挙
げ
る
『
重
校
義
侠
記
』

二
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
）
の
序
末
の
「（
低
二
格
）
壬
子
（
万
暦
四

十
年
）
淸
明
日
陳
大
來
手
書
重
／（
低
二
格
）
梓
于
繼
志
亝
中
」
な
ど
、

複
数
の
版
本
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
結
び
付
い
て
い
る
の
が
確
認
出
来
る
。

対
し
て
、
大
来
陳
邦
泰
が
燕
超
堂
名
義
で
刊
行
し
た
版
本
は
、
こ
れ
ま
た

管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
『
李
卓
吾
遺
書
』
と
『
卓
吾
先
生
李
氏
叢
書
』
は
い
ず
れ
も
未

見
な
の
で
踏
み
込
ん
だ
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
王
氏
の
著
録
に
よ
る
限
り

で
は
、
初
め
か
ら
周
氏
万
巻
楼
と
陳
氏
継
志
斎
が
共
同
で
分
担
刊
行
し
て

い
た
と
か
、
周
氏
万
巻
楼
の
版
木
を
陳
氏
継
志
斎
が
手
に
入
れ
て
増
補
し

た
と
か
、
本
来
別
々
に
刊
行
さ
れ
た
周
氏
万
巻
楼
刊
本
と
陳
氏
継
志
斎
刊

本
の
版
木
を
第
三
者
の
燕
超
堂
が
集
め
て
叢
書
と
し
て
刊
行
し
た
と
か
、

そ
も
そ
も
『
李
卓
吾
遺
書
』
の
「
萬
巻
樓
」
は
周
氏
と
は
別
の
万
巻
楼
で

あ
る
と
か
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
王
氏
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば

説
明
が
付
か
な
い
状
況
で
は
な
い
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

根
ケ
山
氏
の
考
証
し
た
陳
氏
継
志
斎
の
活
動
年
代
は
、
初
期
は
本
章
第

三
節
で
得
ら
れ
た
周
曰
校
の
活
動
年
代
の
晩
期
と
重
な
る
し
、
末
期
は
周

氏
「
文
」
字
輩
が
万
巻
楼
主
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
し

て
み
れ
ば
、
王
氏
の
「
周
曰
校
の
書
肆
の
経
営
が
衰
退
し
た
後
に
大
来
陳

邦
泰
が
周
氏
か
ら
継
志
斎
を
買
い
取
っ
た
」
と
い
う
推
測
は
成
立
し
難
い
。

よ
っ
て
、
継
志
斎
は
最
初
か
ら
大
来
陳
邦
泰
の
書
肆
で
あ
っ
て
、
周
曰
校

の
書
肆
名
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
と
見
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う（

（（
（

。
燕
超
堂
が

大
来
陳
邦
泰
の
書
肆
名
だ
と
い
う
の
も
疑
わ
し
い
。

　
（
六
）
王
重
民
説
の
再
検
討
②
―
―
周
曰
校
は
太
学
生
で
あ
っ
た
か
？

　

王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
は
、
周
曰
校
に
関
し
て
も
う
一
つ
裏
付

け
が
取
れ
な
い
指
摘
を
し
て
い
る
。『
皇
明
大
政
紀
』
二
十
五
巻
の
ア
メ

リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
本
（
未
見
）
の
項
目
に
お
い
て
、
封
面
に
「
萬
曆
壬

寅
歳
（
三
十
年
）
博
古
堂
刻
行
」
と
あ
る
同
書
は
秣
陵
の
周
時
泰
が
金
陵

博
古
堂
主
人
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
だ
（
一
〇
八
頁
）。

余
觀
是
書
版
式
、
極
似
周
曰
校
萬
卷
樓
所
刻
『
昭
代
典
則
』。
郭
正

域
序
是
書
亦
云
：「
周
生
時
泰（

（（
（

取
朱
職
方
・
閔
茂
才
所
校
豐
城
雷
公

禮
所
述
洪
武
迄
正
德
之
『
大
政
紀
』、
與
洧
川
范
公
守
己
所
續
紀
嘉
・

隆
者
梓
之
」、
正
域
曾
官
南
國
子
祭
酒
、
呼
時
泰
爲
周
生
，則
似
時
泰

曾
遊
太
學
。
據
『
昭
代
典
則
』
祝
世
禄
序
、
曰
校
亦
曾
遊
太
學
、
而

曰
校
所
識
之
朱
職
方
、
應
卽
校
是
書
之
朱
錦
矣
。
然
則
曰
校
與
時
泰
、

刻
書
同
、
交
遊
同
、
又
同
遊
太
學
、
余
因
疑
其
族
屬
極
相
近
、
萬
卷
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樓
與
博
古
堂
之
營
業
關
係
、
亦
極
密
切
也
。

　

北
京
大
蔵
本
や
東
大
東
文
研
蔵
本
を
見
る
限
り
、
確
か
に
同
書
の
版
式

や
字
様
は
前
掲
の
周
曰
校
万
暦
二
十
八
年
刊
本
『
昭
代
典
則
』
に
良
く
似

て
お
り
、
周
時
泰
と
周
曰
校
が
同
族
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
定
に

は
異
論
は
無
い
。
ま
た
、
周
時
泰
が
太
学
生
（
南
京
国
子
監
生
）
で
あ
っ

た
と
い
う
点
も
、
南
京
国
子
監
祭
酒
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
郭
正
域
が
万

暦
壬
寅
の
序
で
「
周
生
時
泰
」
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
根
拠
が
説
明
さ
れ

て
い
る
し
、『
中
国
善
本
書
提
要
』
の
『
穀
城
山
館
詩
集
』
二
十
巻
文
集

四
十
二
巻
（
台
北
故
宮
博
物
院
現
蔵
）
の
項
目
に
は
葉
向
高
序
に
「
歳
甲

辰
（
上
原
補
：
万
暦
三
十
二
年
）、
余
過
穀
城
、
公
出
其
所
梓
詩
命
余
序
之
。

余
謂
公
文
何
以
不
傳
？
公
曰
：
力
不
任
梓
耳
。
余
至
白
門
、
以
告
太
學
生

周
時
泰
；
時
泰
請
任
斯
役
」
と
あ
る
と
著
録
さ
れ
（
六
四
二
頁
）、
明
末

刻
本
『
新
刻
蒐
集
羣
書
記
載
大
千
生
鑑
』
六
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
、

未
見
）
の
項
目
で
は
巻
首
に
「
南
太
學
博
古
堂
敬
竹
周
時
泰
梓
行
」
と
見

え
る
と
す
る
（
三
八
六
頁
）
の
で
、
博
古
堂
主
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
と

共
に
全
く
問
題
は
無
い
。
周
時
泰
は
「
敬
竹
」
と
号
し
た
よ
う
だ
が
、
こ

れ
は
周
希
旦
の
号
「
敬
素
」
と
一
字
目
が
一
致
し
て
い
る
。
活
動
年
代
も

重
な
る
の
で
、
同
世
代
の
同
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。

　

問
題
は
王
氏
が
周
曰
校
も
太
学
生
だ
っ
た
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。『
昭

代
典
則
』
の
祝
世
禄
序
か
ら
そ
れ
が
読
み
取
れ
る
と
す
る
の
み
で
、
具
体

的
に
い
か
な
る
記
述
に
よ
っ
て
太
学
生
だ
と
判
断
し
た
の
か
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
。『
昭
代
典
則
』
の
祝
世
禄
序
は
、
万
暦
二
十
八
年
周
曰
校
刊

本
と
し
て
著
録
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
本
（
未
見
）
の
項
目
に

お
い
て
「
閩
中
恭
肅
黃
公
、
起
端
簡
之
後
、
故
有
史
材
。
撰
述
成
一
家
言
、

名
曰
『
昭
代
典
則
』。
吾
郷
周
氏
、
見
而
悦
焉
、
屬
之
剞
劂
。
介
武
車
駕

朱
職
方
問
序
不
侫
、
余
故
從
周
氏
之
請
、
爲
恭
肅
直
序
之
」
と
引
か
れ
て

い
る
の
だ
が（

（（
（

（
一
〇
七
頁
）、
右
の
王
氏
の
引
用
か
ら
は
、
刊
行
者
「
周
氏
」

が
武
車
駕
と
朱
職
方
の
二
名
（
車
駕
と
職
方
は
共
に
官
職
）
を
通
じ
て
祝

世
禄
に
序
を
求
め
て
来
た
こ
と
、
豫
章
（
江
西
南
昌
府
南
昌
県
の
古
名
に

基
づ
く
異
称
）
の
人
で
あ
る
祝
世
禄
と
同
郷
で
あ
っ
た
こ
と（

（（
（

な
ど
が
分
か

る
く
ら
い
で
、
周
曰
校
が
太
学
生
で
あ
っ
た
と
い
う
情
報
は
得
ら
れ
ま
い
。

ま
た
、
所
見
の
諸
伝
本
に
よ
っ
て
序
の
全
文
を
見
渡
し
て
も
、
刊
行
者
に

関
す
る
記
述
は
他
に
は
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　

従
っ
て
、『
昭
代
典
則
』
の
序
に
よ
っ
て
周
曰
校
が
太
学
生
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
と
い
う
の
は
、
王
氏
の
誤
記
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。

ま
た
、『
中
国
善
本
書
提
要
』
の
他
の
項
目
に
も
、
そ
れ
を
示
す
根
拠
と

な
り
得
る
よ
う
な
著
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
目
下
の
と
こ
ろ
筆

者
は
周
曰
校
が
太
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
発
見
出
来
て
い
な
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い
。
と
な
れ
ば
、
今
後
新
た
に
確
た
る
根
拠
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り
は
、

周
曰
校
が
太
学
生
で
あ
っ
た
と
認
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

　

逆
に
、
少
な
く
と
も
万
暦
十
九
年
の
時
点
で
は
周
曰
校
は
布
衣
で
あ
っ

た
と
思
わ
せ
る
記
述
を
見
つ
け
て
い
る
。『
新
編
簪
纓
必
用
翰
苑
新
書
』（
本

章
第
一
節
前
掲
）
の
「　
峕
／
萬
曆
辛
卯
（
十
九
年
）
秋
日
五
岳
山
人
沔

／
陽
陳
文
燭
撰
」
と
結
ぶ
「
翰
苑
新
書
序
」
に
、
同
書
は
「
梓
人
周
曰
校
」

が
鈔
本
を
入
手
し
、
そ
れ
を
底
本
と
し
て
初
め
て
刊
行
す
る
も
の
だ
と
書

か
れ
て
い
る
の
だ（

（（
（

。
同
書
の
共
同
刊
行
者
で
あ
っ
た
唐
廷
仁
は
万
暦
二
十

四
年
唐
廷
仁
世
徳
堂
刊
『
歷
朝
翰
墨
選
注
』
の
序
で
「
光
禄
龍
泉
唐
君
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
し
（
前
論
②
一
六
六
頁
）、
前
述
の
通
り
周
時
泰
も
自

ら
の
刊
本
の
序
で
「
周
生
時
泰
」
や
「
太
學
生
周
時
泰
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
周
曰
校
が
こ
の
時
点
で
官
職
を
持
っ
て
い
た

り
太
学
生
で
あ
っ
た
り
し
た
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
梓
人
」
と
は
書
か
れ

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
七
）
第
一
章
小
結

　

本
章
で
万
暦
前
期
か
ら
金
陵
で
刻
書
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

対
峰
周
曰
校
（
万
巻
楼
・
仁
寿
堂
）・
前
山
周
庭
槐
（
万
巻
楼
）・
竹
潭
周

宗
孔
（
万
巻
楼
）・
敬
素
周
希
旦
（
仁
寿
堂
）
は
、
活
動
時
期
の
近
さ
や

ほ
ぼ
対
等
な
立
場
で
共
同
刊
行
を
行
っ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、

同
族
同
世
代
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
名
や
字
や
号
の
一
文
字
を
揃
え

た
り
、
或
い
は
共
通
の
部
首
を
使
う
と
い
っ
た
、
同
排
行
で
あ
る
こ
と
を

示
す
分
か
り
易
い
標
識
は
彼
ら
の
間
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
同
排
行
で
も

共
通
の
文
字
や
部
首
を
持
た
な
い
例
も
皆
無
で
は
な
い
し
、
父
親
ご
と
に

共
通
の
文
字
が
異
な
る
よ
う
な
例
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
確
認
出
来
る

活
動
年
代
が
万
暦
三
十
年
以
降
と
や
や
遅
れ
て
現
れ
る
敬
竹
周
時
泰
（
博

古
堂
）
と
、
万
暦
十
一
年
・
四
十
年
・
四
十
三
年
の
三
回
の
活
動
が
確
認

出
来
る
敬
素
周
希
旦
の
号
の
一
字
目
の
共
通
は
際
立
っ
て
お
り
、
両
者
は

同
排
行
で
比
較
的
親
等
が
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
そ
こ

で
、
仮
に
こ
の
五
人
を
第
一
世
代
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　

対
し
て
、
万
暦
後
期
か
ら
崇
禎
年
間
に
か
け
て
周
曰
校
の
次
代
の
万
巻

楼
主
人
と
し
て
金
陵
で
刻
書
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
玉
卬
周

文
煥
・
如
泉
周
文
燿
と
、
そ
の
二
人
と
の
共
同
刊
本
が
あ
る
成
卬
周
文
憲

は
、
三
人
と
も
「
文
」
で
始
ま
る
二
字
名
で
、
か
つ
二
人
が
名
の
二
字
目

に
火
偏
を
使
い
、
二
人
が
号
の
二
字
目
を
揃
え
て
い
る
と
い
う
風
に
、
名
・

字
・
号
か
ら
同
排
行
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

活
動
時
期
か
ら
し
て
彼
ら
「
文
」
字
輩
は
第
一
世
代
の
子
姪
輩
に
当
た
る

と
思
わ
れ
、
第
二
世
代
と
仮
称
し
て
お
く
。
第
一
世
代
と
第
二
世
代
の
間

に
具
体
的
な
血
縁
関
係
が
確
認
出
来
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
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見
る
こ
と
に
し
て
、
次
章
で
は
周
氏
大
業
堂
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　

第
二
章　

周
氏
大
業
堂
を
め
ぐ
っ
て

　
（
一
）
先
行
研
究
と
問
題
点

　

周
氏
大
業
堂
の
主
人
に
は
、
杜
信
孚
『
明
代
版
刻
綜
録
』（
前
掲
）
に

始
ま
る
周
如
山
説
と
、
張
秀
民
『
中
国
印
刷
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
八
九
）
に
始
ま
る
周
希
旦
説
が
あ
る
。
瞿
冕
良
『
中
国
古
籍
版
刻
辞

典
（
増
訂
本
）』（
蘇
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
は
万
暦
間
の
大
業
堂

主
人
と
し
て
両
者
の
名
を
共
に
挙
げ
て
そ
の
刊
本
を
列
挙
し
、
更
に
康
熙

年
間
に
も
子
孫
の
活
動
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
辞
典
の
性
格
上
、
両
者

を
主
人
と
看
做
し
た
根
拠
や
各
刊
本
の
書
名
以
外
の
書
誌
情
報
は
全
て
割

愛
さ
れ
て
い
る
（
一
六
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
許
振
東
・
宋
占
茹
「
明
代

金
陵
周
氏
家
族
刻
書
成
員
与
書
坊
考
述
」（『
河
北
大
学
学
報
（
哲
学
社
会

科
学
版
）』
第
三
十
六
巻
第
二
期
、
二
〇
一
一
）
は
、
両
者
と
も
主
人
と

認
め
る
瞿
氏
の
処
理
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
批
判
し
て
、
前

述
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』
に
つ
い
て
の
孫
楷
第
『
中

国
通
俗
小
説
書
目
』
改
訂
版
（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
）
の
著
録
を
根

拠
に
、
大
業
堂
主
人
は
周
希
旦
で
あ
っ
て
周
如
山
で
は
な
い
と
断
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
た
と
え
周
希
旦
が
確
か
に
大
業
堂
主
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
も
っ
て
同
時
期
に
周
如
山
も
大
業
堂
名
義
で
活
動
し
て
い
た
可
能

性
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
前
論
②
で
見
た
唐
氏
世
徳
堂

や
、
前
章
第
二
節
で
み
た
周
氏
仁
寿
堂
、
前
章
第
四
節
で
見
た
万
暦
後
期

の
周
氏
万
巻
楼
な
ど
の
例
か
ら
明
白
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
周
如
山
説
の
是

非
は
、
あ
く
ま
で
周
如
山
の
名
が
見
え
る
大
業
堂
刊
本
が
実
際
に
あ
る
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
の
進
士
で
、『
印
人
伝
』『
尺
牘
新

鈔
』『
因
樹
屋
書
影
』
等
の
撰
者
と
し
て
名
高
い
周
亮
工（

（（
（

（
字
元
亮
・
伯

安
・
減
斎
な
ど
、
号
櫟
園
・
陶
庵
・
櫟
下
先
生
な
ど
、
一
六
一
二
〜
一
六

七
二
）
に
つ
い
て
の
研
究
が
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
亮

工
の
父
の
周
文
煒
（
？
〜
一
六
五
八
）
こ
そ
が
大
業
堂
主
人
と
し
て
刻
書

を
行
っ
た
周
如
山
そ
の
人
で
あ
る
と
の
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
周
文
煒

に
つ
い
て
は
、『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
『
江
西
通
志
』
巻
八
十
二
所

引
『
江
南
流
寓
志
』
に

周
文
煒
、
字
は
赤
之
、
本も

と
金
谿
の
人
に
し
て
、
大
梁
に
生
ま
る
。

生
平 

孤ひ
と

り
己
が
意
を
行
ひ
、
屹
立
し
て
移
ら
ず
、
曰
く
、「
吾 

固

よ
り
坦
然
た
る
も
の
な
り
」
と
。
因
り
て
自
ら
坦
然
と
號
す
。
南
雍

に
入
り
、
選
に
就
き
て
曁
陽
の
簿
を
得
る
も
、
官
を
謝
し
て
歸
り
、
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秦
淮
に
室
を
築
き
て
曰
く
、「
壯
に
し
て
は
五
洩
の
遊
人
と
為
り
、

老
ひ
て
は
秦
淮
の
釣
叟
と
作な

ら
ば
願
ひ
足
れ
り
」
と
。
子
の
亮
工
、

號
は
櫟
園
、
庚
辰
の
進
士
な
り
。
中
外
を
揚
歷
す
る
こ
と
二
十
年
、

文
章
を
能
く
し
、
尤
も
士
を
愛
す
。
故
に
人
士 

咸
な
之
に
嚮
往
す55

。

 

と
見
え
、
ま
た
黄
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
二
十
八
「
別
集
類
・
崇
禎
」

に
著
録
す
る
「
周
文
煒
『
詩
斆
』」
に
対
す
る
自
注
に
「
號
如
山
、
江
寧

人
、
亮
工
之
父
」
と
あ
る
。
両
者
を
総
合
す
る
と
、
字
を
赤
之
、
号
を
坦

然
と
も
如
山
と
も
言
い
、
祖
籍
は
江
西
金
谿
で
、
大
梁
（
河
南
開
封
府
祥

符
県
の
古
名
に
基
づ
く
異
称
）
で
生
ま
れ
、
南
京
国
子
監
生
（
南
雍
は
南

京
国
子
監
の
異
称
）
の
資
格
に
よ
っ
て
曁
陽
（
浙
江
紹
興
府
諸
曁
県
の
異

称
）
の
主
簿
と
な
っ
た
が
、
官
を
辞
し
て
金
陵
に
帰
り
、
そ
の
後
は
在
野

で
過
ご
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
江
寧
と
は
南
京
城
内
の
南
半

分
を
含
む
県
の
名
な
の
で
、『
千
頃
堂
書
目
』
の
注
は
祖
籍
で
も
出
生
地

で
も
な
く
、
定
住
地
を
も
っ
て
江
寧
の
人
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

陳
聖
宇
氏
は
注
（
50
）
所
掲
論
文
で
こ
の
周
文
煒
を
大
業
堂
主
人
と
さ

れ
て
い
る
周
如
山
と
同
一
人
物
と
看
做
し
た
上
で
、『
明
代
版
刻
綜
録
』

を
中
心
と
す
る
複
数
の
先
行
研
究
の
記
載
に
よ
っ
て
そ
の
刊
行
し
た
版
本

を
列
挙
す
る
。
だ
が
、
陳
氏
は
誤
り
も
多
い
『
明
代
版
刻
綜
録
』
の
記
述

を
無
批
判
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
諸
版
本
を
実
見
し
て
本
当
に
周
如
山
の

名
が
見
え
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
作
業
は
必
ず
し
も
行
っ
て
い
な
い
ら
し

い
。
そ
こ
で
、
次
節
で
そ
の
作
業
を
行
い
つ
つ
、
大
業
堂
主
人
と
さ
れ
る

周
如
山
と
周
亮
工
の
父
と
が
本
当
に
同
一
人
物
な
の
か
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

　
（
二
）
大
業
堂
刊
本
と
如
山
周
文
煒

　
『
明
代
版
刻
綜
録
』
が
「
周
如
山
大
業
堂
」
刊
本
と
し
て
著
録
す
る
七

種
の
う
ち
、
万
暦
二
十
一
年
刊
と
さ
れ
る
『
新
刋
出
像
補
訂
叅
采
史
鑑
唐

書
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』
八
巻（

（（
（

（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
中
国
国
家
図

書
館
等
蔵
）
は
、
前
論
①
③
で
触
れ
た
通
り
万
暦
二
十
一
年
序
刊
の
唐
氏

世
徳
堂
刊
本
の
版
木
を
大
業
堂
が
入
手
し
て
後
印
し
た
も
の
で
、
各
巻
巻

頭
第
三
行
に
低
十
四
格
で
「
繡
谷
周
氏
大
業
堂
校
訂（

（（
（

」（
巻
五
以
降
「
訂
」

を
「
梓
」
に
作
る
）
と
あ
る
が
、
刊
行
者
の
個
人
名
は
見
え
な
い
。

　

万
暦
刊
本
と
さ
れ
る
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』
は
、
拙
稿
「『
李

卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』
の
版
本
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第

六
十
三
集
、
二
〇
一
一
）
で
詳
述
し
た
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
本
以
外
に
該

当
す
る
も
の
が
考
え
ら
れ
な
い
が
、
三
欄
に
区
切
っ
た
封
面
に
「
李
卓
吾

先
生
原
評
／
西
逰
記
／
金
陵
大
業
堂
重
梓
」（
中
央
大
字
、
左
は
下
寄
せ
）

と
あ
り
、
右
下
に
「
蘊
古
／
堂　

藏
書
」
の
陽
刻
正
方
小
印
が
捺
さ
れ
る

の
み
で
、
や
は
り
刊
行
者
の
個
人
名
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
長
ら
く
万
暦

刊
本
と
看
做
さ
れ
て
い
た
同
書
は
、
実
際
に
は
万
暦
三
十
年
代
の
同
名
刊
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本
（
李
卓
吾
丙
本
）
を
翻
刻
し
た
崇
禎
刊
本
（
李
卓
吾
甲
本
）
の
更
な
る

覆
刻
本
（
李
卓
吾
乙
本
）
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
刊
行
は
早
く
て
も
崇
禎

年
間
で
清
代
に
下
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
、
右
の
拙
稿
で
論
証
し
た
。

　

万
暦
四
十
六
年
刊
本
と
さ
れ
る
『
東
西
晉
演
義
』
十
二
巻
も
、
前
論
①

②
③
で
詳
述
し
た
世
徳
堂
刊
大
業
堂
逓
修
本
『
新
鍥
重
訂
出
像
註
釋
通
俗

演
義
東
西
兩
𣈆
志
傳
題
評
』
西
晋
四
巻
東
晋
八
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
、

中
国
国
家
図
書
館
等
蔵
）
を
指
す
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
三
欄
に
区
切
っ

た
墨
印
の
封
面
に
「
新
刻
全
像
／
東
西
晉
演
義
／
大
業
堂
梓
」（
中
央
大
字
、

左
は
下
寄
せ
、
左
右
毎
字
隔
一
格
）、
各
巻
巻
頭
第
三
行
に
低
十
一
格
で

「
繡
谷　

周
氏
大
業
堂　

校
梓（

（（
（

」（
西
晋
巻
二
・
四
に
は
こ
の
行
無
し
）
と

あ
る
も
の
の
、
刊
行
者
の
個
人
名
は
見
え
な
い
し
、
刊
年
も
印
年
も
手
掛

か
り
と
な
る
記
載
が
無
く
、〔
万
暦
前
期
〕
刊
〔
万
暦
天
啓
間
〕
修
〔
明
末
〕

逓
修
と
推
定
出
来
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　

万
暦
刊
本
と
さ
れ
る
『
山
海
經
釋
義
』
十
八
巻
も
、「
萬
曆
己
未
歳
（
四

十
七
年
）
春
月
之
吉
哉
生
明
龍
巌
山
人
／　

瀘
郡
趙
維
垣
書
」
と
末
尾
に

署
名
す
る
「
山
海
經
釋
義
䟦
」
を
持
つ
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
本
［
二
本
、

一
本
は
跋
欠
］
を
見
る
限
り
、
一
部
の
葉
の
版
心
下
部
に
「
大
業
堂
」
と

記
す
だ
け
で
、
刊
行
者
の
個
人
名
は
見
え
な
い
。

　

し
か
し
、
万
暦
刊
本
と
さ
れ
る
『
袁
中
郎
全
集
』
二
十
四
巻
は
、『
梨

雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
二
十
四
巻
に
三
欄
に
区
切
る
封
面
の
中
央
に
下

寄
せ
で
「
大
業
堂
周
如
山
刋
」
と
明
記
す
る
伝
本
が
あ
り
（
台
湾
国
家
図

書
館
［
請
求
記
号
一
二
八
八
三
］、
上
海
図
書
館
［
請
求
記
号
T
四
五
三

〇
六
四
―
七
五
］
等
蔵（

（（
（

）、
各
巻
巻
頭
第
五
行
に
は
下
寄
せ
で
「
南
雍
周

文
煒
如
山
鐫
」
と
し
、
そ
の
上
方
に
大
篇
目
を
記
す
。
前
述
の
通
り
周
亮

工
の
父
の
如
山
周
文
煒
は
南
京
国
子
監
生
か
ら
諸
曁
県
の
主
簿
と
な
っ
て

い
る
か
ら（

（（
（

、
同
書
の
刊
行
者
で
あ
る
大
業
堂
主
人
「
南
雍
周
文
煒
如
山
」

と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。「
萬
曆
丁
酉
（
二

十
五
年
）
夏
五
月
甘
園
浄
居
士
題
」
と
末
尾
に
記
し
た
「
原
序
」
が
あ
る

が
、
刊
行
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
刊
年
の
手
掛
か
り
に
は

な
ら
な
い
。
但
し
、
周
文
煒
は
天
啓
三
年
に
は
諸
曁
県
に
赴
任
し
て
い
る

の
で（

（（
（

、
万
暦
二
十
五
年
か
ら
天
啓
三
年
の
間
の
刊
行
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
。

　
『
明
代
版
刻
綜
録
』
が
周
如
山
大
業
堂
刊
本
だ
と
す
る
残
る
二
種
は
未

見
だ
が（

（（
（

、
他
に
『
家
傳
太
素
脉
秘
訣
』
二
巻
（
ベ
ル
リ
ン
州
立
図
書
館
蔵
）

も
、
欄
を
分
け
な
い
白
紙
濃
藍
印
の
封
面
の
右
半
分
に
大
字
で
「
太
素
脉
」

と
あ
り
、
左
半
分
に
は
五
行
に
及
ぶ
告
白
を
載
せ
、
そ
の
末
に
「
大
業
堂

周
如
山
謹
識
」
と
見
え
る
。
更
に
、
封
面
左
下
に
は
前
掲
『
重
刻
西
漢
通

俗
演
義
』
の
封
面
と
同
一
の
陽
刻
正
方
「
醉
耕
／
堂　

／
藏
板
」
朱
印
が

捺
さ
れ
、
各
巻
巻
頭
第
二
〜
四
行
に
は
「
青
城
山
人　

張
太
素　

述
／
汀
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州
醫
官　

劉
伯
詳　

註
／
太
學
生　

周
文
煒　

梓
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
刊

年
不
詳
な
が
ら
、
周
文
煒
が
太
学
生
を
名
乗
る
以
上
、
天
啓
三
年
以
前
の

刊
行
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
る
。

　

右
に
挙
げ
た
『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
も
『
家
傳
太
素
脉
秘
訣
』

も
封
面
に
は
っ
き
り
「
大
業
堂
周
如
山
」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
、
如
山

周
文
煒
が
万
暦
後
期
な
い
し
天
啓
初
期
に
大
業
堂
主
人
と
し
て
活
動
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
認
出
来
た
。
ま
た
、
両
書
と
も
自
ら
が
南

京
国
子
監
生
で
あ
る
こ
と
も
明
記
し
て
い
る
の
で
、
周
亮
工
の
父
と
同
一

人
物
で
あ
る
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
た
。

　
（
三
）
醉
耕
堂
主
人
周
亮
節
―
―
周
希
旦
大
業
堂
主
人
説
の
再
検
討

　

で
は
、
敬
素
周
希
旦
と
如
山
周
文
煒
の
二
人
が
い
ず
れ
も
大
業
堂
主
人

と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
見
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
直
ち
に
そ
う
と
は

断
じ
ら
れ
な
い
。
問
題
は
敬
素
周
希
旦
の
方
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
前
述
の
通
り
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
万
暦
四
十
年
序
刊
『
重

刻
西
漢
通
俗
演
義
』
は
、
封
面
に
は
「
大
業
堂
重
校
梓
」（
図
版
一
―
一
）、

巻
首
に
は
「
金
陵
書
林　

敬
素
周
希
旦　

校
鋟
」（
図
版
一
―
二
）
と
見

え
る
。
ま
た
、
台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
の
万
暦
十
一
年
刊
『
新
刋
東
垣
十

書
』
も
、
全
体
の
封
面
に
は
「
大
業
堂
梓
」、
開
頭
に
置
か
れ
る
『
脉
訣
』

の
巻
首
に
は
「
明
書
林
周
氏
希
旦
刋
傳
」
と
見
え
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら

の
例
に
お
い
て
も
敬
素
周
希
旦
の
名
と
大
業
堂
の
名
は
白
紙
（
濃
）
藍
印

の
封
面
と
巻
首
と
い
う
別
々
の
場
所
に
見
え
て
お
り
、「
大
業
堂
周
希
旦

（
敬
素
）」
等
と
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
通
り
『
重
刻

西
漢
通
俗
演
義
』
に
は
他
に
も
封
面
に
醉
耕
堂
の
蔵
板
印
が
捺
さ
れ
（
図

版
一
―
一
）、
版
心
下
部
に
仁
寿
堂
の
名
が
見
え
る
葉
も
あ
る
（
図
版
一

―
三
）。『
新
刋
東
垣
十
書
』
で
も
、
敬
素
周
希
旦
は
『
脉
訣
』
巻
末
の
刊

記
で
「
金
陵
仁
壽
堂
周
敬
素
」
と
大
業
堂
で
は
な
く
仁
寿
堂
を
名
乗
っ
て

い
る
し
、『
脉
訣
』
以
外
で
は
各
巻
巻
頭
に
記
さ
れ
る
刊
行
者
は
全
て
周

曰
校
な
の
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
筆
者
の
経
験
に
基
づ
く
印
象
で
は
、

白
紙
藍
印
の
封
面
が
流
行
す
る
の
は
概
ね
万
暦
末
期
か
ら
康
熙
前
期
に
か

け
て
で
あ
り（

（（
（

、
そ
こ
か
ら
多
少
前
後
に
外
れ
る
例
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
に
し

て
も
、
万
暦
十
一
年
と
い
う
の
は
些
か
早
す
ぎ
る
感
が
あ
る
。

　

し
て
み
れ
ば
、
敬
素
周
希
旦
が
万
暦
年
間
に
仁
寿
堂
名
義
で
活
動
し
て

い
た
の
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
書
陵
部
蔵
本
『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』
も

台
湾
国
図
蔵
本
『
新
刋
東
垣
十
書
』
も
「
敬
素
周
希
旦
仁
寿
堂
刊
本
（
後

者
の
場
合
は
敬
素
周
希
旦
・
対
峰
周
曰
校
仁
寿
堂
刊
本
）
の
版
木
を
如
山

周
文
煒
大
業
堂
が
入
手
し
、
封
面
を
白
紙
（
濃
）
藍
印
の
も
の
に
変
え
て

後
印
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
そ
こ
で
、『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』
の
封
面
と
『
家
傳
太
素
脉
秘
訣
』
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の
封
面
に
共
に
捺
さ
れ
る
「
醉
耕
／
堂　

／
藏
板
」
と
い
う
蔵
板
印
か
ら

両
書
の
印
行
年
代
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
な
い
か
考
え
て
み
よ
う
。

　

実
は
、
醉
耕
堂
と
は
周
亮
工
の
弟
で
あ
る
周
亮
節
（
一
六
二
二
〜
一
六

七
〇
）
の
堂
号
で
、
周
亮
節
は
そ
の
名
義
で
刻
書
も
行
っ
て
い
た
こ
と
を

陸
林
氏
が
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
陸
氏
は
周
在
浚
等
輯
『
頼
古
堂
尺
牘
新
鈔
二

選
藏
弆
集（

（（
（

』
巻
八
「
周
亮
節
」
の
条
に
「
靖
公
、
河
南
祥
符
籍
、
江
西
金

谿
人
、『
醉
耕
堂
集
』」
と
見
え
る
こ
と
を
挙
げ
た
上
で
、「
順
治
辛
丑
年

（
十
五
年
）
大
梁
周
亮
節
新
鎸
」
の
『
傷
寒
六
書
纂
要
辯
疑
』
の
巻
首
に

同
年
冬
月
の
「
醉
マ
マ

　

子
」
の
序
が
あ
り
、
そ
こ
に
陰
刻
の
「
周
亮
節
」
印

が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
書
坊
醉
耕
堂
の
主
人
が
周
亮
節
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
論
じ
て
い
る
（
一
二
三
頁
）。

　

筆
者
の
管
見
に
及
ん
だ
『
新
刻
傷
寒
六
書
纂
要
辯
疑
』
四
巻
（
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
東
亜
図
書
館
蔵
）
は
封
面
と
序
を
欠
い
て
お
り
、
陸
氏
の
著

録
を
確
か
め
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
巻
一
巻
頭
第
二
〜
三
行
に
低

九
格
で
「
閩
中　

童
養
學
壯
吾
氏　

纂
輯
／
大
梁　

周
亮
節
靖
公
氏　

較

閲
」
と
記
し
、
全
葉
の
表
面
版
心
下
部
に
「
醉
畊
堂
」
と
あ
る
の
で
、
こ

れ
だ
け
で
も
醉
耕
堂
と
周
亮
節
の
関
係
は
概
ね
窺
い
知
れ
た
。
陸
氏
の
示

す
序
末
の
署
名
と
印
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
周
亮
節
が
醉
耕
堂
主
人
と
し

て
刻
書
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
に
疑
い
あ
る
ま
い（

（（
（

。

　

但
し
、
陸
氏
が
こ
れ
に
続
け
て
、「
大
業
堂
重
梓
」
だ
と
い
う
哈
佛
燕

京
図
書
館
所
蔵
の
『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
の
封
面
に
「
醉
耕
堂
藏

板
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
を
根
拠
と
し
て
、「
醉
耕
堂
」
と
は
周
文
煒
・

周
亮
節
の
父
子
共
用
の
書
坊
名
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
点
に
は
異
を

唱
え
た
い
。
筆
者
は
こ
の
哈
佛
燕
京
蔵
本
は
未
見
だ
が
、
沈
津
『
美
国

哈
佛
大
学
哈
佛
燕
京
図
書
館
中
文
善
本
書
志
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一

九
九
九
）
の
著
録
を
見
る
限
り
、
前
述
の
筆
者
所
見
の
同
名
台
湾
国
図
蔵

本
及
び
上
海
図
書
館
蔵
本
と
同
版
な
が
ら
封
面
が
異
な
る
も
の
の
よ
う
で

あ
る（

（（
（

。
し
て
み
れ
ば
、
封
面
に
「
大
業
堂
重
梓

0

0

」（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）

と
あ
る
哈
佛
燕
京
蔵
本
は
、
単
に
「
大
業
堂
周
如
山
刋0

」
と
あ
る
台
湾
国

家
図
書
館
蔵
本
な
ど
よ
り
も
後
刷
り
に
相
違
あ
る
ま
い（

（（
（

。
そ
し
て
、
台
湾

国
図
蔵
本
や
上
海
図
書
館
蔵
本
の
「
大
業
堂
周
如
山
刋0

」
と
あ
る
封
面
に

は
、
い
ず
れ
も
「
醉
耕
堂
藏
板
」
印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。
と
な
れ
ば
、

哈
佛
燕
京
蔵
本
は
如
山
周
文
煒
大
業
堂
刊
本
の
版
木
を
そ
の
次
男
周
亮
節

が
引
き
継
ぎ
、
自
ら
の
営
む
醉
耕
堂
の
蔵
板
本
と
し
て
印
行
し
た
も
の
だ

と
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
如
山
周
文
煒
が
大
業
堂
名
義
の
他
に
醉
耕
堂

名
義
で
も
刻
書
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
根
拠
に
は
な
る
ま
い（

（（
（

。

　

右
の
よ
う
に
考
え
た
い
の
は
、『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』
の
封
面

の
相
違
を
合
理
的
に
説
明
出
来
る
と
い
う
理
由
の
他
に
、
前
述
の
通
り
周
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亮
節
に
は
『
醉
耕
堂
集
』
と
い
う
詩
文
集
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
か
ら
で
も

あ
る
。
個
人
の
別
集
の
題
名
と
し
て
用
い
る
堂
号
は
、
撰
者
個
人
を
特
定

し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
意
味
が
無
か
ろ
う
。
し
て
み
れ
ば
、
醉
耕
堂
と

い
う
の
は
父
か
ら
引
き
継
い
だ
堂
号
で
は
な
く
、
周
亮
節
自
身
が
初
め
て

名
乗
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

と
な
れ
ば
、
前
述
の
『
家
傳
太
素
脉
秘
訣
』
も
、『
梨
雲
館
類
定
袁
中

郎
全
集
』
の
哈
佛
燕
京
蔵
本
と
同
様
に
如
山
周
文
煒
大
業
堂
が
刊
行
し
た

版
木
を
靖
公
周
亮
節
醉
耕
堂
が
継
承
し
て
印
行
し
た
も
の
で
、
そ
の
た
め

に
「
大
業
堂
周
如
山
謹
識
」
と
あ
る
封
面
に
「
醉
耕
／
堂　

／
藏
板
」
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
れ
ば
良
か
ろ
う
。
周
亮
節
は
天
啓
二
年
生

ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
印
年
は
早
く
て
も
崇
禎
末
期
が
い
い
と
こ
ろ
と
な
る
。

　

ま
た
、
封
面
に
「
大
業
堂
重
梓

0

0

」
と
あ
る
『
梨
雲
館
類
定
袁
中
郎
全
集
』

の
哈
佛
燕
京
蔵
本
や
傅
斯
年
図
書
館
蔵
本
は
、
実
際
に
版
を
改
め
た
の
で

は
な
く
旧
来
の
版
木
で
後
印
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
白
紙
濃
藍
印
で

「
大
業
堂
重
校
梓

0

0

0

」
と
記
す
封
面
に
「
醉
耕
／
堂　

／
藏
板
」
印
が
捺
さ

れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
万
暦
四
十
年
の
序
を
持
つ
周
希
旦
刊
『
重

刻
西
漢
通
俗
演
義
』
の
場
合
も
、
実
際
に
大
業
堂
に
よ
る
重
刊
本
な
の
で

は
な
く
、
既
存
の
版
木
に
よ
る
後
印
に
過
ぎ
な
い
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
考
え
る
場
合
、
第
一
世
代
の
仁
寿
堂
主

人
敬
素
周
希
旦
が
万
暦
四
十
年
代
に
刊
行
し
、
そ
の
版
木
が
第
二
世
代
の

大
業
堂
主
人
如
山
周
文
煒
に
渡
っ
て
、
そ
れ
を
更
に
第
三
世
代
の
醉
耕
堂

主
人
周
亮
節
が
継
承
し
て
崇
禎
末
期
以
降
に
印
行
し
た
後
印
本
が
書
陵
部

蔵
本
で
あ
る
、
と
い
う
す
っ
き
り
と
し
た
理
解
が
可
能
に
な
る
。
ご
く
一

部
の
葉
の
版
心
下
部
に
「
仁
壽
堂
」
と
あ
る
の
も
、
こ
れ
な
ら
周
希
旦
仁

寿
堂
に
よ
る
刊
行
時
に
は
多
く
の
葉
に
見
え
て
い
た
も
の
を
大
業
堂
が
版

木
を
手
に
入
れ
て
か
ら
削
り
、
そ
の
削
り
漏
ら
し
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る

の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
て
得
心
が
行
く
し（

（（
（

、
書
陵
部
蔵
本
は
全
体

的
に
版
木
の
大
き
な
横
割
れ
が
目
立
ち
、
刊
行
か
ら
そ
れ
な
り
の
時
間
を

経
て
の
印
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
無
い
の
で
、
筆
者
は
こ
の
理
解
こ
そ
が
正

し
い
も
の
だ
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
書
陵
部
蔵
本
『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』

の
「
大
業
堂
重
校
梓

0

0

0

」
の
封
面
は
周
文
煒
に
版
木
が
渡
っ
て
以
降
に
附
さ

れ
た
に
過
ぎ
ず
、
巻
首
に
見
え
る
刊
行
者
敬
素
周
希
旦
が
大
業
堂
も
名
乗
っ

て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
う
な
っ
て
み
れ
ば
、
白
紙
藍
印
で
「
大
業
堂
梓0

」
と
記
す
封
面
を
持

つ
万
暦
十
一
年
刊
『
新
刋
東
垣
十
書
』
の
台
湾
国
図
蔵
本
も
、
実
際
に
大

業
堂
が
版
木
を
起
こ
し
た
と
正
直
に
受
け
止
め
る
必
要
は
無
く
、
周
希
旦
・

周
曰
校
仁
寿
堂
刊
本
の
版
木
を
万
暦
末
期
以
降
に
如
山
周
文
煒
（
ま
た
は

そ
の
子
孫
）
の
大
業
堂
が
継
承
し
、
当
時
流
行
の
白
紙
藍
印
の
封
面
を
新
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た
に
附
し
て
印
行
し
た
後
印
本
だ
と
理
解
す
れ
ば
良
か
ろ
う
。

　
（
四
）
前
山
周
庭
槐
―
―
元
祖
大
業
堂

　

前
々
節
で
は
如
山
周
文
煒
が
大
業
堂
主
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
、

前
節
で
は
敬
素
周
希
旦
は
大
業
堂
を
名
義
で
の
刻
書
を
行
っ
て
い
た
訳
で

は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
実
は
大
業
堂
と
は

そ
も
そ
も
は
周
文
煒
の
父
の
堂
号
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
朱
天
曙
注
（
57
）

論
文
や
陳
聖
宇
注
（
50
）
論
文
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
根
拠
を
確
認
し
て
お
く
と
、
ま
ず
黄
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
十

「
簿
録
類
」
に
「
周
廷
槐
『
大
業
堂
書
目
』
二
卷
」
が
著
録
さ
れ
、「
金
谿

人
」
と
い
う
黄
虞
稷
の
自
注
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
後
に
著
録
さ
れ

る
の
は
「
祁
承
㸁
『
澹
生
堂
藏
書
目
』
八
卷
」
や
「
徐
𤊹
『
徐
氏
家
藏
書

目
』
七
卷
」
と
い
っ
た
個
人
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
か
ら
、
周
廷
槐
『
大
業

堂
書
目
』
二
巻
も
同
様
に
違
い
な
く
、
従
っ
て
こ
の
大
業
堂
と
は
周
廷
槐

の
堂
号
（
書
斎
名
）
だ
と
理
解
出
来
る
。

　

更
に
、『
千
頃
堂
書
目
』
の
撰
者
黄
虞
稷
は
、
周
亮
工
の
長
男
で
あ
る

周
在
浚
（
一
六
四
〇
〜
？
）
と
の
共
著
『
徴
刻
唐
宋
秘
本
書
目
』
一
巻

（『
昭
代
叢
書
』
辛
集
等
所
収
）
が
あ
っ
た
り
、
周
亮
工
の
没
後
に
「
温
陵

門
人
黄
虞
稷
撰
」
と
の
署
名
で
そ
の
事
績
を
述
べ
た
「
行
状
」（
前
掲
『
頼

古
堂
集
』
附
録
所
収
）
を
書
い
て
い
た
り
と
、
周
亮
工
父
子
と
非
常
に
関

係
の
深
い
人
物
な
の
だ
が
、
そ
の
「
行
状
」
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
見

え
る
。先

生
の
姓
は
周
氏
、
諱
は
□マ

マ□
、
字
は
元
亮
、
河
南
開
封
府
祥
符
縣

の
人
な
り
。
先
世
は
金
谿
の
櫟
下
に
居
る
。
因
り
て
自
ら
櫟
園
と
號

し
、
學
者
は
之
を
稱
へ
て
櫟
下
先
生
と
曰
ふ
。
始
祖
の
宋
の
進
士
匡
、

本も

と
金
陵
に
家
す
る
も
、
撫
州
軍
事
に
叅
ず
る
を
以
て
、
撫
の
金
谿

に
畱
居
す
。
先
生
が
大
父 

鴻
臚
寺
序
班
に
封
ぜ
ら
れ
し
前
山
公
、

諱
は
庭
槐
、
始
め
て
大
梁
に
遷
る
。
先
生
が
父 

布
政
に
封
ぜ
ら
れ

し
如
山
公
、
諱
は
文
煒
に
迨お
よ

び
て
、
復
た
金
陵
に
居
す
。
太
淑
人
に

封
ぜ
ら
れ
し
朱
氏
を
娶
り
、
先
生
を
生
む
。
故
に
先
生
は
大
梁
に
籍

す
る
も
、
實
は
白
下
な
り（

（（
（

。

　

宋
代
の
先
祖
が
金
陵
か
ら
撫
州
金
谿
の
櫟
下
に
、
周
亮
工
の
祖
父
の
庭

槐
（
号
前
山
）
の
代
に
金
谿
か
ら
大
梁
に
、
父
の
文
煒
（
号
如
山
）
の
代

に
大
梁
か
ら
ま
た
金
陵
（
白
下
は
古
地
名
に
基
づ
く
金
陵
の
異
称
の
一
つ
）

に
、
と
い
う
周
氏
代
々
の
転
居
の
歴
史
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
亮
工
の
祖
父
（
つ
ま
り
如
山
周
文
煒
の
父
）
は
前
山
周
庭
槐
だ
と
あ
る
。

　

こ
の
周
庭0

槐
と
、
同
じ
黄
虞
稷
の
手
に
な
る
『
千
頃
堂
書
目
』
に
見
え

る
大
業
堂
の
周
廷0

槐
と
が
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
い
う
訳
だ
。『
千
頃
堂

書
目
』
の
周
廷
槐
は
金
谿
の
人
と
あ
っ
て
籍
貫
が
一
致
す
る
し
、「
行
状
」
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と
同
じ
『
頼
古
堂
集
』
附
録
に
収
め
る
姜
宸
英
「
墓
碣
銘
」
で
は
「
公
の

祖 

鴻
臚
寺
序
班
を
贈
ら
れ
し
廷
槐
に
至
り
、
大
梁
に
遊
び
て
之
を
樂
し
み
、

因
り
て
籍
を
開
封
に
占
め
、
遂
に
開
封
の
人
と
爲
る（

（（
（

」
と
、
周
亮
工
の
祖

父
の
名
を
「
廷
槐
」
に
作
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
周
文
煒
が
大
業
堂
名
義

で
刻
書
を
行
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、『
千
頃
堂
書
目
』
の
周
廷
槐
と
は
、

確
か
に
周
文
煒
の
父
周
庭
槐
と
同
一
人
物
で
あ
る
に
相
違
あ
る
ま
い
。

　

そ
し
て
、
前
山
周
庭
槐
と
言
え
ば
、
第
一
章
第
三
節
で
見
た
通
り
、
万

暦
五
年
序
刊
の
周
氏
万
巻
楼
刊
『
新
刋
古
今
醫
鑑
』
を
金
陵
に
お
い
て
対

峰
周
曰
校
・
竹
潭
周
宗
孔
と
三
者
共
同
で
刊
行
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

つ
い
に
万
巻
楼
と
大
業
堂
の
繋
が
り
が
見
え
て
来
た
が
、
注
（
23
）
に
挙

げ
た
通
り
周
庭
槐
は
自
身
単
独
で
も
刻
書
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
大

業
堂
を
名
乗
っ
て
い
る
例
は
現
時
点
で
は
見
つ
け
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
、
磯
部
彰
「
閩
斎
堂
刊
『
新
刻
増
補
批
評
全
像
西
遊
記
』

の
版
本
」（『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
』
第
十
九
号
、
東
北
ア
ジ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
）
の
次
の
指
摘
で
あ
る
。

建
陽
の
版
本
は
、
例
え
ば
余
象
斗
の
よ
う
に
、
そ
の
父
親
の
書
斎
名

や
堂
号
を
継
承
し
て
、
雙
峰
堂
余
象
斗
と
い
う
称
呼
方
法
の
他
、
自

ら
の
開
発
し
た
堂
号
の
三
台
館
を
並
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

家
督
の
継
承
、
宗
族
で
の
位
置
を
示
す
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
閩
斎
堂
の
楊
居
謙
も
、
ま
た
年
代
か
ら
見
て
父
親
の
書
斎
名
も

し
く
は
堂
号
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
楊
閩
斎
と
称

し
た
楊
春
元
の
子
供
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
四
頁
）。

　

双
峰
堂
の
名
で
刻
書
を
行
っ
た
余
象
斗
の
父
は
、
名
を
孟
和
・
号
を
双

峰
と
言
っ
た
こ
と
が
、
注
（
13
）
前
掲
『
刻
仰
止
子
參
定
正
傳
地
理
統
一

全
書
』
の
巻
十
二
「
余
仰
止
𦵏
父
母
地
」
や
、
清
末
鈔
本
『
書
林
余
氏
重

修
宗
譜
』
不
分
巻
（
福
建
省
図
書
館
蔵（

（（
（

）
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
出
来
る
。

双
峰
余
孟
和
の
刻
書
活
動
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
方
で
双
峰
堂
名
義

の
刻
書
は
余
象
斗
の
弟
た
ち
も
行
っ
て
い
る
の
で（

（（
（

、
磯
部
氏
の
指
摘
の
通

り
、
余
象
斗
兄
弟
が
父
の
号
を
書
肆
名
に
用
い
始
め
た
も
の
ら
し
い
。
ま

た
、
閩
斎
楊
春
元
は
盛
ん
に
刻
書
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
建
陽
楊

氏
累
代
の
書
肆
名
た
る
「
清
白
堂
」
名
義
か
、
或
い
は
書
肆
名
を
記
さ
ず

に
個
人
名
「
楊
春
元
」
や
「
楊
閩
斎
」
な
ど
で
の
刊
行
か
で
あ
っ
て
、「
閩

斎
堂
」
と
い
う
書
肆
名
は
楊
居
謙
が
初
め
て
使
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
に
照
ら
せ
ば
、
大
業
堂
と
い
う
書
肆
名
は
、
如
山
周
文
煒

が
父
の
前
山
周
庭
槐
の
堂
号
を
継
承
し
て
使
い
始
め
た
も
の
だ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
余
象
斗
兄
弟
や
楊
居
謙
が
い
ず
れ
も
「
大
業
堂
」
に
相

当
す
る
父
の
堂
号
を
そ
の
ま
ま
書
肆
名
と
し
た
の
で
は
な
く
、「
前
山
」

に
相
当
す
る
父
自
身
の
号
に
「
堂
」
を
付
け
て
書
肆
名
と
し
て
い
る
点
は
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異
な
る
が
、
一
脈
通
じ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
前
山
周
庭
槐
に

現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
大
業
堂
名
義
で
の
刊
本
が
あ
っ
た
の
で
な
い
限
り
、

父
の
号
を
引
き
継
い
で
書
肆
名
と
す
る
習
慣
は
、
建
陽
特
有
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
五
）
清
代
の
大
業
堂
―
―
周
亮
工
・
周
在
浚
・
周
在
延
・
周
麟
挙

　

本
章
第
三
節
の
注
（
65
）
で
、
大
業
堂
名
義
で
の
刻
書
業
が
如
山
周
文

煒
の
長
男
亮
工
を
経
て
そ
の
子
や
孫
へ
と
相
続
さ
れ
て
い
た
と
予
告
し
て

お
い
た
が
、
本
節
で
は
そ
の
具
体
的
な
状
況
を
紹
介
し
よ
う
。

　

そ
の
前
に
、
周
亮
工
及
び
そ
の
子
孫
た
ち
に
は
、
大
業
堂
名
義
で
刊
行

し
た
坊
刻
本
の
他
に
、
進
士
に
及
第
し
高
官
に
昇
っ
た
一
流
士
大
夫
と
し

て
の
周
亮
工
の
家
刻
本
も
存
在
す
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
を
確
認
し
て
お
こ

う
。
周
亮
工
は
そ
の
詩
文
集
が
『
頼
古
堂
集
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る

通
り
頼
古
堂
と
い
う
堂
号
を
持
つ
が
、
息
子
た
ち
（
上
か
ら
在
浚
・
在
揚
・

在
延
・
在
建
・
在
都
・
在
青
の
六
人
兄
弟（

（（
（

）
を
中
心
と
す
る
「
在
」
字
輩

（
第
四
世
代
）
の
面
々
は
、
亮
工
の
晩
年
か
ら
没
後
に
か
け
て
、
盛
ん
に

そ
の
著
作
を
整
理
し
て
頼
古
堂
名
義
で
刊
行
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
述

の
『
頼
古
堂
尺
牘
新
鈔
二
選
藏
弆
集
』
は
、
全
葉
の
表
面
版
心
下
部
に
「
頼

古
堂
二
刻
」
と
あ
り
、
各
巻
巻
頭
第
二
〜
四
行
に
「（
低
十
一
格
）
周
在

梁（
（（
（

園
客
／
（
低
八
格
）
豫
儀　

周
在
浚
雪
客　

鈔
／
（
低
十
一
格
）
周
在

延
津
客
」
と
見
え
る
。
注
（
49
）
前
掲
『
周
亮
工
全
集
』
に
影
印
さ
れ
る

『
閩
小
紀
』『
頼
古
堂
名
賢
尺
牘
新
鈔
』『
頼
古
堂
尺
牘
新
鈔
三
選
結
隣
集
』

な
ど
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
当
た
る
。

　

一
方
、
周
亮
工
の
大
業
堂
名
義
で
の
出
版
物
に
は
、
例
え
ば
左
右
三
欄

に
分
か
つ
封
面
に
「
賴
古
堂
重
訂
／
廣
金
石
韻
府
／
大
業
堂
藏
板
」（
中

央
大
字
）
と
あ
り
、「
廣
金
石
韻
府
序
」
の
末
尾
に
「
康
熙
九
年
（
一
六

七
〇
）
歳
次
庚
戌
禊
日
／　

櫟
下
周
亮
工
撰
于
賴
古
／　

堂
」
と
記
す
朱

墨
套
印
本
『
廣
金
石
韻
府
』
五
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
、
哈
佛
燕
京
図
書

館（
（（
（

等
蔵
）
が
あ
る
。「
周
亮
工
大
業
堂
」
と
明
記
ま
で
は
し
て
い
な
い
が
、

序
を
撰
し
封
面
右
に
自
ら
の
堂
号
を
掲
げ
る
周
亮
工
が
刊
行
に
関
わ
っ
て

い
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
大
業
堂
主
人
だ
っ
た
周
文
煒
が
没
し
た
順
治
十

六
年
よ
り
刊
行
が
遅
い
大
業
堂
蔵
板
本
で
あ
る
以
上
、
こ
の
例
を
も
っ
て

周
亮
工
が
父
か
ら
金
陵
書
坊
大
業
堂
を
継
い
で
い
た
と
見
て
も
大
過
あ
る

ま
い（

（（
（

。
但
し
、
同
書
は
金
石
文
字
の
字
書
と
い
う
い
か
に
も
文
人
趣
味
的

な
内
容
面
で
も
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
朱
墨
套
印
に
す
る
と
い
う
形
式
面
で

も
、
営
利
目
的
の
坊
刻
本
と
言
う
よ
り
も
、
採
算
度
外
視
の
家
刻
本
的
な

要
素
を
多
分
に
帯
び
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
或
い
は
家
刻
本
と
し
て
制

作
し
た
も
の
の
、
評
判
が
良
か
っ
た
の
で
坊
刻
部
門
の
大
業
堂
の
蔵
板
と

し
た
と
い
う
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
く
は
、
そ
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も
そ
も
家
刻
と
坊
刻
の
境
界
な
ど
、
当
人
た
ち
は
さ
し
て
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
周
亮
工
は
他
に
も
第
一
章
第

四
節
で
触
れ
た
『
万
病
回
春
』
を
康
熙
七
年
に
大
業
堂
名
義
で
重
刻
し
た

上
で
序
文
を
撰
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
述
す
る
。

　

そ
し
て
、
周
亮
工
の
息
子
た
ち
も
大
業
堂
名
義
で
の
出
版
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
白
紙
藍
印
の
封
面
天
頭
に
「
翰　

林　

舘　

課
」
と

横
書
き
し
、
枠
内
を
左
右
三
欄
に
区
切
っ
て
「｛
王
荊
石
／
沈
蛟
門
｝
兩

先
生
叅
定
原
本
／
經
世
宏
辭
／
大
業
堂
藏
板
」（
中
央
大
字
、
左
欄
下
寄

せ
）
と
し
、
左
下
に
陽
刻
正
方
「
本
衙
／
藏
板
」
朱
印
を
捺
し
て
、「
例
言
」

末
に
「
癸
卯
（
康
熙
二
年
）
陽
月
既
望
豫
儀
周
在
浚
雪
客
識
」
と
記
し
た

『
經
世
宏
辭
』
十
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
周
在
浚
大
業
堂
」

と
明
記
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
祖
父
と
父
の
例
か
ら
周
在
浚
が
大
業
堂
主

人
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
と
見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
右
記
の
周
亮
工

の
大
業
堂
名
義
で
の
出
版
二
例
よ
り
も
刊
行
が
早
い
の
で
、
父
子
で
活
動

期
間
が
重
な
る
こ
と
に
な
る
。
或
い
は
、
周
亮
工
の
二
例
も
、
頼
古
堂
名

義
の
家
刻
本
と
同
様
に
、
刊
行
の
実
務
は
周
在
浚
ら
息
子
た
ち
が
担
っ
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
第
一
章
第
一
節
で
前
述
の
万

暦
十
八
年
周
曰
校
万
巻
楼
刊
『
增
定
國
朝
館
課
經
世
宏
辭
』
十
五
巻
の
覆

刻
に
見
え
る
葉
が
多
い
。
周
曰
校
万
巻
楼
刊
本
が
備
え
る
詩
歌
の
巻
を
削
っ

て
お
り
、
共
通
す
る
巻
で
も
収
録
篇
数
が
減
っ
て
い
る
が
、「
例
言
」
で

そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
の
で
、
周
曰
校
万
巻
楼
刊
本
を
底
本
と
す
る
節

略
本
と
見
て
問
題
な
か
ろ
う（

（（
（

。
万
巻
楼
と
大
業
堂
の
間
の
継
承
関
係
を
窺

わ
せ
る
重
要
な
事
例
で
あ
り
、
特
に
、
注
（
75
）
に
引
い
た
「
例
言
」
の

う
ち
「
敢
へ
て
妄
り
に
先
輩
の
成
せ
し
書
を
刪
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
い

う
文
句
は
、
周
曰
校
が
周
在
浚
の
同
族
の
先
輩
に
当
た
る
こ
と
を
明
示
す

る
重
要
な
証
言
で
あ
る
。
同
時
に
、
直
系
の
先
祖
な
ら
ば
曖
昧
に
「
先
輩
」

と
は
せ
ず
に
血
縁
関
係
を
明
示
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
、
周
曰
校
が
周

庭
槐
〜
周
文
煒
〜
周
亮
工
〜
周
在
浚
と
続
く
大
業
堂
の
血
統
の
直
系
の
先

祖
と
い
う
訳
で
は
な
い
こ
と
を
も
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
も
注
目
す
べ
き

だ
ろ
う
。
周
在
浚
か
ら
周
庭
槐
ま
で
遡
る
血
統
は
既
に
は
っ
き
り
し
て
い

る
か
ら
、
こ
の
証
言
か
ら
確
認
出
来
る
の
は
、
周
庭
槐
と
周
曰
校
が
前
章

で
の
推
定
通
り
別
人
で
あ
る
こ
と
と
、
周
庭
槐
は
周
曰
校
の
同
族
で
は
あ

る
が
、
息
子
や
孫
な
ど
直
系
の
子
孫
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
や

は
り
活
動
年
代
か
ら
両
者
は
同
世
代
と
判
断
し
て
お
い
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
在
浚
の
弟
の
在
延
（
一
六
五
三
〜
？
）
も
大
業
堂
名
義
の
刻
書

に
関
わ
っ
て
い
る
。『
朱
子
四
書
語
類
』
五
十
二
巻（

（（
（

（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
）

は
、
双
辺
で
欄
を
分
か
た
ぬ
封
面
の
左
右
に
大
字
で
「
朱
子
四
書
／
語
類

大
全
」、
中
央
に
下
寄
せ
で
「
金
陵
大
業
堂
梓
」
と
記
し
、
中
央
上
に
魁
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星
朱
円
印
、
中
央
下
に
陽
刻
正
方
「
本
衙
／
藏
板
」
朱
印
を
捺
す
。
そ
し

て
、「
重
刻
朱
子
四
書
語
類
序
」
の
末
尾
に
「
康
熙
戊
午
（
十
七
年
）
六

月
朔
日
大
梁
後
學
／　

周
在
廷
謹
識
於
師
經
堂
」、
四
書
そ
れ
ぞ
れ
の
最

初
の
巻
の
巻
頭
第
二
行
に
低
十
四
格
で
「
金
谿
後
學
周
在
廷
重
校
」
と
あ

る
。
こ
れ
も
「
周
在
延
大
業
堂
」
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
封
面
と
序
及
び
巻
頭
と
に
別
々
に
名
が
挙
が
る
形
で
は
あ
る
が
、
父

や
兄
の
例
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
封
面
の
大
業
堂
と
は
即
ち
刊
行
者
の
周
在

延
で
あ
っ
た
か
、
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
「
在
」
字
輩
の
誰
か
で
は
あ
っ

た
と
見
て
ま
ず
問
題
あ
る
ま
い
。
自
序
の
末
尾
で
は
「
周
在
廷
謹
識
於
師

經
堂
」
と
署
名
し
て
い
る
が
、
師
経
堂
と
い
う
の
が
周
亮
工
の
頼
古
堂
や

周
亮
節
の
醉
耕
堂
に
相
当
す
る
周
在
延
個
人
の
持
つ
堂
号
な
の
だ
ろ
う
。

　

更
に
、
大
業
堂
名
義
で
の
刻
書
は
周
亮
工
の
孫
の
代
に
も
行
わ
れ
て
い

る
。『
歷
科
廷
試
狀
元
策
』
十
巻
（
北
京
大
学
図
書
館
蔵
）
は
、
欄
を
分

け
な
い
封
面
の
中
央
に
大
字
で
「
狀
元
策
」、
左
下
に
「
大
業
堂
重
梓
」

と
あ
り
、「
歷
科
狀
元
策
序
」
の
末
尾
に
「
康
熙
歳
次
丙
戌
（
四
十
五
年
）

桂
月
祥
符
周
麟
／　

舉
黙
嘿
氏
重
訂
」
と
い
う
刊
記
が
あ
る
。
康
熙
十
四

年
の
時
点
で
周
在
浚
に
曾
挙
と
仲
挙
、
周
在
延
に
留
挙
と
い
う
息
子
が
あ
っ

た
と
伝
わ
る
の
で（

（（
（

、
周
亮
工
の
孫
た
ち
（
第
五
世
代
）
は
「
舉
」
字
輩
と

知
れ
る
。
よ
っ
て
、
周
麟
挙
は
康
熙
十
四
年
以
降
に
生
ま
れ
た
周
亮
工
の

孫
で
あ
ろ
う
。
巻
一
巻
頭
第
二
〜
四
行
に
は
「（
低
九
格
）
巳マ
マ

丑
狀
元　

漪
園　

焦　

竑　

編
集
／
（
低
九
格
）
巳マ
マ

丑
榜
眼　

曙
谷　

吳
道
南　

校

正
／
（
低
七
格
）
國
朝
甲
戌
狀
元　

芝
山　

胡
任
輿　

增
訂
」
と
あ
る
。

北
京
大
蔵
本
は
、
漫
漶
の
進
ん
だ
葉
と
、
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
字
様
が
異

な
り
印
刷
良
好
な
葉
と
が
混
在
し
て
お
り
（
巻
一
巻
頭
は
後
者
）、
明
末

刊
本
の
後
修
本
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　

右
の
康
熙
四
十
五
年
〔
後
修
〕『
歷
科
廷
試
狀
元
策
』
が
、
現
在
管
見

の
限
り
に
お
い
て
は
周
氏
大
業
堂
が
刊
印
し
た
書
物
と
し
て
最
も
年
代
の

遅
い
も
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
本
章
冒
頭
で
触
れ
た
大
業
堂
は
万
暦

間
の
主
人
の
子
孫
が
康
熙
年
間
に
も
活
動
し
て
い
る
と
の
瞿
冕
良
『
中
国

古
籍
版
刻
辞
典
（
増
訂
本
）』
の
記
述
が
裏
付
け
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。

よ
り
詳
し
く
言
え
ば
、
大
業
堂
名
義
の
刻
書
を
行
っ
て
い
る
人
物
は
全
て

第
二
世
代
の
如
山
周
文
煒
の
直
系
の
子
孫
で
あ
り
、
文
煒
の
曾
孫
の
代
ま

で
の
活
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
（
六
）
如
泉
周
文
燿
と
大
業
堂

　

前
節
ま
で
で
、
大
業
堂
は
お
そ
ら
く
如
山
周
文
煒
が
父
の
前
山
周
庭
槐

の
書
斎
名
を
自
ら
の
書
肆
名
と
し
て
使
い
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
万
暦
後

期
か
ら
天
啓
初
期
に
か
け
て
は
如
山
周
文
煒
、
康
熙
前
半
に
は
そ
の
長
男

周
亮
工
及
び
亮
工
の
長
男
周
在
浚
と
三
男
周
在
延
、
康
熙
後
半
に
は
亮
工
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の
孫
で
あ
ろ
う
周
麟
挙
が
大
業
堂
名
義
で
の
出
版
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
業
堂
の
封
面
を
持
つ
本
の
巻
頭
に

彼
ら
以
外
の
周
氏
の
個
人
名
が
記
さ
れ
る
例
は
、
実
は
ま
だ
他
に
も
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、『
新
鐫
五
福
萬
壽
丹
書
』
六
篇
（
中
国
国
家
図
書
館
［
四

本
、
う
ち
二
本
未
見（

（（
（

］
蔵
）
で
あ
る
。
封
面
は
二
欄
に
区
切
り
、
幅
広
の

右
に
大
字
で
「
福
壽
丹
書
」、
左
に
下
寄
せ
で
「
大
業
堂
藏
板
」
と
あ
る
。

「
天
啓
甲
子
（
四
年
）
仲
夏
上
浣
銀
臺
文
林
郎
筠
／
（
低
五
格
）
陽
伯
受

敖　

𧙖
拜
書
」
と
末
尾
に
署
名
す
る
「
福
壽
丹
書
序
」
が
あ
り
、
第
一
篇

に
当
た
る
「
安
養
篇
」
の
巻
頭
第
二
〜
七
行
に
は
低
七
格
で
「
豫
章
雲
林

如
虗
子
龔
居
中
纂
箸
／
南
州
友
人
實
實
子
喩
龍
徳
鑒
定
／
虎
林
門
人
中
正

子
傅
世
方
𠫭
訂
／
莆
陽
門
人
清
介
子
朱
邦
廉
彙
成
／
同
邑
門
人
廣
惠
子
鄭

之
僑
増
補
／
金
陵
書
林
（
隔
三
格
）
周
如
泉　

刋（
（（
（

」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

封
面
に
は
「
大
業
堂
藏
板
」
と
あ
っ
て
、
巻
首
に
は
周
如
泉
の
名
が
刊
行

者
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
周
如
泉
と
は
、
前
章
で
見
た
第
二

世
代
の
万
巻
楼
主
人
の
一
人
で
、
万
暦
後
半
か
ら
崇
禎
初
年
に
か
け
て
の

活
動
が
確
認
出
来
た
如
泉
周
文
燿
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
国
家
図
書
館
の
O
P
A
C（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
同
館
が
所
蔵
す
る
四
本

の
明
版
九
行
二
十
字
本
『
新
鐫
五
福
萬
壽
丹
書
』
の
う
ち
、
筆
者
所
見
の

二
本
と
未
見
の
請
求
記
号
一
四
一
〇
九
八
と
は
天
啓
間
周
如
泉
刊
本
だ
が
、

残
る
請
求
記
号
一
五
三
五
四
は
天
啓
間
書
林
唐
貞
予
・
周
如
泉
刊
本
で
あ

る
と
い
う
。
も
し
こ
の
著
録
が
正
し
け
れ
ば
、「
大
業
堂
藏
板
」
の
封
面

を
持
つ
三
本
は
、
天
啓
間
に
世
徳
堂
貞
予
唐
某
と
万
巻
楼
如
泉
周
文
燿
が

共
同
刊
行
し
た
本
の
版
木
が
、
後
に
周
文
煒
直
系
の
大
業
堂
主
人
の
う
ち

誰
か
の
手
に
帰
し
て
印
行
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
著

録
の
真
偽
を
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
は
憶
測
に
過
ぎ
な
い
し
、

名
か
ら
も
号
か
ら
も
如
山
周
文
煒
と
同
排
行
と
推
測
さ
れ
る
如
泉
周
文
燿

は
、
も
し
周
文
煒
の
兄
弟
で
あ
れ
ば
父
の
書
斎
名
を
引
き
継
い
で
大
業
堂

を
名
乗
る
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
例
だ
け
で
は
何

と
も
言
い
難
い
。
如
泉
周
文
燿
に
つ
い
て
は
第
三
章
と
第
四
章
で
再
考
す
る
。

　
（
七
）
蓋
卬
周
文
卿
―
―
光
霽
堂
主
人

　

大
業
堂
の
封
面
を
持
つ
本
の
巻
頭
に
別
の
周
氏
の
個
人
名
が
記
さ
れ
る

も
う
一
つ
の
例
が
、『
新
刋
醫
林
狀
元
壽
世
保
元
』
十
巻
の
内
閣
文
庫
蔵

本
で
あ
る
。
白
紙
濃
藍
印
の
封
面
を
三
欄
に
区
切
っ
て
「
太
醫
院
龔
雲
林

著
／
壽
世
保
元
／
大
業
堂
重
校
梓
」（
中
央
大
字
、
左
は
下
寄
せ
）
と
記

し
、
中
央
上
に
魁
星
朱
円
印
、
左
下
に
「
本
衙
藏
板
／
翻
刻
必
究
」
の
双

辺
長
方
朱
戳
を
捺
す
。
各
巻
巻
頭
第
二
〜
五
行
に
は
低
十
二
格
で
「
太
醫

院
吏
目
金
谿
雲
林
龔
廷
賢
子
才
編
著
／
（
更
に
低
八
格
）
男　

龔
定
國
仝

校
／
（
同
前
）
男　

龔
安
國
仝
校
／
（
更
に
低
二
格
）
南
雍
太
學
生
蓋
卬
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周
文
卿
光
霽
堂
鐫
」
と
見
え
る
（
第
三
・
四
行
の
「
男
」
と
「
仝
校
」
は

両
行
の
中
間
に
一
つ
の
み
記
す
）。

　

こ
れ
と
同
版
で
や
や
印
刷
が
早
く
、
封
面
が
異
な
る
一
本
を
尊
経
閣
文

庫
が
所
蔵
す
る
。
封
面
は
本
文
共
紙
の
墨
印
で
、
三
欄
に
区
切
っ
て
左
右

に
毎
字
隔
半
格
で
「
祛
病
延
年
日
暖
杏
林
存
造
化
／
囘
生
𧺫
死
風
髙
橘
井

仰
神
功
」
と
の
宣
伝
文
句
を
配
し
、
そ
の
間
に
欄
を
分
け
ず
に
「
太
醫
院

龔
雲
林
著
／
壽
世
保
元
／
光
霽
堂
鐫
」（
中
央
大
字
、
左
は
下
寄
せ
）
と

記
す
。
ま
た
、
尊
経
閣
蔵
本
は
「　
峕
／
萬
曆
四
十
三
年
歳
次
乙
卯
春
王

正
／　

月
上
浣
之
吉
太
醫
院
吏
目
金
谿
／　

雲
林
龔
廷
賢
撰
」
と
末
尾
に

記
す
「
壽
世
保
元
自
叙
」
を
持
つ
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
は
こ
れ
を
欠
く
。

　

要
す
る
に
、
尊
経
閣
蔵
本
は
万
暦
四
十
三
年
序
刊
の
蓋
卬
周
文
卿
光
霽

堂
刊
本
で
、
内
閣
文
庫
蔵
本
は
そ
の
版
木
を
使
っ
た
大
業
堂
に
よ
る
後
印

本
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
敬
素
周
希
旦
仁
寿
堂
刊
『
重
刻
西
漢
通
俗
演
義
』

や
同
『
新
刋
東
垣
十
書
』
の
版
木
を
継
承
し
た
の
と
同
じ
く
、
大
業
堂
が

周
氏
一
族
の
営
む
別
書
肆
の
刊
行
し
た
版
木
を
入
手
し
て
後
印
し
た
一
例

と
捉
え
れ
ば
良
か
ろ
う（

（（
（

。
因
み
に
、
尊
経
閣
蔵
本
は
各
冊
一
巻
で
、
毎
冊

の
表
紙
に
上
下
三
層
で
上
層
に
「
壽
世
保
元
」、
中
層
に
巻
数
、
下
層
に

そ
の
巻
の
目
録
を
記
し
た
刷
題
簽
を
貼
付
し
て
い
る
。
約
二
一
．六
×
四
．

二
c
m
と
大
き
さ
は
一
般
的
な
も
の
だ
が
、
刷
題
簽
に
目
録
を
記
す
と

い
う
点
は
第
一
章
第
四
節
で
確
認
し
た
周
氏
万
巻
楼
刊
本
の
特
徴
と
一
致

し
、
両
者
が
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る（

（（
（

。

　

因
み
に
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
洛
陽
青
堂
浅
野
久
兵
衛
重
惟
刊
『
新

鐫
註
釋
出
像
皇
明
千
家
詩
』
四
巻
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
等
蔵
）

の
巻
一
巻
頭
第
二
〜
三
行
に
低
八
格
で
「
雲
林
汪
萬
頃
徹
可
父　

選
註
／

南
雍
周
文
卿
以
忠
父　

校
梓
」
と
あ
る
の
で
、
周
文
卿
の
字
は
以
忠
で
あ
っ

た
と
知
れ
る（

（（
（

。

　

周
文
煒
と
周
文
卿
の
密
接
な
関
係
を
示
す
例
と
し
て
は
、
筆
者
は
原
本

未
見
な
が
ら
、『
新
刋
醫
林
狀
元
壽
世
保
元
』
と
は
逆
に
、
巻
首
に
は
如

山
周
文
煒
の
名
が
刊
行
者
と
し
て
記
さ
れ
、
光
霽
堂
の
封
面
と
朱
戳
を
持

つ
本
も
現
存
す
る
ら
し
い
。
即
ち
、
劉
奉
文
「《
国
色
天
香
》
周
文
煒
刻

本
補
考
」（『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
一
年
第
一
期
）
の
引
く
、『
新
刻

京
臺
公
餘
勝
覽
國
色
天
香
』
十
巻
の
東
北
師
範
大
学
図
書
館
蔵
本
（
未
見
）

で
あ
る
。
巻
一
巻
頭
第
二
〜
三
行
に
「
撫
金　

養
純
子　

吳
敬
所　

編
輯

／
大
梁　

周
文
煒　

如
山
甫　

重
梓
」
と
記
し（

（（
（

、
封
面
は
天
頭
に
横
書
き

で
「
公
余
勝
覽
」、
枠
内
は
左
右
三
欄
に
分
か
ち
「
撫
金
吳
敬
所
編
輯
／

國
色
天
香
／
光
霽
堂
梓
行
」（
中
央
大
字
、
左
は
下
寄
せ
）、
右
下
に
長
方

朱
戳
「
江
南
省
状
元
境
内
光
霽
堂
周
氏
書
林
發
兌
」
が
捺
さ
れ
、
下
に
判

読
不
能
朱
方
印
二
つ
が
あ
る
と
い
う
。
具
体
的
な
刊
年
の
手
掛
か
り
は
無
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い
と
の
こ
と
だ
が
、
劉
氏
は
明
版
の
初
印
本
と
判
定
し
て
い
る
。

　

同
書
に
は
同
版
な
い
し
覆
刻
と
思
し
き
刊
年
不
明
の
伝
本
が
非
常
に
多

い
が
、
封
面
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵

本
の
封
面
は
、
左
欄
以
外
は
東
北
師
範
大
学
図
書
館
蔵
本
と
同
文
だ
が
、

左
欄
は
下
寄
せ
で
「
敬
業
堂
梓
行
」
と
あ
り
、
右
下
に
巻
子
本
を
開
い
た

形
を
あ
し
ら
っ
た
朱
戳
「
江
南
状
元
境
内
／
懷
德
堂
周
氏
書
／
坊
發
兌
（
こ

の
位
置
に
判
読
不
能
の
方
印
二
つ
を
あ
し
ら
う
）」
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
双
紅
堂
文
庫
蔵
本
は
そ
の
覆
刻
本
だ
が
、
封

面
は
三
欄
に
分
け
て
左
右
に
大
字
で
「
京
臺
新
鐫
公
餘
／
勝
覽
國
色
天

香
」、
中
央
に
下
寄
せ
で
「
■
■
堂
重
校
梓
」（
■
は
墨
格
）
と
あ
る
。
底

本
の
所
蔵
元
が
不
明
の
影
印
本
『
中
国
風
流
小
説
叢
書
第
七
輯
・
国
色
天

香
（
上
・
下
）』（
鬼
麿
子
書
房
、
一
九
八
〇
）
は
封
面
以
外
は
東
文
研
双

紅
堂
文
庫
蔵
本
と
同
版
で
、
封
面
は
天
頭
に
横
書
き
で
「
公
余
勝
覽
」、

枠
内
は
左
右
三
欄
に
分
か
ち
「
京
臺
新
鐫
／
國
色
天
香
／
同
徳
堂
藏
板
」

（
中
央
大
字
、
左
は
下
寄
せ
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

劉
氏
は
「
江
南
省
状
元
境
内
光
霽
堂
周
氏
書
林
發
兌
」
の
朱
戳
に
注
目

し
、
周
亮
工
が
万
暦
四
十
年
に
金
陵
状
元
境
で
生
ま
れ
て
い
る（

（（
（

の
で
周
文

煒
が
金
陵
状
元
境
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
の
は
確
か
だ
と
し
て
、
こ

の
朱
戳
を
持
つ
東
北
師
範
大
学
図
書
館
蔵
本
を
周
文
煒
光
霽
堂
の
原
刊
原

印
本
と
看
做
し
、
敬
業
堂
な
ど
他
の
書
肆
名
の
見
え
る
封
面
を
持
つ
本
は

周
文
煒
自
身
の
印
行
し
た
も
の
で
は
な
い
と
断
じ
て
い
る
（
一
六
三
頁
）。

　

だ
が
、
劉
氏
は
前
掲
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
に
よ
っ
て
ア
メ
リ

カ
国
会
図
書
館
蔵
本
の
封
面
と
巻
首
の
記
述
を
確
認
し
て
い
る
も
の
の
、

王
氏
が
右
下
の
朱
戳
を
著
録
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
存
在
は
知
ら
な
い

状
態
で
の
推
論
と
思
わ
れ
る
。「
敬
業
堂
梓
行
」
と
記
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

国
会
図
書
館
蔵
本
の
封
面
に
も
「
江
南
状
元
境
内
／
懷
德
堂
周
氏

0

0

書
／
坊

發
兌
」
の
朱
戳
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
敬
業
堂
と
い
う
の
も
周
氏
の

営
む
書
肆
で
あ
っ
た
か
（
王
氏
は
周
文
煒
の
書
肆
名
だ
と
即
断
し
て
い
る

が
、
そ
の
当
否
は
明
ら
か
で
は
な
い
）、
少
な
く
と
も
周
氏
と
関
わ
り
の

深
い
書
肆
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
劉
氏
の
著
録
す
る
東

北
師
範
大
蔵
本
の
長
方
朱
戳
の
特
徴
と
、
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
本
の

朱
戳
と
は
非
常
に
良
く
似
て
い
る
の
で
、
周
氏
光
霽
堂
と
周
氏
懐
徳
堂
の

間
に
も
繋
が
り
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
注
（
73
）
で
述
べ

た
通
り
、
前
掲
康
熙
九
年
序
の
『
廣
金
石
韻
府
』
の
哈
佛
燕
京
蔵
本
の
封

面
に
は
、「
大
業
堂
藏
板
」
の
文
字
に
重
ね
て
、
よ
り
印
刷
の
早
い
北
京

大
蔵
本
に
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
「
懐
德
／
堂
／
圖
書
」
印
が
捺
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
周
氏
懐
徳
堂
で
、
大
業
堂
の
版
木
を
継
承
し
て
印
行
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
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因
み
に
、
状
元
境
は
秦
淮
河
に
面
し
た
夫
子
廟
の
す
ぐ
裏
手
の
通
り
な

の
で
、
本
章
第
一
節
で
引
い
た
『
江
南
流
寓
志
』
の
如
山
周
文
煒
が
官
を

辞
し
て
か
ら
「
秦
淮
に
室
を
築
」
い
た
と
の
記
述
と
一
致
し
、
確
か
に
周

文
煒
が
住
ん
で
い
た
所
だ
と
考
え
て
良
い
。
周
亮
工
が
生
ま
れ
た
の
は
周

文
煒
が
官
に
就
く
前
で
あ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
文
煒
が
太
学
生
と
な
っ
た

頃
に
は
既
に
状
元
境
に
居
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「（
周
亮
工
）

年
譜
」
に
は
「
今
居
る
所
の
宅
」
の
一
角
に
亮
工
の
産
室
が
あ
る
と
見
え

る
か
ら
（
注
（
85
）
参
照
）、
亮
工
の
没
後
も
そ
の
長
子
在
浚
を
始
め
と

す
る
一
族
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
状
元
境
は
清
代
後
期
に
は
江

右
（
長
江
北
岸
）
の
人
が
営
む
書
肆
の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り（

（（
（

、

明
代
以
来
の
書
肆
の
集
積
地
と
し
て
名
高
く
唐
氏
世
徳
堂
や
唐
氏
富
春
堂

も
店
を
構
え
た
三
山
街（

（（
（

か
ら
も
ほ
ど
近
い
位
置
に
あ
る
。
ど
う
や
ら
周
氏

大
業
堂
は
状
元
境
に
あ
っ
た
と
考
え
て
良
さ
そ
う
だ
。

　
『
新
刻
京
臺
公
餘
勝
覽
國
色
天
香
』
の
光
霽
堂
の
封
面
を
持
つ
も
の
と

敬
業
堂
の
封
面
を
持
つ
も
の
の
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
の
か
は
、
片
方
を
未

見
で
あ
る
た
め
こ
れ
以
上
は
論
じ
よ
う
が
な
い
。
た
だ
、
前
述
の
『
新
刋

醫
林
狀
元
壽
世
保
元
』
の
例
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
周
文
煒
と
周
文
卿
の
間

に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
、
仮
に
劉
氏
の

説
が
全
て
正
し
け
れ
ば
、
光
霽
堂
の
経
営
に
は
如
山
周
文
煒
と
蓋
卬
周
文

卿
の
二
人
が
共
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
光
霽
堂
と

は
余
象
斗
に
お
け
る
三
台
館
の
よ
う
な
、
周
文
煒
が
父
の
書
斎
名
を
継
承

し
た
大
業
堂
と
は
別
に
自
ら
付
け
た
書
肆
名
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
良
か

ろ
う
。
ま
た
、
仮
に
光
霽
堂
の
封
面
を
持
つ
も
の
の
方
が
後
印
で
あ
れ
ば
、

『
新
刋
醫
林
狀
元
壽
世
保
元
』
の
場
合
と
は
逆
に
、
如
山
周
文
煒
が
刊
行

し
た
版
木
が
蓋
卬
周
文
卿
光
霽
堂
に
渡
っ
て
東
北
師
範
大
学
図
書
館
蔵
本

が
印
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
敬
業
堂
が
周
文
煒

が
自
ら
名
乗
っ
た
書
肆
名
だ
っ
た
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
。
い
ず
れ
現

時
点
で
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
。

　

ま
た
、
同
書
は
第
一
章
第
一
節
に
挙
げ
た
周
曰
校
万
巻
楼
刊
『
新
刻
京

臺
公
餘
勝
覽
國
色
天
香
』
の
重
刊
本
で
あ
る
。
序
末
の
署
名
か
ら
は
年
次

が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
底
本
が
万
暦
十
五
年
初
刻
本
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ

と
も
万
暦
二
十
五
年
重
刊
本
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
周
曰
校
万
巻
楼
と
周
文
煒
の
繋
が
り
を
示
唆
す
る
事
例
と
言
え
よ
う
。

　
（
八
）
周
曰
校
か
ら
大
業
堂
へ

　

大
業
堂
が
周
曰
校
万
巻
楼
刊
本
を
後
印
な
い
し
覆
刻
し
た
と
思
わ
れ
る

類
例
と
し
て
、
他
に
三
欄
に
分
か
つ
封
面
の
左
右
に
「
新
𠜇
官
板
／
保
赤

全
書
」、
中
央
に
下
寄
せ
で
「
大
業
堂
梓
行
」
と
あ
る
『
保
赤
全
書
』
二

巻
（
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
）
が
あ
る
。
同
書
は
巻
上
巻
頭
第
二
〜
五
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行
に
「（
低
十
三
格
）
醫
生　

李
時
中　

増
補
／　

邑
令
沈
堯
中
刊
于
陽

春
堂
（
隔
二
格
）
庠
生　

管　
橓　

編
緝
／
（
低
十
三
格
）
醫
生　

施
文

舉　

校
正
／
（
低
二
格
）
原
痘
（
隔
九
格
）
金
陵　

周
曰
校　

刊
行
」
と

あ
り
、「
保
赤
全
書
引
」
の
末
尾
に
は
「　
峕
／
萬
曆
乙
酉
（
十
三
年
）

仲
夏
之
吉
／
賜
進
士
第
文
林
郎
嘉
禾
沈
尭
中
／
執
甫
書
于
陽
春
堂
」
と
署

名
す
る
。

　

前
掲
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
は
「
此
本
版
式
、
不
似
周
曰
校
所

刻
書
、
…
…
疑
周
曰
校
曾
翻
沈
堯
中
本
、
此
又
大
業
堂
翻
周
本
也
。
若
大

業
堂
亦
爲
周
氏
所
有
、
則
當
是
周
氏
購
得
沈
堯
中
原
版
、
又
竄
入
己
名
者

也
」
と
推
定
し
て
い
る
（
二
七
二
頁
）。
確
か
に
同
書
の
字
様
は
周
曰
校

刊
本
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
し
、
巻
上
巻
頭
の
署
名
の
仕
方
を

見
て
も
、
既
に
二
行
目
に
「
邑
令
沈
堯
中
刊
于
陽
春
堂
」
と
あ
り
な
が
ら

五
行
目
に
も
「
原
痘
」
と
い
う
篇
目
の
下
に
「
金
陵　

周
曰
校　

刊
行
」

と
記
す
の
は
大
い
に
不
自
然
で
、
巻
下
巻
頭
で
は
第
五
行
に
は
篇
目
の
み

で
周
曰
校
の
名
は
見
え
な
い
こ
と
も
考
え
併
せ
れ
ば
、
周
曰
校
が
沈
堯
中

陽
春
堂
刊
本
に
自
分
の
名
を
入
れ
て
翻
刻
な
い
し
後
印
し
た
可
能
性
は
高
い
。

　

ま
た
、
こ
の
本
は
漫
漶
や
断
版
な
ど
版
木
の
損
傷
が
非
常
に
進
ん
で
い

て
、
版
木
の
制
作
か
ら
十
年
や
二
十
年
で
の
印
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
王
氏
の
推
測
と
は
や
や
異
な
り
、〔
万
暦
前
期
〕
の
周
曰

校
翻
沈
堯
中
刊
本
（
な
い
し
沈
堯
中
刊
周
曰
校
印
本
）
の
版
木
を
如
山
周

文
煒
な
い
し
そ
の
子
孫
の
誰
か
が
相
続
し
、
版
木
の
状
態
か
ら
推
し
て
お

そ
ら
く
清
代
に
入
っ
て
か
ら
大
業
堂
名
義
で
印
行
し
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
王
氏
の
第
一
の
案
の
よ
う
に
大
業
堂
が
更
に
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
版
木
が
傷
ん
で
か
ら
の
大
業
堂
自
身
に
よ
る
後
印
本
だ

と
い
う
可
能
性
も
完
全
に
否
定
は
出
来
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
周
曰

校
自
身
が
大
業
堂
名
義
で
印
行
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

前
述
の
周
文
煒
重
刊
『
新
刻
京
臺
公
餘
勝
覽
國
色
天
香
』
や
周
在
浚
大
業

堂
節
略
重
刊
『
經
世
宏
辭
』、
そ
し
て
次
章
で
詳
述
す
る
周
亮
工
大
業
堂

重
刊
『
重
刻
萬
病
回
春
原
本
』
な
ど
と
並
ん
で
、
清
初
に
は
如
山
周
文
煒

に
始
ま
る
大
業
堂
の
家
系
が
周
曰
校
万
巻
楼
の
版
木
や
版
権
を
相
続
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
し
て
理
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
（
九
）
第
二
章
小
結

　

本
章
で
は
周
氏
大
業
堂
の
刻
書
活
動
と
、
そ
の
歴
代
の
主
人
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
業
堂
と
は
元
々
は
第
一
世
代
で
周
氏
万
巻
楼

名
義
で
の
刻
書
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
前
山
周
庭
槐
の
書
斎
名
で
あ
り
、

そ
れ
を
書
肆
名
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
の
子
の
如
山
周
文

煒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
大
業
堂
名
義
で
の
刻
書
は
そ
の
子
で
崇
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禎
十
三
年
に
進
士
に
及
第
し
た
周
亮
工
、
亮
工
の
子
の
在
浚
や
在
延
、
更

に
は
孫
の
麟
挙
へ
と
引
き
継
が
れ
て
康
熙
後
半
ま
で
は
続
い
て
い
る
こ
と
、

大
業
堂
は
夫
子
廟
の
裏
手
の
状
元
境
に
位
置
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
な
ど

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
万
巻
楼
名
義
で
の
刻
書
を
行
っ
て
い
た
如
泉
周
文

燿
に
も
大
業
堂
名
義
で
活
動
し
て
い
た
可
能
性
が
残
っ
て
い
る
。

　

庭
槐
の
代
に
金
谿
か
ら
祥
符
に
籍
を
移
し
て
い
た
こ
と
と
、
文
煒
の
代

以
降
原
則
と
し
て
金
陵
に
定
住
し
た
こ
と
と
が
相
俟
っ
て
、
周
氏
大
業
堂

の
刊
本
は
刊
行
者
の
籍
貫
を
大
梁
（
祥
符
）
と
し
た
り
金
陵
と
し
た
り
、

ま
た
稀
に
祖
籍
に
よ
っ
て
繡
谷
（
金
谿
）
と
し
た
り
と
い
う
状
況
が
生
じ

て
い
る
。
第
一
章
第
三
節
で
見
た
通
り
庭
槐
は
金
陵
で
刻
書
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
が
祥
符
に
行
く
前
な
の
か
後
な
の
か
は
次
章
で
検
討
す
る
。

　

更
に
、
大
業
堂
の
「
重
梓
」
や
「
梓
」
を
謳
う
封
面
を
持
つ
本
の
中
に

は
、
実
際
に
は
第
一
世
代
の
敬
素
周
希
旦
仁
寿
堂
や
第
二
世
代
の
蓋
卬
周

文
卿
光
霽
堂
、
或
い
は
唐
氏
世
徳
堂
な
ど
と
い
っ
た
、
別
の
書
肆
の
刊
行

し
た
版
木
を
使
っ
た
後
印
本
に
過
ぎ
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
分

か
っ
た
。
そ
う
し
た
他
書
肆
か
ら
手
に
入
れ
た
版
木
の
一
部
は
、
如
山
周

文
煒
大
業
堂
自
身
に
よ
る
刊
本
の
版
木
の
一
部
と
共
に
、
文
煒
の
次
男
の

周
亮
節
が
営
ん
だ
書
肆
で
あ
る
醉
耕
堂
へ
と
引
き
継
が
れ
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
大
業
堂
が
周
曰
校
万
巻
楼
刊
本
の
翻
刻
や
後
印
も
複
数
手
掛
け
て

い
る
こ
と
も
考
え
併
せ
れ
ば
、
万
暦
年
間
に
多
く
の
人
物
が
活
動
し
た
周

氏
一
族
の
刻
書
業
は
、
清
初
に
は
周
庭
槐
に
始
ま
る
大
業
堂
の
家
系
に
収

斂
さ
れ
て
い
っ
た
と
見
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

第
三
章　

周
氏
万
巻
楼
か
ら
周
氏
大
業
堂
へ

　
（
一
）
第
二
世
代
「
文
」
字
輩
の
血
縁
関
係

　

万
暦
後
期
か
ら
崇
禎
年
間
に
か
け
て
、
成
卬
周
文
憲
・
玉
卬
周
文
煥
・

如
泉
周
文
燿
と
い
う
「
文
」
字
輩
の
三
人
が
第
二
世
代
の
周
氏
万
巻
楼
主

人
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
を
第
一
章
で
示
し
た
。
第
二
章
で
見
た
大
業
堂

主
人
の
如
山
周
文
煒
と
、
光
霽
堂
主
人
の
蓋
卬
周
文
卿
は
、
名
や
号
か
ら

判
断
し
て
彼
ら
三
人
と
同
排
行
に
相
違
あ
る
ま
い
。
如
泉
周
文
燿
に
は
大

業
堂
主
人
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
如
山
周
文
煒
に
は

光
霽
堂
主
人
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、「
文
」
字

輩
の
間
に
は
互
い
の
書
肆
名
が
錯
綜
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
事
例
も
あ
る
。

　

彼
ら
の
う
ち
の
何
人
か
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
先
行
研
究
に
、
陳
聖

宇
注
（
50
）
論
文
と
朱
天
曙
注
（
57
）
論
文
が
あ
る
。
陳
聖
宇
氏
は
大
業

堂
主
人
と
し
て
周
文
煒
・
文
煥
兄
弟
、
万
巻
楼
主
人
と
し
て
周
曰
校
と
周

如
泉
を
挙
げ
て（

（（
（

、「
如
」
字
が
共
通
す
る
こ
と
や
、
周
文
煒
に
「
與
泉
弟
」
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（
前
掲
『
頼
古
堂
尺
牘
新
鈔
二
選
藏
弆
集
』
巻
八
）
と
い
う
手
紙
が
あ
る

こ
と
を
根
拠
に
、
周
如
泉
を
如
山
周
文
煒
の
弟
か
従
弟
で
あ
ろ
う
と
推
測

し
、
大
業
堂
が
万
巻
楼
刊
本
を
翻
刻
や
後
印
し
た
例
や
、
周
文
煒
と
周
文

煥
が
編
輯
し
た
書
物
を
万
巻
楼
が
刊
行
し
て
い
る
例（

（（
（

が
あ
る
と
し
て
、
大

業
堂
と
周
如
泉
万
巻
楼
の
間
に
は
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
指
摘

す
る
。
一
方
、
朱
天
曙
氏
は
、
周
亮
工
の
祖
父
で
あ
る
前
山
周
庭
槐
の
息

子
は
文
煒
・
文
卿
・
文
煥
の
三
人
で
、
文
煒
が
そ
の
中
の
長
男
だ
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
三
人
を
前
山
周
庭
槐
の
子
で
あ
る
と
看
做
し
た
直
接
の
根

拠
は
挙
げ
て
い
な
い
。

　

第
一
章
で
周
如
泉
の
名
が
文
燿
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
現
在
、
筆
者

は
如
山
周
文
煒
・
玉
卬
周
文
煥
・
如
泉
周
文
燿
の
三
人
が
同
母
兄
弟
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
ま
ず
陳
聖
宇
注
（
50
）
論
文
が
引
く

劉
思
敬
『
蒭
詢
錄
』（
筆
者
未
見
。
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の
康
熙
六
年
周

亮
工
刊
本
に
よ
る
と
の
こ
と
）
に
収
め
る
と
い
う
周
文
煒
の
伝
記
の
中
の

父
の
應マ
マ

槐
、
數
し
ば
家
の
山
に
火
光
の
熾
然
た
る
を
夢
み
、
子
孫
當

に
文
を
以
て
顯
る
べ
し
と
謂
ひ
、
因
り
て
諸
子
に
名
づ
く
る
に
文
を

以
て
し
、
咸み

な
火
に
從
は
し
め
、
公
に
字あ
ざ
なし
て
赤
之
と
曰
ふ（

（（
（

。 

と
の
記
述
で
あ
る
。
文
煒
・
文
煥
・
文
燿
と
い
う
名
は
い
ず
れ
も
「
文
」

と
火
偏
の
文
字
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
こ
れ
と
符
合
す
る
。

　

も
う
一
つ
の
根
拠
は
、
周
在
浚
「（
周
亮
工
）
行
述
」（
前
掲
『
頼
古
堂

集
』
附
録
）
に
見
え
る

珀
十
一
公
は
琥
二
十
四
前
山
公
諱
庭
槐
を
生
む
。
不
孝
孤
の
曾
大
父

爲
り
、
先
伯
祖
文
卿
公
を
以
て
文
林
郎
鴻
臚
寺
序
班
に
封
ぜ
ら
る
。

前
山
公 

大
梁
に
遊
び
、
遂
に
焉
に
家
す
。
喩
太
夫
人
を
娶
り
、
三

子
を
生
む
。
長
は
卽
ち
先
封
公
誥
封
嘉
議
大
夫
福
建
布
政
使
司
左
布

政
使
如
山
公
な
り（

（（
（

。

と
の
記
述
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
朱
天
曙
氏
は
こ
の
「
先
伯
祖
文
卿
公
」

を
「
周
在
浚
の
父
で
あ
る
周
亮
工
の
伯
父
」、
つ
ま
り
周
庭
槐
の
子
だ
と

解
釈
し
、
喩
氏
の
生
ん
だ
三
人
の
子
の
長
男
が
如
山
周
文
煒
だ
と
い
う
の

と
併
せ
て
、「
文
」
字
輩
の
名
を
持
つ
文
煒
・
文
卿
・
文
煥
が
こ
こ
に
言

う
「
三
子
」
だ
と
看
做
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
周
文
卿
が
周
亮
工

の
伯0

父
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
卿
は
文
煒
の
兄0

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
文
煒

が
三
子
の
長0

で
あ
る
と
の
記
述
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
先
に
引
い

た
劉
思
敬
の
言
を
踏
ま
え
る
と
、
火
偏
の
付
か
な
い
「
文
卿
」
は
、「
文
煒
」

「
文
煥
」
の
も
う
一
人
の
兄
弟
の
名
と
し
て
は
あ
ま
り
相
応
し
く
あ
る
ま
い
。

　

で
は
、
こ
こ
で
の
「
先
伯
祖
」
と
い
う
の
を
「
父
の
従
兄
」
の
意
に
は

取
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
う
考
え
た
場
合
、
周
庭
槐
は
「
子
を

以
て
貴
」
な
ら
ぬ
「
姪
を
以
て
貴
」
で
官
位
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
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し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
ま
い
。

　

と
な
れ
ば
、
右
の
全
て
を
矛
盾
な
く
解
決
出
来
る
可
能
性
は
、
文
煒
の

正
妻
喩
氏
の
生
ん
だ
三
人
の
名
に
だ
け
火
偏
が
付
き
、
蓋
卬
周
文
卿
は
文

煒
・
文
煥
・
文
燿
の
異
母
兄
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
し
か
あ
る
ま
い
。
こ

れ
な
ら
周
文
卿
は
周
在
浚
の
父
の
伯
父
だ
し
、
周
庭
槐
は
庶
子
で
あ
る
文

卿
の
任
官
に
よ
っ
て
鴻
臚
寺
序
班
に
追
封
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
、
庭
槐

の
正
妻
喩
氏
の
子
は
三
人
で
、
そ
の
三
人
と
も
「
文
」
と
火
偏
の
字
を
組

み
合
わ
せ
た
名
前
と
な
る
。
こ
の
推
測
の
傍
証
と
し
て
、
周
亮
工
に
は

「（
周
亮
工
）
年
譜
」「
行
述
」「
行
状
」
な
ど
の
『
頼
古
堂
集
』
附
録
の
諸

篇
か
ら
は
存
在
が
知
れ
ず
、
そ
れ
故
に
朱
天
曙
注
（
57
）
論
文
で
も
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
周
亮
輔
と
い
う
弟
が
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
挙

げ
た
い（

（（
（

。
ど
う
や
ら
、『
頼
古
堂
集
』
附
録
に
収
め
る
周
亮
工
の
伝
記
で
は
、

必
要
の
無
い
限
り
嫡
出
子
し
か
記
載
し
な
い
方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
周
文
卿
の
場
合
は
、
亮
工
の
祖
父
庭
槐
へ
の
官
位
の
追
封
に
触
れ
る

関
係
で
名
前
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
の
、
喩
氏
の
子
で
は
な
い

の
で
数
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

文
煥
と
文
燿
の
兄
弟
順
は
不
明
だ
が
、
こ
の
二
人
が
共
同
で
刊
行
し
て

い
る
『
新
刋
醫
林
狀
元
濟
世
全
書
』
の
封
面
に
は
文
煥
の
名
だ
け
が
挙
が
っ

て
い
る
の
で
、
嫡
出
子
の
中
で
は
文
煥
が
次
兄
で
文
燿
が
末
弟
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
玉
卬
周
文
煥
・
如
泉
周
文
燿
の
二
人
と
共
同
で
刻
書
を
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
、
玉
卬
周
文
煥
や
蓋
卬
周
文
卿
と
号
の
一
字
を
共
有
す
る

成
卬
周
文
憲
は
、
文
煒
・
文
煥
・
文
燿
の
従
兄
弟
な
い
し
は
異
母
兄
弟
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
小
曽
戸
洋
氏
が
推
測
し
て
い
た
よ
う
に
周
曰
校
の

子
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一
世
代
に
は
周
希
旦
や
周
宗

孔
ら
も
い
る
の
で
、
誰
の
子
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

こ
の
第
二
世
代
「
文
」
字
輩
の
五
人
の
う
ち
、
蓋
卬
周
文
卿
と
如
山
周

文
煒
は
書
肆
を
営
む
傍
ら
太
学
生
で
も
あ
り
、
如
泉
周
文
燿
は
武
学
生
で

も
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に
引
い
た
彼
ら
自
身
の
刊
本
の
巻
頭
署
名

か
ら
知
れ
る
。
更
に
、
前
述
の
通
り
周
文
煒
は
天
啓
三
年
に
諸
曁
県
の
主

簿
に
赴
任
し
て
い
る
し
、
周
文
卿
も
周
庭
槐
に
贈
位
さ
れ
て
い
る
鴻
臚
寺

序
班
の
官
に
就
い
た
ら
し
い
。
捐
納
に
よ
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
第
一
世
代
で
太
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
出
来
た
の
は
活
動
開
始

の
時
期
が
第
二
世
代
と
変
わ
ら
な
い
敬
竹
周
時
泰
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
比

し
て
、
教
育
水
準
が
上
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
第
三
世
代
で

は
周
亮
工
が
め
で
た
く
進
士
に
及
第
し
て
い
る
か
ら
、
周
氏
一
族
は
三
世

代
か
け
て
非
常
に
順
調
に
科
挙
の
階
段
を
昇
り
詰
め
た
と
言
え
よ
う
。

　
（
二
）
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
―
―
金
谿
周
氏
の
統
合
ブ
ラ
ン
ド

　

前
節
に
お
い
て
、
第
二
世
代
の
万
巻
楼
主
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
玉
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卬
周
文
煥
と
如
泉
周
文
燿
が
、
大
業
堂
名
義
で
の
刻
書
を
始
め
た
如
山
周

文
煒
の
同
母
弟
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
彼
ら
の
父
に
当
た
る
前
山

周
庭
槐
は
、
第
一
章
第
三
節
で
見
た
通
り
、
万
暦
五
年
序
刊
『
新
刋
古
今

醫
鑑
』
を
金
陵
に
お
い
て
対
峰
周
曰
校
・
竹
潭
周
宗
孔
と
三
者
共
同
で
刊

行
し
て
い
る
。
同
書
の
封
面
に
は
「
周
氏
萬
巻
樓
刋
」
と
見
え
る
が
、
こ

の
万
巻
楼
と
は
万
暦
十
八
年
の
時
点
で
「
萬
卷
／
樓
主
人
」
印
を
使
っ
て

い
る
周
曰
校
だ
け
を
指
し
、
残
る
二
人
は
万
巻
楼
と
は
別
書
肆
の
主
人
と

し
て
刊
行
に
参
画
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
一
応
は
出
来
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
第
一
章
第
四
節
で
前
述
の
万
暦
四
十
四
年
序
刊
『
新
刋
醫
林
狀
元
濟

世
全
書
』
で
は
玉
卬
周
文
煥
と
如
泉
周
文
燿
の
兄
弟
が
い
ず
れ
も
「
金
陵

書
坊
萬
卷
樓
存
義
堂
」
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
万
暦
五

年
の
時
点
で
は
対
峰
周
曰
校
・
竹
潭
周
宗
孔
・
前
山
周
庭
槐
の
三
者
が
い

ず
れ
も
万
巻
楼
の
経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
出
来
よ

う
。
周
曰
校
で
は
な
く
周
庭
槐
の
息
子
で
あ
る
文
煥
と
文
燿
の
二
人
が
万

巻
楼
を
継
い
で
お
り
、
特
に
如
泉
周
文
燿
は
万
暦
後
期
か
ら
崇
禎
初
年
ま

で
長
期
に
渡
っ
て
万
巻
楼
主
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、
後
者
の
可
能
性
の
方
が
遥
か
に
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
も
そ
も
、
万
巻
楼
と
い
う
の
は
金
谿
周
氏（

（（
（

が
宗
族
単
位
で
所
有
す
る

蔵
書
楼
全
体
の
名
で
、
そ
の
下
に
個
人
単
位
な
い
し
父
子
兄
弟
な
ど
親
等

の
ご
く
近
い
数
人
単
位
で
管
理
さ
れ
る
仁
寿
堂
や
博
古
堂
や
大
業
堂
や
存

義
堂
や
光
霽
堂
や
遥
連
堂
や
頼
古
堂
や
醉
耕
堂
や
懐
徳
堂
な
ど
と
い
っ
た

書
斎
が
あ
り
、
一
人
の
人
物
が
複
数
の
書
斎
の
管
理
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
書
斎
や
万
巻
楼
そ
の
も
の
が
時
と
し
て
書
肆
名
と
し
て
も

機
能
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
同
世
代
と
思
し
き
対
峰
周
曰
校
と
敬
素
周
希

旦
が
共
に
仁
寿
堂
を
名
乗
っ
て
刻
書
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
第
一
章
第
一
・

二
節
）、
異
母
兄
弟
に
当
た
る
如
山
周
文
煒
と
蓋
卬
周
文
卿
の
間
で
大
業

堂
と
光
霽
堂
と
い
う
書
肆
名
が
錯
綜
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
（
第

二
章
第
七
節
）、
仁
寿
堂
か
ら
大
業
堂
、
大
業
堂
か
ら
醉
耕
堂
、
光
霽
堂

か
ら
大
業
堂
、
大
業
堂
か
ら
懐
徳
堂
な
ど
と
い
っ
た
、
同
族
で
は
あ
る
が

別
名
の
書
肆
へ
の
版
木
の
継
承
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
第
二
章
第
三
・

七
節
）、
大
業
堂
が
万
巻
楼
刊
本
を
翻
刻
や
後
修
し
て
い
る
例
が
間
々
見

ら
れ
る
こ
と
（
第
二
章
第
五
・
七
節
）
な
ど
の
背
景
が
理
解
し
や
す
く
な

る
し
、
玉
卬
周
文
煥
・
如
泉
周
文
燿
兄
弟
の
「
金
陵
書
坊
萬
卷
樓
存
義
堂
」

と
い
う
署
名
も
、
言
わ
ば
「
金
陵
書
坊
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る

存
義
堂
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
意
味
に
捉
え
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
の
刻
書
の
状
況
を
見
る
と
、
第
一
世
代
は
万
暦
初
頭
に
は
互
い
に

協
力
し
あ
い
つ
つ
活
動
し
て
い
た
が
、
万
暦
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
に
は
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万
巻
楼
主
人
を
名
乗
り
仁
寿
堂
名
義
で
も
活
動
し
て
い
た
周
曰
校
の
刻
書

点
数
が
突
出
し
て
多
く
、
万
巻
楼
が
一
族
の
刻
書
業
の
中
心
を
担
っ
て
い

た
。
第
二
世
代
が
活
動
し
始
め
た
万
暦
後
期
に
は
ま
だ
「
万
巻
楼
」
が
一

族
の
統
合
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
や
が
て
新
規
の

刻
書
も
既
存
の
版
木
を
利
用
し
て
の
後
印
も
周
庭
槐
の
直
系
子
孫
ば
か
り

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
庭
槐
の
書
斎
の
堂
号
に
由
来
す
る
「
大
業
堂
」

が
徐
々
に
「
万
巻
楼
」
に
変
わ
っ
て
一
族
の
出
版
業
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン

ド
を
担
う
形
に
変
わ
っ
て
行
っ
た
よ
う
だ
。
周
氏
万
巻
楼
名
義
で
刊
行
さ

れ
た
清
刊
本
は
目
下
管
見
に
及
ん
で
い
な
い
の
で
、
万
巻
楼
か
ら
大
業
堂

へ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
の
変
更
は
、
崇
禎
年
間
に
は
完
了
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、
大
業
堂
は
万
巻
楼
の
実
質
的
な
後
継
書
肆
で
あ
る
と
言
っ

て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
第
二
世
代
の
中
で
特
に
活
発
に
出
版
を
行
っ

た
の
が
周
庭
槐
の
息
子
の
如
山
周
文
煒
と
如
泉
周
文
燿
で
あ
っ
た
こ
と
に

加
え
て
、
文
煒
の
子
の
周
亮
工
が
崇
禎
末
期
に
進
士
と
な
っ
た
こ
と
が
大

き
く
、
庭
槐
の
家
系
が
宗
族
内
に
お
け
る
優
位
を
確
立
し
た
こ
と
に
よ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
『
重
刻
萬
病
回
春
原
本
』
に
附
さ
れ

る
周
亮
工
「
重
刻
萬
病
回
春
原
本
序
」
か
ら
は
、
右
の
推
測
を
か
な
り
の

程
度
ま
で
裏
付
け
る
証
言
が
得
ら
れ
る
。
次
節
以
降
で
そ
れ
に
つ
い
て
詳

し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
（
三
）
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
本
『
重
刻
萬
病
回
春
原
本
』
に
つ
い
て

　

そ
の
序
の
中
身
を
見
る
前
に
、
ま
ず
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
本
『
重
刻

萬
病
回
春
原
本
』
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
実
は
、
康
熙
七

年
大
業
堂
重
刊
本
の
現
存
は
確
認
出
来
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
周
亮

工
「
重
刻
萬
病
回
春
原
本
序
」
を
持
つ
他
の
刊
本
も
見
つ
け
て
い
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
何
故
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
本
『
重
刻
萬
病
回
春
原

本
』
の
存
在
と
そ
の
序
の
中
身
が
分
か
る
か
と
言
う
と
、
康
熙
七
年
大
業

堂
重
刊
本
の
封
面
・「
重
刻
萬
病
回
春
原
本
序
」・「
増
訂
便
攷
醫
學
善
本

總
目
類
方
」
の
三
者
を
鈔
写
し
た
も
の
が
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鶚
軒

文
庫
所
蔵
の
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
林
伝
左
衛
門
尉
刊
本
『
新
刋
萬
病

囘
春
』
八
巻
（
請
求
記
号
V
一
一
―
一
八
六
三
）
の
第
一
冊
の
初
め
に
合

綴
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
和
刻
本
自
体
は
〔
明
末
〕
蘇
州
葉
龍

溪
重
刊
本
の
系
統
を
引
く
も
の
だ
が（

（（
（

、
本
文
に
朱
筆
で
校
勘
の
書
き
入
れ

が
あ
る
。
お
そ
ら
く
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
本
を
校
勘
に
用
い
、
そ
の
つ

い
で
に
封
面
と
前
付
を
移
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
は
各
冊
首
に
陽

刻
長
方
「
名
陽
╱
堀
氏
藏
」
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
冊
で
は
鈔

写
部
分
に
し
か
捺
さ
な
い
の
で
、
尾
張
藩
医
を
務
め
た
堀
家
の
誰
か
に
よ

る
移
録
か
、
堀
家
以
前
の
所
蔵
者
に
よ
る
移
録
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。



─ 251 ─

　

ま
ず
封
面
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
天
頭
に
横
書
き
で
「
康　

熙　

七

　

年　

重　

鐫
」
と
あ
り
、
短
辺
の
枠
内
は
三
欄
に
区
切
る
が
、
右
欄
と

中
央
欄
は
併
せ
て
も
全
体
の
半
分
弱
の
幅
し
か
な
く
、「
龔
雲
林
先
生
著

／
萬
病
囬
春
原
本
」
と
記
す
（
中
央
大
字
）。
左
欄
が
半
分
強
を
占
め
、

長
文
の
告
白
が
記
さ
れ
て
い
る
。
告
白
の
内
容
は
後
述
す
る
「
重
刻
萬
病

回
春
原
本
序
」
の
⑤
の
段
落
と
重
複
す
る
の
で
、
句
読
点
を
附
さ
ず
に
原

文
の
み
挙
げ
て
お
く
と
、「
是
書
原
本
可
稱
盡
善
乃
有
虎
林
奸
賈
攘
竊
増

名
善
本
謬
稱
重
訂
託
／
名
王
宇
泰
先
生
後
識
難
誣
仍
標
龔
雲
林
所
著
如
斯

假
借
猶
属
市
心
但
藥
／
物
輕
重
確
有
折
衷
擅
易
名
數
𢦤
生
匪
細
因
舊
板
撰

刪
兹
特
重
刻
告
世
要
／
與
原
本
略
無
隻
字
稍
異
總
以
別
於
善
本
之
流
離
無

窮
耳
識
者
辨
之
／
（
低
十
六
格
）
大
業
堂
周
府
識
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
四
）
周
亮
工
の
証
言

　

続
い
て
問
題
の
「
重
刻
萬
病
回
春
原
本
序
」
全
文
の
訓
読
を
掲
げ
よ
う
。

行
論
の
都
合
上
、
筆
者
に
お
い
て
六
つ
の
段
落
に
分
け
て
示
す
。

①
予
が
先
世 

藏
書
甚
だ
冨
み
、
蓋
し
萬
巻
樓
の
云
ひ
有
り
。
其
の
事

を
始
む
る
を
溯
る
に
、
嘉
隆
の
時
に
當
り
、
風
氣
初
め
て
開
き
、
文

教
乍は
じ

め
て
啓
く
も
、
古
今
珍
異
の
書
は
、
猶
ほ
未
だ
盡
く
は
世
に
於

て
行
は
れ
ず
。
而
し
て
先
大
父 

荊
榛
草
昧
の
中
從よ

り
、
創は
じ

め
て
剞

劂
を
行
ひ
、
遂
に
一
時
に
致
し
難
き
の
藏
を
し
て
、
家
に
傳
へ
戸
に

奉
る
を
以
て
す
る
を
得
し
む
。
今
に
至
り
て
事
を
始
む
る
の
功
を
推

す
に
、
必
ず
此
の
萬
巻
樓
本
を
曰
ふ
。
故
に
凡
そ
予
が
家
傳
の
書
に

属
す
る
は
、
海
内
群
知
に
し
て
、
自
お
の
づ
から

誣い
つ
はる

可
か
ら
ざ
る
所
な
り
。

②
其
の
書
は
尊
經
翼
傳
自よ

り
す
る
外
は
、
惟
だ
經
濟
に
關
わ
り
民
生
に

利
す
る
者
の
み
、
始
め
て
急
ぎ
流
播
を
為
す
こ
と
有
り
。
而
る
に
醫

方
は
能
く
人
を
生
か
す
を
以
て
、
尤
も
切
要
と
為
す
。
因
り
て
予
が

郷
の
龔
雲
林
先
生
に
、
廣
く
為
に
論
著
を
搜
討
し
て
書
を
成
す
を
属

し
、
之
に
先
ん
ず
る
に
『
壽
世
保
元
』
を
以
て
し
、
之
に
次
ぐ
に

『
萬
病
回
春
』
を
以
て
し
、
之
に
次
ぐ
に
『
古
今
醫
鑑
』
を
以
て
し
、

又
之
に
次
ぐ
に
『
雲
林
神
殻マ
マ

』
を
以
て
し
、
皆 

海
内
の
宗
為た

り
。

則
ち
今
に
至
る
も
尚
ほ
『
普
渡
慈
航
』
一
書
の
、
未
だ
出
す
に
遑
い
と
ま

あ

ら
ず
し
て
以
て
世
に
告
ぐ
る
も
の
有
る
な
り
。

③
夫
れ
雲
林
先
生
は
、
昔
の
華
陀
・
秦
越
人
な
り
。
予
が
先
大
父
に
於

て
外
昆
季
為た

り
、
嘗
て
之
と
偕
に
汴
に
遊
び
、
道
は
遂
に
汴
に
於
て

大
ひ
に
行
は
る
。
又 

金
陵
に
遊
び
、
道
は
更
に
金
陵
に
大
い
に
行

は
れ
、
至
る
所
神
醫
の
目
有
り
。

④
其
の
是
の
書
を
成
す
や
、
生
平
の
心
力
を
殫
竭
せ
り
。
而
し
て
予
が

先
祖
の
雲
林
先
生
を
延
く
や
、
亦
た
餘
力
を
遺
さ
ず
し
て
之
を
奉
ぜ

り
。
猶
ほ
先
君
子
が
先
大
夫
の
始
め
て
經
營
に
事
ふ
る
に
述
ぶ
る
を
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記
す
な
り
。
予
が
伯
叔
の
軰
に
属
し
て
、
魚
魯
を
較
正
せ
し
む
。
維

れ
伯
曁お
よ

び
叔
曰
く
、「
此
れ
何
ぞ
人
事
に
與あ
ず

か
ら
ん
、
而
し
て
此
を

以
て
自
ら
瘁
れ
ん
や
」
と
。
先
祖
曰
く
、「
是
の
書
の
利
濟
の
功
は
、

天
下
の
後
世
に
在
る
な
り
。
吾
が
後
世
の
子
孫
、
科
名
を
以
て
大
い

に
家
聲
を
振
る
は
す
者
有
ら
ば
、
皆 

是
の
書
に
於
て
始
め
て
之
を

基
と
す
る
の
み
。
小
子
其
れ
之
を
識
せ
」
と
。

⑤
數
十
年
を
越
ゆ
る
に
、
乃
ち
虎
林
の
奸
賈
有
り
、
其
の
事
を
成
す
を

利
と
し
、
公
に
攘
竊
を
為
し
、
遂
に
『
回
春
』
一
書
を
用
て
、
増
す

に
「
善
本
」
の
名
を
以
て
し
、
初
め
王
宇
泰
先
生
の
重
訂
に
託
し
、

久
し
く
し
て
人
の
其
の
偽
な
る
を
識し

る
や
、
則
ち
又
易
ふ
る
に
雲

林
を
以
て
し
、
奸
詭
百
變
、
情
形
知
る
可
し
。
予
は
其
の
市
心
を
原た
ず

ぬ
る
に
、
總
て
罔
利
に
帰
し
、
重
く
懲
艾
を
加
ふ
る
に
忍
び
ず
、
姑

く
寛
弛
を
與
ふ
る
を
難
し
と
せ
ず
。
但
し
妄
り
に
薬
名
を
易
へ
、
分

數
を
竄
す
る
に
任
す
は
、
其
の
失
は
僅
か
に
數
字
に
在
る
も
、
其
の

害
は
生
を
傷
む
る
に
至
り
、
遂
に
天
下
に
利
す
る
の
書
を
し
て
、
而

し
て
天
下
に
禍
す
る
の
本
為た

ら
し
む
。
豈
に
予
が
先
世
の
貽
謀
垂
世

の
意
な
ら
ん
や
。
予 

因
り
て
盡
く
改
正
を
加
へ
、
一
方
一
名
、
全

て
厥
舊
に
從
ひ
、
識し
る

し
て
原
本
と
曰
ふ
。
庶
は
く
は
疴
を
抱
き
て
求

む
る
者
を
し
て
、
温
涼
は
投
を
誤
る
に
至
ら
ざ
ら
し
め
、
君
臣
は
節

を
紊み
だ

す
を
虞う
れ

ふ
る
こ
と
無
か
ら
し
め
て
、
而
し
て
弈
世 

咸
な
其
の

福
を
食は

ま
ん
こ
と
を
。
天
下
の
覧
者
、
其
れ
亦
た
愼
み
て
緇
素
を
辨

じ
、
而
し
て
世
を
惑
は
す
の
書
が
為
に
中
る
所
無
か
ら
ん
こ
と
を
。

予 

因
り
て
其
の
始
末
を
述
べ
、
天
下
の
為
に
之
を
正
告
す
。

⑥
康
熙
七
年
戊
申
、
管
理
江
南
江
安
等
處
督
糧
道
・
前
總
督
京
省
錢

法
戸
部
右
侍
郎
・
都
察
院
協
理
院
事
左
副
都
御
史 

雲
林
の
周
亮
工

撰（
（（
（

。 

　
（
五
）
署
名
の
検
討

　

ま
ず
は
⑥
の
段
、
即
ち
末
尾
の
署
名
か
ら
確
認
し
よ
う
。
こ
の
直
後
に

占
二
行
で
陽
刻
正
方
「
周
印
／
亮
工
」
回
文
印
と
陰
刻
正
方
「
左
執
／
法

右
／
司
農
」
印
と
が
写
さ
れ
て
い
る
。
陰
刻
印
の
「
左
執
法
」
は
都
察
院

協
理
院
事
左
副
都
御
史
の
、「
右
司
農
」
は
總
督
京
省
錢
法
戸
部
右
侍
郎

の
古
名
に
基
づ
く
雅
称
で
あ
る
。「（
周
亮
工
）
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
周
亮

工
は
順
治
十
一
年
に
「
都
察
院
左
副
都
御
史
」、
同
十
二
年
に
「
戸
部
總

督
錢
法
右
侍
郎
」
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
失
脚
し
て
罷
免
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
が
、
康
熙
五
年
に
は
「
江
南
江
安
督
糧
道
」
と
な
っ
て
、
康

熙
八
年
十
月
に
弾
劾
さ
れ
て
職
を
去
る
ま
で
在
任
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

右
の
署
名
の
官
歴
は
全
く
正
確
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
籍
貫
を
「
雲
林
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
金
谿
の
地
名
で
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あ
り（

（（
（

、
こ
こ
で
は
金
谿
の
異
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
第
二
章
第
四
節
で
見
た
通
り
、
周
亮
工
は
祖
先
が
金
陵
か
ら
金
谿

に
移
住
し
、
祖
父
の
前
山
周
庭
槐
が
祥
符
に
移
住
し
て
籍
を
移
し
、
父
の

如
山
周
文
煒
は
金
陵
に
定
住
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
祖
籍
に
よ
れ
ば
金

谿
、
現
在
の
籍
に
よ
れ
ば
祥
符
、
出
生
地
や
居
住
地
に
よ
れ
ば
金
陵
の
人

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
周
亮
工
は
ど
れ
を
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ

で
そ
の
中
か
ら
「
雲
林
」
を
選
ん
で
い
る
の
は
、『
万
病
回
春
』
の
撰
者

で
あ
る
龔
廷
賢
が
金
谿
の
人
で
雲
林
と
号
し
て
い
た（

（（
（

の
に
因
ん
で
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
官
歴
に
も
籍
貫
に
も
問
題
は
無
い
か
ら
、
こ
の
序
は
鈔
写

者
に
よ
る
偽
作
で
は
な
く
、
確
か
に
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
本
『
萬
病
回

春
原
本
』
か
ら
移
録
さ
れ
た
も
の
と
認
め
て
良
い
だ
ろ
う
。
注
（
96
）
に

挙
げ
た
通
り
眉
上
に
校
勘
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
序
を
備
え

る
版
本
は
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
本
の
他
に
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。

　
（
六
）
周
氏
万
巻
楼
の
創
業
時
期

　

で
は
、
①
の
段
か
ら
順
に
内
容
を
見
て
行
こ
う
。
①
で
は
ま
ず
周
亮
工

の
祖
先
が
蔵
書
に
富
ん
で
万
巻
楼
と
称
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
ど
う
や

ら
前
節
で
推
定
し
た
通
り
、
万
巻
楼
と
は
本
来
は
周
氏
の
蔵
書
楼
の
名
で

あ
っ
た
と
見
て
良
い
よ
う
だ
。
続
い
て
、
今
は
亡
き
周
亮
工
の
祖
父
、
つ

ま
り
前
山
周
庭
槐
が
嘉
靖
・
隆
慶
の
間
に
万
巻
楼
の
名
の
下
に
刻
書
業
を

始
め
た
こ
と
、
万
巻
楼
本
は
広
く
流
通
し
、
周
氏
一
族
の
出
版
物
は
非
常

に
有
名
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

周
亮
工
の
こ
の
言
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
万
暦
五
年
か
ら
万
暦
二
十
八
年

ま
で
の
活
動
が
確
認
出
来
て
万
暦
十
八
年
に
「
萬
卷
／
樓
主
人
」
印
を
使
っ

て
い
る
対
峰
周
曰
校
は
、
嘉
隆
間
に
書
肆
と
し
て
の
万
巻
楼
を
創
業
し
た

前
山
周
庭
槐
か
ら
い
ず
れ
か
の
時
点
で
事
業
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
但
し
、
周
庭
槐
の
嫡
孫
の
言
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に

は
第
一
世
代
の
周
庭
槐
・
周
曰
校
・
竹
潭
周
宗
孔
ら
が
共
同
で
創
業
し
た

も
の
を
、
自
ら
の
祖
父
が
一
人
で
始
め
た
か
の
よ
う
に
潤
色
し
て
い
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
ひ
ど
け
れ
ば
、
周
曰
校
や
周
宗
孔
ら
が
先

に
始
め
て
い
た
も
の
を
、
後
か
ら
参
加
し
た
周
庭
槐
の
手
柄
に
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
は
っ
き
り
万
巻
楼
主
人
を
名
乗
る
周
曰
校
の
他
に
、
周
庭
槐
も
万

巻
楼
の
経
営
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
言
と
し
て
受
け
取
る
こ
と

に
は
問
題
あ
る
ま
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
二
人
と
共
同
で
万
巻
楼
刊

本
を
出
版
し
て
い
る
周
宗
孔
も
同
様
だ
と
認
め
て
良
か
ろ
う
。

　

ま
た
、
権
威
付
け
の
た
め
に
創
業
を
早
く
吹
聴
す
る
の
は
良
く
あ
る
こ
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と
だ
ろ
う
が
、
逆
に
わ
ざ
わ
ざ
遅
く
吹
聴
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
る
ま
い
。

つ
ま
り
、「
嘉
靖0

時
」
と
言
わ
ず
に
「
嘉
隆0

時
」
と
言
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
隆
慶
の
創
業
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
仮
に
嘉
靖
だ
っ

た
と
し
て
も
末
期
の
数
年
が
い
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
見
た
金
谿
周
氏
一
族
の
刊
本
で
最
も
早
い
も
の
は
、
刊
行
者
の
個
人

名
を
記
さ
な
い
万
暦
元
年
周
氏
仁
寿
堂
刊
『
本
草
蒙
筌
』
で
あ
っ
た
。
隆

慶
は
六
年
ま
で
し
か
な
い
か
ら
、
周
氏
が
刻
書
を
始
め
た
の
が
万
暦
元
年

か
ら
十
年
と
遡
ら
な
い
嘉
靖
と
隆
慶
の
変
わ
り
目
頃
だ
と
い
う
記
述
は
、

事
実
に
即
し
て
い
る
と
見
て
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

つ
ま
り
、
金
谿
唐
氏
と
並
ん
で
明
末
清
初
の
金
陵
を
代
表
す
る
書
肆
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
金
谿
周
氏
は
、
宋
元
以
来
連
綿
と
続
い
て
い
た
建
陽

の
余
氏
や
劉
氏
な
ど
の
よ
う
に
数
百
年
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
隆
慶
年
間
頃
の
創
業
で
、
万
暦
初
年
に
急
激
に
事
業
を
拡
大

し
た
新
興
勢
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
周
亮
工
の
こ
の
証
言
に
よ
っ
て
、
第

一
章
第
三
節
で
見
た
周
曰
校
甲
本
『
三
国
演
義
』
を
嘉
靖
三
十
一
年
刊
と

す
る
説
は
、
も
は
や
完
全
に
成
立
し
得
な
く
な
っ
た
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

　
（
七
）
金
谿
周
氏
の
出
版
活
動
と
龔
廷
賢
の
医
書

　

②
の
段
で
は
、
万
巻
楼
が
正
統
な
経
書
の
他
に
経
世
済
民
に
関
わ
る
書

物
を
多
く
刊
行
し
て
お
り
、
特
に
医
書
に
力
を
入
れ
、
同
郷
の
龔
雲
林
先

生
に
編
集
を
委
嘱
し
て
、
順
に
『
寿
世
保
元
』『
万
病
回
春
』『
古
今
医
鑑
』

『
雲
林
神
殻マ
マ

』
を
刊
行
し
て
好
評
を
博
し
た
こ
と
、『
普
渡
慈
航
』
だ
け
は

刊
行
予
告
ま
で
は
し
た
も
の
の
出
版
は
出
来
ず
じ
ま
い
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

　

金
谿
周
氏
一
族
（
周
氏
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
）
が
医
書
の
刊
行
に
力
を
入

れ
て
い
た
の
が
事
実
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
諸
例
に
占
め

る
医
書
の
割
合
の
高
さ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
金
谿
周
氏
は
万
巻
楼

の
周
曰
校
甲
・
乙
本
『
三
国
演
義
』
や
『
新
刋
大
宋
中
興
通
俗
演
義
』
な

ど
、
大
業
堂
の
封
面
を
持
つ
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
遊
記
』『
重
刻
西
漢

通
俗
演
義
』『
重
刻
京
本
増
評
東
漢
十
二
帝
通
俗
演
義
志
傳
』『
東
西
両
晋

志
伝
題
評
』
な
ど
、
そ
し
て
醉
耕
堂
の
〔
康
熙
前
期
〕
刊
『
四
大
奇
書
第

一
種
』
六
十
巻（

（（
（

（
中
国
国
家
図
書
館
、
京
都
産
業
大
学
附
属
図
書
館
小
川

文
庫
蔵
）
な
ど
と
い
っ
た
章
回
小
説
も
多
数
刊
印
し
て
お
り
、
多
く
が
そ

の
小
説
の
重
要
版
本
で
あ
る
た
め
、
周
氏
一
族
の
書
肆
は
章
回
小
説
研
究

の
角
度
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
か
く
言
う
筆
者
も
そ
う
し
た
視

点
か
ら
周
氏
一
族
の
刻
書
に
関
心
を
抱
い
た
一
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

周
曰
校
甲
本
『
三
国
演
義
』
を
除
け
ば
全
て
万
暦
十
年
代
末
以
降
の
刊
行

で
あ
る
か
ら
、
章
回
小
説
は
周
氏
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
の
経
営
が
軌
道
に
乗
っ

て
十
分
に
安
定
し
て
か
ら
手
を
伸
ば
し
た
分
野
だ
っ
た
と
思
し
い
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
医
書
は
周
氏
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
の
草
創
期
か
ら
の
押

し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
主
力
商
品
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
確
認
出
来
た
最
も
早

い
金
谿
周
氏
刊
本
で
あ
る
万
暦
元
年
周
氏
仁
寿
堂
刊
『
本
草
蒙
筌
』
か
ら

し
て
医
書
で
あ
る
し
、
同
じ
く
最
も
早
い
万
巻
楼
刊
本
も
、
第
一
世
代
の

対
峰
周
曰
校
・
竹
潭
周
宗
孔
・
前
山
周
庭
槐
が
共
同
刊
行
し
た
万
暦
五
年

序
刊
『
新
刋
古
今
醫
鑑
』
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
典
の
医
書
も
比
較
的
早

い
時
期
か
ら
出
し
て
お
り
、
第
一
章
第
一
節
等
で
取
り
上
げ
た
万
暦
十
一

年
周
希
旦
・
周
曰
校
仁
寿
堂
刊
本
『
新
刋
東
垣
十
書
』
も
そ
う
だ
し
、
万

暦
十
二
年
に
は
『
重
廣
補
註
黃
帝
内
經
素
問
』
二
十
四
巻
と
『
新
刋
黃
帝

内
經
靈
樞
』
二
十
四
巻
を
周
曰
校
が
刊
行
し
て
い
る
（
共
に
台
北
故
宮
博

物
院
蔵（

（（（
（

）。
医
書
は
第
三
世
代
の
周
亮
節
醉
耕
堂
に
至
る
ま
で
継
続
的
に

刊
行
さ
れ
続
け
て
お
り
、
周
亮
工
の
言
う
通
り
、
医
書
こ
そ
が
周
氏
万
巻

楼
グ
ル
ー
プ
の
主
力
商
品
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い（

（（（
（

。

　

そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
特
に
目
を
引
く
の
が
、
第
一
章
第
四
節
で
見
た

通
り
周
曰
校
の
姻
戚
で
あ
っ
た
龔
廷
賢
の
編
ん
だ
医
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
挙
げ
た
だ
け
で
も
、
第
一
世
代
の
対
峰
周
曰
校
・
竹
潭
周
宗
孔
・
前

山
周
庭
槐
が
共
同
刊
行
し
た
万
暦
五
年
序
刊
『
新
刋
古
今
醫
鑑
』
を
始
め
、

周
庭
槐
が
刊
行
し
た
万
暦
十
一
年
跋
刊
『
新
刻
種
杏
仙
方
』、
万
暦
十
六

年
序
刊
の
周
曰
校
初
刻
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
新
刋
萬
病
囘
春
』、

第
二
世
代
に
移
っ
て
万
暦
四
十
三
年
序
刊
の
蓋
卬
周
文
卿
光
霽
堂
刊
『
新

刋
醫
林
狀
元
壽
世
保
元
』、
玉
卬
周
文
煥
・
如
泉
周
文
燿
が
万
巻
楼
存
義

堂
名
義
で
共
同
刊
行
し
た
万
暦
四
十
四
年
序
刊
『
新
刋
醫
林
狀
元
濟
世
全

書
』
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
龔
廷
賢
書
き
下
ろ
し
の
周
氏
刊
本
で
あ
っ
た
。

龔
廷
賢
の
編
ん
だ
医
書
は
、
他
に
『
新
鍥
雲
林
神
彀
』
四
巻
、『
新
刋
魯

府
禁
方
』
四
巻
、『
雲
林
醫
聖
普
渡
慈
航
』
八
巻（

（（（
（

の
三
書
が
知
ら
れ
る
が
、

『
新
鍥
雲
林
神
彀
』
の
初
刻
本
は
や
は
り
周
曰
校
刊
本
だ
し（

（（（
（

、『
新
刋
魯
府

禁
方
』
も
魯
王
府
の
官
刻
本
の
刊
行
作
業
を
周
曰
校
が
請
け
負
っ
た
も

の（
（（（
（

、
残
る
『
雲
林
醫
聖
普
渡
慈
航
』
は
周
氏
の
刊
行
で
は
な
い
が
、
周
曰

校
と
提
携
関
係
に
あ
っ
た
世
徳
堂
主
人
龍
泉
唐
廷
仁
と
同
排
行
の
同
族
と

思
し
き
際
雲
唐
廷
揚
に
よ
っ
て
崇
禎
年
間
に
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。

　

こ
れ
だ
け
の
数
が
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
姻

戚
の
よ
し
み
で
採
算
度
外
視
で
出
版
し
て
や
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、

そ
れ
だ
け
良
く
売
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
売
れ
行
き
の
ほ
ど

は
、『
万
病
回
春
』
に
初
刻
本
の
他
に
万
暦
二
十
五
年
周
曰
校
重
刊
本
、

万
暦
三
十
年
成
卬
周
文
憲
・
玉
卬
周
文
煥
・
如
泉
周
文
燿
重
刊
本
、
そ
し

て
こ
の
周
亮
工
序
を
持
つ
康
熙
七
年
大
業
堂
重
刊
本
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
想
像
に
余
り
あ
る
。
周
氏
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
が
短
期
間
に
急
成
長
を
遂

げ
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
実
上
の
専
属
作
家
と
な
っ
て
い
た
龔
廷
賢
の
量
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産
す
る
医
書
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

右
に
挙
げ
た
諸
版
本
の
刊
年
や
、
注
（
103
）
に
挙
げ
た
「
雲
林
神
彀
序
」

や
注
（
104
）
に
挙
げ
た
「
魯
府
禁
方
序
」
の
記
述
な
ど
か
ら
す
る
と
、
周

亮
工
が
万
巻
楼
の
既
刊
だ
と
す
る
四
書
の
刊
行
順
は
『
古
今
医
鑑
』『
万

病
回
春
』『
雲
林
神
彀
』『
寿
世
保
元
』
で
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、
周
氏
一
族

が
刊
行
し
た
龔
廷
賢
の
医
書
は
少
な
く
と
も
他
に
三
点
あ
る
が
、
そ
の
程

度
は
記
憶
に
頼
っ
て
書
い
た
結
果
の
些
細
な
誤
り
と
看
做
し
て
お
け
ば
良

く
、
序
文
全
体
の
信
憑
性
を
揺
る
が
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

　

周
亮
工
の
挙
げ
る
四
種
の
初
刻
本
は
、『
新
刋
古
今
醫
鑑
』
を
除
い
て

い
ず
れ
も
万
巻
楼
の
名
は
明
記
し
て
い
な
か
っ
た
。
周
亮
工
が
そ
れ
ら
も

含
め
て
万
巻
楼
の
刊
本
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
万

巻
楼
と
い
う
の
は
元
々
周
氏
一
族
の
書
肆
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て
機

能
し
て
い
た
と
理
解
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
普
渡
慈
航
』
だ
け
は
用
意
は
あ
っ
た
が
刊
行
出
来
な
か
っ
た

と
の
証
言
も
貴
重
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
同
書
は
崇
禎
年
間
に
金
閶
（
蘇

州
）
に
お
い
て
際
雲
唐
廷
揚
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
周
亮

工
は
そ
の
事
実
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、

知
っ
て
は
い
た
が
周
氏
一
族
が
刊
行
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
触
れ
な
か
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
貴
重
だ
と
言
う
の
は
、
周
氏

に
も
刊
行
の
用
意
は
あ
っ
た
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
も
、
崇
禎
五
年
跋
刊
の
唐
廷
揚
刊
『
雲
林
醫
聖
普
渡
慈
航
』

は
、
参
閲
者
王
肯
堂
・
序
の
撰
者
葉
向
高
・
賛
の
撰
者
呉
道
南
が
全
て
天

啓
末
年
ま
で
に
死
去
し
て
い
る
た
め
に
、
偽
書
説
も
存
在
す
る
か
ら
だ（

（（（
（

。

小
曽
戸
洋
氏
は
「
本
書
の
も
と
と
な
っ
た
未
定
稿
類
が
早
く
か
ら
用
意

さ
れ
て
い
た
と
み
れ
ば
、
一
概
に
矛
盾
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
」（
注

（
106
）
解
題
四
頁
）
と
述
べ
て
偽
書
説
を
退
け
て
い
る
が
、
周
亮
工
の
こ

の
証
言
は
小
曽
戸
氏
の
説
の
裏
付
け
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

小
曽
戸
氏
は
『
雲
林
醫
聖
普
渡
慈
航
』
を
真
作
と
認
め
た
上
で
、
同
書

の
崇
禎
元
年
の
自
序
で
「
九
十
歳
翁
」
と
自
称
し
て
い
る
こ
と
や
、
崇
禎

五
年
に
自
跋
を
書
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
王
重
民
『
中
国
善
本

書
提
要
』（
前
掲
）
二
六
八
頁
が
引
く
『
金
谿
縣
志
』
の
「
廷
賢
行
醫
凡

六
十
年
、
卒
年
九
十
三
」
と
い
う
記
述
な
ど
も
併
せ
て
、
龔
廷
賢
の
生
没

年
を
一
五
二
二
〜
一
六
一
九
と
す
る
王
立
氏
ら
の
説
を
退
け
、「
い
ま
筆

者
は
龔
廷
賢
の
生
没
年
を
お
よ
そ
一
五
三
九
〜
一
六
三
二
年
と
推
定
し
て

お
く
」（
六
頁
）
と
し
て
い
る
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

　
（
八
）
前
山
周
庭
槐
と
如
山
周
文
煒
の
生
年

　

③
の
段
で
は
、
ま
ず
龔
廷
賢
が
周
庭
槐
の
外
昆
季
、
つ
ま
り
姓
の
異
な

る
い
と
こ
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
龔
廷
賢
は
周
曰
校
の
姻
戚
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で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
周
庭
槐
と
周
曰
校

の
間
に
確
か
に
血
縁
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
前

述
の
通
り
周
庭
槐
の
名
は
廷
槐
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
或
い
は

母
方
の
い
と
こ
同
士
で
排
行
を
揃
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

常
識
的

に
は
考
え
に
く
い
こ
と
だ
ろ
う
が
、
周
曰
校
や
周
庭
槐
ら
第
一
世
代
の
名

は
排
行
が
揃
っ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
も
し
や
と
思
わ
せ
る
も

の
が
無
い
で
も
な
い（

（（（
（

。

　

続
け
て
、
周
庭
槐
が
汴
（
河
南
祥
符
）
に
移
住
し
た
際
に
龔
廷
賢
も
同

行
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
で
ま
た
金
陵
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
周
庭
槐
は
ま
ず
金
谿
か
ら
祥
符
に
移
住
し
、

そ
の
後
で
金
陵
に
や
っ
て
来
て
刻
書
を
始
め
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

前
述
の
通
り
周
文
煒
は
祥
符
で
生
ま
れ
て
い
る
が
、
周
庭
槐
は
万
暦

五
年
・
同
九
年
・
同
十
一
年
に
金
陵
で
刻
書
を
行
っ
て
い
る
か
ら
（
注

（
23
）
参
照
）、
少
な
く
と
も
金
陵
に
来
て
か
ら
数
年
は
腰
を
落
ち
着
け
た

の
だ
ろ
う
。
し
て
み
れ
ば
、
仮
に
万
暦
十
一
年
以
降
に
庭
槐
が
祥
符
に
戻
っ

た
時
期
が
あ
る
と
し
て
も
、
共
に
文
煒
の
同
母
弟
で
あ
る
文
煥
と
文
燿
が

万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
に
は
金
陵
で
周
文
憲
と
三
者
共
同
で
『
新
刋

萬
病
回
春
』
を
重
刊
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
周
文
煒
の
生
年
は

万
暦
十
一
年
以
降
で
は
遅
す
ぎ
る
。
よ
っ
て
、
周
文
煒
は
万
暦
五
年
（
一

五
七
七
）
よ
り
前
の
生
ま
れ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

更
に
、
周
亮
工
「
祭
靖
公
弟
文
」（
前
掲
『
頼
古
堂
集
』
巻
二
十
四
）

に
よ
れ
ば
、
周
亮
工
と
同
腹
の
兄
弟
姉
妹
は
姉
二
人
・
弟
一
人
（
亮
節
）・

妹
二
人
で
、
長
姉
は
周
亮
節
が
没
し
た
康
熙
九
年
（
一
六
七
〇
）
の
前
年

春
に
享
年
七
十
で
没
し
て
い
る（

（（（
（

。
つ
ま
り
、
周
文
煒
の
嫡
出
の
最
初
の
子

供
の
生
年
は
万
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
と
知
れ
る
。
そ
の
同
母
弟
の

周
亮
節
の
生
年
が
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
で
あ
る
か
ら
、
長
女
は
文
煒

の
妻
が
十
代
の
う
ち
に
生
ま
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
夫
婦
間

の
年
齢
差
を
大
き
め
に
見
積
も
っ
て
、
仮
に
文
煒
が
三
十
歳
の
時
に
長
女

が
生
ま
れ
た
と
す
れ
ば（

（（（
（

、
文
煒
は
隆
慶
五
年
（
一
五
七
一
）
生
ま
れ
と
な

る
。「（
周
亮
工
）
年
譜
」
に
よ
り
没
年
が
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）
と

知
れ
る
か
ら
、
生
年
が
そ
こ
か
ら
大
き
く
遡
る
と
は
考
え
に
く
い
。
以
上

か
ら
、
如
山
周
文
煒
は
概
ね
隆
慶
年
間
か
ら
万
暦
初
年
に
か
け
て
の
生
ま

れ
と
考
え
て
お
け
ば
大
過
な
さ
そ
う
だ
。

　

周
庭
槐
は
生
没
年
と
も
不
明
だ
が
、
こ
ち
ら
も
三
十
歳
で
嫡
男
の
周
文

煒
が
生
ま
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
嘉
靖
十
八
年
（
一
五
三
九
）
前
後
の
生

ま
れ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
龔
廷
賢
と
概
ね
同
時
期
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
仮
定
に
仮
定
を
重
ね
て
の
非
常
に
不
確
か
な
推
論
で
あ
る
か
ら

前
後
十
歳
程
度
の
誤
差
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
周
庭
槐
と
龔
廷
賢
は
、
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ほ
ぼ
同
年
輩
と
言
え
る
年
齢
差
に
収
ま
り
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
の
推
定
通
り
な
ら
、
祥
符
で
文
煒
が
生
ま
れ
て
か
ら
庭

槐
が
金
陵
に
来
た
と
す
る
と
、
万
暦
元
年
の
周
氏
仁
寿
堂
刊
『
本
草
蒙
筌
』

の
刊
行
に
庭
槐
が
関
与
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
時
期
的
に
微
妙
な
と
こ
ろ

と
な
ろ
う
。
或
い
は
、
や
は
り
周
亮
工
の
証
言
に
は
幾
ら
か
祖
父
を
立
て

て
の
潤
色
が
あ
り
、
対
峰
周
曰
校
や
竹
潭
周
宗
孔
ら
が
庭
槐
よ
り
早
く
に

金
谿
か
ら
金
陵
に
直
接
移
住
し
て
い
て
、
庭
槐
よ
り
も
少
し
前
か
ら
刻
書

を
始
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
九
）
周
庭
槐
の
金
言

　

④
の
段
で
は
、
ま
ず
金
陵
で
龔
廷
賢
が
『
万
病
回
春
』
を
編
ん
だ
際
に

周
庭
槐
の
助
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
一
章
第
四
節
で
見
た
通
り
、

周
氏
一
族
は
万
暦
十
六
年
序
刊
の
周
曰
校
初
刻
本
・
万
暦
二
十
五
年
刊
の

周
曰
校
重
刊
本
・
万
暦
三
十
年
刊
の
周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿
重
刊
本

と
、『
万
病
回
春
』
を
僅
か
十
五
年
の
間
に
三
回
も
刊
行
し
て
い
る
。
こ

の
中
に
周
庭
槐
の
名
が
明
記
さ
れ
た
も
の
は
無
い
が
、
彼
は
刊
行
者
の
同

族
に
し
て
編
者
の
い
と
こ
で
あ
る
か
ら
、
陰
で
作
業
に
何
ら
か
の
協
力
を

し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

続
い
て
は
、
周
亮
工
の
亡
父
（
周
文
煒
）
が
初
め
て
刻
書
業
に
参
加
し

た
際
に
、
文
煒
を
始
め
第
二
世
代
（「
文
」
字
輩
）
の
者
た
ち
が
庭
槐
か

ら
『
万
病
回
春
』
の
校
正
を
命
ぜ
ら
れ
た
逸
話
を
記
す
。
こ
ん
な
作
業
が

出
世
の
役
に
立
つ
の
か
と
渋
る
「
文
」
字
輩
の
面
々
に
対
し
庭
槐
は
、
い

ず
れ
子
孫
か
ら
科
挙
で
名
を
成
す
者
が
出
る
と
す
れ
ば
、
済
民
に
利
す
る

こ
の
書
を
刊
行
し
た
功
徳
こ
そ
が
土
台
と
な
る
は
ず
だ
と
諭
し
た
と
い
う
。

　

話
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
第
二
世
代
が
ま
だ
少
年
期
に
あ
っ
た

は
ず
の
初
刻
本
刊
行
時
の
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。
そ
れ
な
ら

ば
周
庭
槐
が
助
力
の
一
環
と
し
て
自
分
の
息
子
や
甥
た
ち
に
校
正
を
手
伝

わ
せ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
話
が
繋
が
る
し
、
ま
だ
少
年
で
挙
業
に
熱
心

で
あ
っ
た
息
子
や
甥
た
ち（

（（（
（

が
、
科
挙
に
益
さ
ず
栄
達
に
繋
が
ら
な
い
医
書

の
校
正
作
業
を
渋
る
の
に
対
し
、
万
巻
楼
の
創
業
者
た
る
庭
槐
が
書
肆
と

し
て
の
心
構
え
を
説
い
て
諭
し
た
の
だ
と
理
解
出
来
る
か
ら
だ
。
対
し
て
、

万
暦
二
十
五
年
や
同
三
十
年
に
は
第
二
世
代
の
多
く
は
と
う
に
成
人
を
迎

え
て
い
る
は
ず
で
、
も
し
そ
の
年
に
な
っ
て
初
め
て
家
業
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
儒
を
棄
て
て
商
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
ら
、
挙
業
に
直
結
し
な
い
な
ど
と
い
う
不
満
を
今
更
な
が
ら
に
述
べ

た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
れ
は
万
暦
十
六
年
序
刊
の
初
刻
本

の
校
正
時
の
逸
話
と
し
て
理
解
し
た
い
。

　

ま
た
、
周
庭
槐
が
こ
こ
ま
で
重
要
性
を
強
調
し
た
書
物
だ
か
ら
こ
そ
、

周
氏
は
僅
か
十
五
年
の
間
に
三
度
も
刊
行
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
想
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像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
万
暦
三
十
年
周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿
重
刊
本

は
、
万
暦
二
十
八
年
ま
で
万
巻
楼
主
人
と
し
て
周
氏
の
刻
書
業
の
中
心
に

あ
っ
た
周
曰
校
の
隠
居
な
い
し
死
去
を
承
け
て
第
二
世
代
の
面
々
が
事
業

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
際
に
、
記
念
す
べ
き
自
分
た
ち
の
最
初
の
刊

行
物
と
し
て
、
少
年
期
に
父
や
族
父
に
当
た
る
周
庭
槐
か
ら
家
業
の
尊
さ

を
教
え
込
ま
れ
た
思
い
出
の
書
物
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は

飛
躍
の
し
す
ぎ
だ
と
し
て
も
、
初
刻
本
の
万
暦
十
六
年
は
お
ろ
か
、
第
二

世
代
が
三
度
目
の
刊
行
を
行
っ
た
万
暦
三
十
年
に
さ
え
も
ま
だ
生
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
周
亮
工
が
こ
の
話
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
周
文
煒

を
始
め
と
す
る
第
二
世
代
の
面
々
に
と
っ
て
、
周
庭
槐
の
こ
の
言
葉
は
よ

ほ
ど
印
象
的
な
金
言
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
十
）
汪
淇
蜩
寄
還
読
齋
―
―
虎
林
の
奸
賈

　

⑤
で
は
、
そ
れ
か
ら
数
十
年
を
経
て
、
虎
林
（
杭
州
）
で
「
善
本
」
と

の
角
書
を
加
え
た
海
賊
版
が
現
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
最
初
は
「
王
宇
泰

先
生
重
訂
」
と
偽
り
、
そ
れ
が
露
見
す
る
と
今
度
は
龔
廷
賢
の
名
を
出
し

て
販
売
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
周
亮
工
は
、
そ
の
貪
欲
さ
に
つ
い
て
は

敢
え
て
罰
し
よ
う
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
勝
手
に
薬
の
名
を
改
め
た

り
配
合
を
変
え
た
り
す
る
の
は
命
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
杭
州
刊
本
が

天
下
に
利
す
る
書
物
た
る
べ
き
『
万
病
回
春
』
を
天
下
を
害
す
る
書
物
に

変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
は
亡
き
祖
父
の
意
に
も
反
す
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
捨
て
置
け
ず
、
そ
の
た
め
に
自
ら
全
面
的
に
校
訂
し
、
全
て
旧
版
の

通
り
に
し
た
も
の
を
「
原
本
」
と
の
角
書
を
加
え
て
刊
行
す
る
こ
と
に
し

た
と
の
経
緯
を
述
べ
る
。
前
掲
の
封
面
告
白
に
も
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
る
ほ
ど
話
の
筋
は
通
っ
て
い
る
。
周
亮
工
ほ

ど
の
地
位
な
ら
ば
、
単
に
金
儲
け
の
た
め
な
ら
も
っ
と
効
率
の
良
い
方
法

が
他
に
幾
ら
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
宣
伝
文
句
で
あ
る
の
み
に

止
ま
ら
ず
、
あ
る
程
度
本
気
で
言
っ
て
い
る
面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
周
亮
工
が
口
を
極
め
て
罵
っ
て
い
る
杭
州
刊
本
と
い
う
の

は
現
存
す
る
の
だ
ろ
う
か
。「
王
宇
泰
先
生
重
訂
」
を
謳
う
も
の
は
見
つ

け
て
い
な
い
が（

（（（
（

、
そ
れ
が
偽
書
と
露
見
し
た
後
に
龔
廷
賢
名
義
に
改
め
て

売
り
続
け
た
と
い
う
版
本
は
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
即
ち
、「
萬
病

囘
春
例
言
」
の
末
尾
に
「（
低
二
格
）
峕
／
康
熙
元
年
一
陽
月
冬
至
日
西

陵
後
學
憺
漪
子
汪　

淇
右
子
氏
識
于
孝
／
（
低
二
格
）
友
堂
別
業
」
と
署

名
し
、
各
巻
巻
頭
第
二
〜
四
行
の
間
の
界
線
上
に
低
二
格
で
「
金
谿　

太

醫
院
雲
林
龔
廷
賢
子
才
甫
編
輯
／
錢
塘　

後
學
憺
漪
子
汪　

淇
右
子
氏
重

定
」
と
あ
り
、
全
葉
の
版
心
下
部
に
「
蜩
寄
」
と
見
え
る
『
增
定
便
攷
萬

病
囘
春
善
本
』
八
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
［
欠
巻
七
］）
で
あ
る
。
白
紙
藍
印

の
封
面
も
下
四
分
の
一
ほ
ど
を
欠
損
す
る
も
の
の
残
っ
て
い
て
、
天
頭
に
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「
醫　

家　

必　

讀
」
と
横
書
き
し
、
左
右
三
欄
に
区
切
っ
て
右
欄
に
「
龔

雲
林
先
生
著
」、
中
央
に
大
字
で
「
萬
病
回
春
善
□
」、
左
に
小
字
で
三
行

の
告
白
を
記
し
（
告
白
末
の
署
名
の
有
無
は
欠
損
に
よ
り
不
明
）、
左
上

に
陽
刻
楕
円
「
欣
賞
」
朱
印
、
右
下
に
陰
刻
正
方
「
還
讀
／
齋
」
朱
印
を

捺
す
。
こ
の
封
面
印
の
「
還
讀
齋
」
と
版
心
に
見
え
る
「
蜩
寄
」
は
、
い

ず
れ
も
安
徽
休
寧
出
身
の
汪
淇
が
明
末
清
初
に
杭
州
で
営
ん
だ
書
肆
の
名

で
あ
る（

（（（
（

。
つ
ま
り
、
同
書
は
封
面
題
も
巻
首
題
も
「
善
本
」
の
二
字
を
含

み
、
封
面
に
「
龔
雲
林
先
生
著
」
と
掲
げ
る
杭
州
刊
本
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
周
亮
工
の
指
摘
す
る
特
徴
に
合
致
す
る
。
康
熙
元
年
序
刊
で
あ
る
か

ら
年
代
の
辻
褄
も
合
い
、
周
亮
工
を
怒
ら
せ
た
の
は
同
書
に
相
違
あ
る
ま
い
。

　

同
書
を
万
暦
三
十
年
周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿
重
刊
本
や
万
暦
二
十

五
年
周
曰
校
重
刊
本
を
底
本
と
す
る
古
活
字
本
な
ど
と
比
べ
る
と
、
見
易

さ
を
考
慮
し
て
か
処
方
箋
に
示
す
原
料
の
排
列
順
を
変
え
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
分
量
の
注
記
で
「
二
」
を
「
一
」
に
誤
る
な
ど
の
誤
刻
も
皆
無
で

は
な
い
。
し
か
し
、
万
暦
三
十
年
周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿
重
刊
本
に

も
誤
刻
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
あ
る
し
、『
万
病
回
春
』
は
建
陽
の
余
氏
萃

慶
堂
が
万
暦
十
七
年
余
泗
泉
刊
本
（
研
医
会
図
書
館
蔵
）・
万
暦
三
十
三

年
余
泗
泉
刊
本
（
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）・
崇
禎
七
年
余
継
泉
刊

本
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
な
ど
何
度
も
翻
刻
し
て
い
る
の
を
始
め
、

前
述
の
蘇
州
葉
龍
溪
重
刊
本
な
ど
も
あ
り
、
翻
刻
本
の
版
種
は
非
常
に
多

い
。
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
数
あ
る
翻
刻
本
の
う
ち

汪
淇
の
杭
州
刊
本
だ
け
が
非
難
さ
れ
た
理
由
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

第
四
章　

金
陵
万
巻
楼
と
金
閶
大
業
堂

　
（
一
）
残
さ
れ
た
問
題
点

　

以
上
、
本
論
で
は
三
章
に
渡
っ
て
明
末
清
初
に
金
陵
に
お
い
て
非
常
に

活
発
な
出
版
活
動
を
行
っ
た
周
氏
万
巻
楼
と
周
氏
大
業
堂
の
関
係
の
考
察

を
中
心
に
据
え
つ
つ
、
金
谿
周
氏
が
金
陵
で
営
ん
だ
書
肆
の
活
動
状
況
や
、

そ
の
刊
本
の
書
誌
に
つ
い
て
論
じ
て
来
た
。
筆
者
の
出
発
点
は
両
書
肆
が

重
要
な
章
回
小
説
版
本
を
多
く
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
両
者
の

間
に
継
承
関
係
が
確
認
さ
れ
、
更
に
は
醉
耕
堂
ま
で
も
が
こ
の
列
に
連
な

る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
で
、
今
後
の
章
回
小
説
研
究
に
資
す
る
点
は
少

な
く
な
い
も
の
と
信
ず
る
。
ま
た
、
大
業
堂
嫡
流
の
周
亮
工
が
、
万
巻
楼

に
代
表
さ
れ
る
一
族
の
刻
書
の
創
業
時
期
を
嘉
隆
間
だ
と
証
言
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
も
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
明
末
清
初
に
金
陵
で
刻
書
を
行
っ
た
周
姓
の
人
物
は
甚
だ
多

く
、
筆
者
の
調
査
の
及
ん
で
い
な
い
者
も
相
当
な
数
に
上
る
。
例
え
ば
、
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許
振
東
・
宋
占
茹
「
明
代
金
陵
周
氏
家
族
刻
書
成
員
与
書
坊
考
述
」（
第

二
章
第
一
節
前
掲
）
で
は
、
い
ず
れ
も
前
掲
『
中
国
印
刷
史
』『
明
代
版

刻
綜
録
』『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
の
三
書
に
明
末
に
金
陵
で
出
版
を

行
っ
た
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
人
物
を
全
て
抽
出
し
て
、
以
下
の
二

十
六
人
を
挙
げ
て
い
る
（
一
〇
六
頁
）。

周
如
山
（
大
業
堂
）、
周
敬
泉
（
大
有
堂
）、
周
如
溟
（
文
斐
堂
）、

周
顕
、
周
文
煥
、
周
文
華
、
周
前
山
、
周
庭
槐
、
周
誉
吾
、
周
玉
堂
、

周
敬
吾
、
周
敬
松
、
周
曰
校
（
万
巻
楼
）、
周
桂
山
、
周
昆
岡
、
周

時
翰
、
周
四
達
、
周
竹
潭
（
嘉
賓
堂
）、
周
希
旦
、
周
近
泉
、
周
楽
泉
、

周
楽
軒
、
周
如
泉
、
周
宗
孔
、
周
宗
顔
、
周
用

　

周
前
山
と
周
庭
槐
、
周
竹
潭
と
周
宗
孔
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
数
え
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
他
に
も
同
じ
人
物
の
名
・
字
・
号
を
別
人
と
し
て
数
え
て
い

る
例
は
あ
り
そ
う
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
本
稿
で
調
べ
の
及
ん
で
い
な
い

人
物
が
相
当
数
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
右
に
列
挙
さ
れ
て
い
る

人
物
が
全
て
金
谿
周
氏
の
同
族
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、「
文
」
字
輩

で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
者
も
い
る
し
、
敬
素
周
希
旦
や
敬
竹
周
時
泰
と

同
じ
「
敬
」
を
一
字
目
に
持
つ
者
が
多
い
の
も
目
を
引
く
。『
全
明
分
省

分
県
刻
書
考
』
を
根
拠
と
す
る
周
竹
潭
が
嘉
賓
堂
主
人
で
あ
っ
た
と
い
う

の
が
本
当
な
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
っ
て
、
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　

そ
ん
な
中
で
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
金
谿
周
氏
が
金
陵
以
外

の
地
で
も
刻
書
活
動
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
文
革
紅
注
（
4
）

二
〇
一
〇
年
論
文
は
、
懐
徳
堂
が
『
焦
氏
說
楛
』
七
巻
（
筆
者
未
見
）
で

は
「
南
京
周
氏
懐
徳
堂
」、
崇
禎
十
二
年
刊
『
地
理
大
全
』（
筆
者
未
見
）

で
は
「
金
陵
懐
徳
堂
」、
乾
隆
五
年
の
『
唐
陸
宣
公
集
』
二
十
二
巻
（
筆

者
未
見
）
で
は
「
雲
林
懐
徳
堂
梓
」
と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、

周
氏
懐
徳
堂
は
金
陵
の
他
に
金
谿
に
も
支
店
を
構
え
て
い
た
と
推
測
し
て

い
る
（
二
一
五
頁
）。
こ
れ
は
「
繡
谷
唐
氏
世
徳
堂
」
の
よ
う
に
主
人
の

姓
を
修
飾
す
る
地
名
な
ら
ば
籍
貫
と
解
釈
す
れ
ば
良
い
が
、
地
名
が
書
肆

名
に
直
接
か
か
る
場
合
は
主
人
の
籍
貫
で
は
な
く
書
肆
の
所
在
地
と
解
釈

す
べ
き
だ
と
の
見
地
か
ら
の
説
で
あ
る
。
ま
ず
そ
れ
を
認
め
る
か
否
か
と

い
う
問
題
が
あ
ろ
う
が
、
仮
に
認
め
る
に
せ
よ
、
挙
が
っ
て
い
る
の
は
年

代
不
明
の
清
版
・
崇
禎
十
二
年
・
乾
隆
五
年
の
三
例
で
同
時
期
の
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
支
店
を
構
え
て
い
た
の
で
は
な
く
移
転
し
た
な
ど
の
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
よ
り
厳
密
な
検
証
を
要
す
る
説
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

　

だ
が
、
万
巻
楼
や
大
業
堂
が
金
陵
で
活
動
し
て
い
た
の
と
同
時
期
に
、

万
巻
楼
や
大
業
堂
が
別
の
地
名
を
冠
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
版
本
の
存

在
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
略
述
し
て
結
び
と
し
た
い
。

　
（
二
）
石
城
万
巻
楼
―
―
金
陵
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
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『
葉
相
國
選
訂
百
子
類
函
』
四
十
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
は
、
枠
内
を
区

切
ら
ず
に
「
葉
相
國
選
訂
／
百
子
類
函
／
金
陵
萬
卷
樓
校
刋
」（
中
央
大

字
、
左
は
下
寄
せ
）
と
記
す
封
面
を
持
ち
、「
葉
臺
山
先
生
百
子
類
函
序
」

の
末
尾
に
「　
峕
／
萬
曆
壬
子
（
四
十
年
）
孟
夏
望
日
之
吉
玉
茗
堂
／　

清
遠
道
人
臨
川
年
弟
湯
顯
祖
謹
／　

撰
」
と
署
名
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
巻

一
巻
頭
第
二
〜
五
行
に
低
六
格
で
「
東
閣
大
學
士
福
清
葉
向
髙
進
卿
甫
選

訂
／
玉
茗
堂
主
人
臨
川
湯
顯
祖
義
仍
甫
校
正
／
玉
茗
堂
門
人
後
學
周
大
賚

仁
父
甫
叅
閲
／
（
更
に
低
五
格
）
石
城
萬
卷
樓
周
氏
校
刋
行
」
と
あ
る
。

　

万
暦
四
十
年
序
刊
の
周
氏
万
巻
楼
刊
本
だ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
良
い

と
し
て
、
問
題
は
「
石
城
萬
卷
樓
周
氏
」
だ
。
も
し
こ
れ
が
「
萬
卷
樓
石

城
周
氏
」
で
あ
れ
ば
、「
石
城
」
は
万
巻
楼
主
人
の
号
と
解
釈
す
る
こ
と

も
出
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
順
と
な
る
と
地
名
と
取
る
の
が
素
直
だ
ろ
う
。

　

で
は
こ
れ
は
ど
こ
を
指
す
の
か
。
江
西
に
贛
州
府
石
城
県
が
あ
る
が
、

同
じ
江
西
で
も
周
氏
の
籍
貫
で
あ
る
撫
州
府
金
谿
県
と
は
か
な
り
距
離
が

あ
り
、
周
氏
に
縁
の
地
と
は
言
え
そ
う
に
な
い
。
封
面
に
は
「
金
陵
萬
卷

樓
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
金
陵
の
地
名
と
し
て
解
釈
出
来
る
な
ら
そ
れ
が

一
番
素
直
だ
ろ
う
。
宋
代
か
ら
南
京
城
内
に
は
石
城
坊
と
い
う
通
り
が
あ
っ

た
と
い
う
か
ら
、
そ
こ
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、

周
文
煒
が
居
を
構
え
た
状
元
境
か
ら
は
地
下
鉄
一
駅
分
ほ
ど
距
離
が
あ
る
。

或
い
は
、「
石
頭
城
」
に
由
来
す
る
金
陵
自
体
の
異
称
だ
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ち
ら
の
場
合
は
、
特
に
気
に
す
る
ほ
ど
の
こ

と
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
諸
賢
の
ご
教
示
に
俟
ち
た
い
。

　

な
お
、
周
曰
校
の
代
に
万
巻
楼
が
金
陵
の
ど
こ
で
活
動
し
て
い
た
か
を

明
示
す
る
資
料
は
今
回
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
一
つ
だ
け
気
に

な
る
著
録
が
あ
る
。『
中
国
古
代
小
説
総
目
・
白
話
巻
』（
山
西
教
育
出
版

社
、
二
〇
〇
四
）
の
石
雷
「
包
龍
図
判
百
家
公
案
一
百
回
」
項
（
八
〜
一

〇
頁
）
に
よ
る
と
、『
新
鍥
全
像
包
孝
肅
公
百
家
公
案
演
義
』
六
巻
（
漢

城
大
学
奎
章
閣
蔵
、
未
見
）
の
巻
二
巻
頭
に
「
饒
安
育
元
堂
完
熙
生
校
編

／
金
陵
萬
卷
樓
周
對
峰
繡
梓
」
と
あ
り
、「
叙
百
家
公
案
小
説
」
の
末
尾

に
「
聖
天
子
御
極
歳
在
丁
酉
〔
万
暦
二
十
五
年
〕
□
正
月
饒
安
完
熙
生
書

于
□
山
萬
卷
樓
」
と
署
名
す
る
と
い
う
。
こ
の
「
□
山
萬
卷
樓
」
と
い
う

の
は
、
お
そ
ら
く
万
巻
楼
の
所
在
地
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
万
暦
間
の
金

陵
の
書
肆
の
所
在
地
で
「
□
山
」
と
言
え
ば
、
ま
ず
は
「
三
山
」
が
疑
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三
山
街
に
あ
っ
た
と
確
認
出
来
る
唐
氏
世
徳
堂
と

し
ば
し
ば
共
同
出
版
を
行
っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
周
曰
校
万
巻
楼
が
三
山

街
に
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
、
先
に
見

た
「
石
城
」
や
、
周
文
煒
以
下
の
大
業
堂
の
家
系
は
状
元
境
に
住
ん
で
い

た
事
実
と
の
整
合
性
が
取
れ
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き



─ 263 ─

た
い
。

　
（
三
）
金
閶
大
業
堂
と
「
呉
郡
」
周
如
泉

　

一
方
、
明
末
清
初
の
金
閶
（
蘇
州
の
異
称
）
に
大
業
堂
を
名
乗
る
書
肆

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
左
右
三
欄
に
分
け
て
「
李
卓
吾
先
生
評

次
／
三
國
志
／
繡
繪
全
像
（
隔
三
格
）
金
閶
大
業
堂
藏
板
」（
中
央
大
字
）

と
記
し
た
封
面
を
持
つ
『
三
国
演
義
』
の
図
の
み
の
残
本
が
京
都
大
学
文

学
部
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
梁
蘊
嫻
「『
李
卓
吾
先
生
批
評

三
国
志
真
本
』（
宝
翰
楼
本
）
の
挿
絵
に
つ
い
て
―
―
合
戦
場
面
の
図
を

中
心
に
―
―
」（
瀧
本
弘
之
編
『
中
国
古
典
文
学
挿
画
集
成
（
六
）・
全
相

平
話
五
種
／
三
国
志
演
義
（
宝
翰
楼
本
）』
所
収
、
遊
子
館
、
二
〇
〇
九
）

に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
京
大
文
学
部
図
書
館
に
は
も
う
一
本
『
三
国
演
義
』

の
図
の
み
の
残
本
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
封
面
も
含
め
て
図
以
外
を
全
て
欠

い
て
い
る
た
め
封
面
題
も
巻
首
題
も
刊
行
元
も
分
か
ら
な
い
が
、
右
の
金

閶
大
業
堂
蔵
板
本
と
同
版
先
刷
り
で
、
第
一
葉
は
両
者
異
版
と
な
っ
て
い

る
。
従
っ
て
、
金
閶
大
業
堂
蔵
板
本
は
封
面
欠
の
残
本
の
後
修
本
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
梁
氏
は
更
に
封
面
欠
の
残
本
の
図
が
北
京
師
範
大

学
図
書
館
所
蔵
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
真
本
』（
筆
者
未
見
）
の

そ
れ
と
完
全
に
同
版
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（（（
（

。『
李
卓
吾
先
生
批

評
三
国
志
真
本
』
は
概
ね
崇
禎
刊
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

金
閶
大
業
堂
蔵
板
本
は
〔
清
初
〕
後
修
と
見
て
お
け
ば
大
過
あ
る
ま
い
。

　

ま
た
、
枠
内
を
区
切
ら
ず
に
右
半
分
に
「
潘
海
虞
先
生
彙
集
／
輿
圖
備

攷
全
書
」（
二
行
目
大
字
）
と
記
し
、
左
半
分
に
は
三
段
に
分
け
て
大
ま

か
な
編
目
を
記
し
、
左
下
隅
に
「
三
吳
大
業
堂
重
梓
」
と
記
す
墨
印
の
封

面
を
持
つ
『
彙
輯
輿
圖
備
考
全
書
』
十
八
巻
（
台
湾
国
家
図
書
館
等
蔵
）

も
あ
る
。
台
湾
国
図
本
は
左
下
に
「
本
衙
藏
板
／
翻
刻
必
究
」
の
朱
戳
、

中
央
上
に
魁
星
朱
円
印
を
捺
す
。「（
低
二
格
）
峕マ

マ

（
隔
四
格
）
峕マ

マ

／
順
治

七
年
歳
次
庚
寅
菊
／　

月
楚
黄
通
家
友
生
李
／　

長
庚
頓
首
拜
撰
」
と
末

尾
に
署
名
す
る
「
輿
圖
備
攷
全
書
序
」
が
あ
る
が
、
こ
の
「
順
治
七
年
」

は
版
築
居
刊
本
の
「
崇
禎
六
年
」
を
埋
木
改
刻
し
た
も
の
で
、
同
書
は
各

巻
巻
頭
の
「
繡
谷
傅
昌
辰
少
山
氏
較
梓
」
と
版
心
下
部
の
「
版
築
居
」
を

削
り
取
っ
た
後
修
本
で
あ
る
こ
と
を
、
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
前

掲
）
が
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
っ
て
指
摘
し
て
い
る
（
一
八
八

頁
。
台
湾
国
図
本
に
も
王
氏
の
指
摘
す
る
改
刻
の
特
徴
が
見
え
る
）。
封

面
で
「
重
梓
」
と
謳
い
な
が
ら
実
態
は
他
書
肆
の
刊
本
の
後
修
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
の
は
金
陵
周
氏
大
業
堂
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
し
、
元
の
刊
行

者
が
繡
谷
（
金
谿
）
の
人
な
の
で
金
谿
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
版

木
を
入
手
し
た
と
考
え
れ
ば
す
ん
な
り
理
解
出
来
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
三

吳
大
業
堂
」
と
い
う
の
は
周
氏
大
業
堂
で
あ
る
可
能
性
が
大
い
に
高
か
ろ
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う
。
問
題
は
「
三
吳
」
が
ど
こ
を
指
す
か
で
あ
る
。
三
呉
と
い
う
の
は
時

代
に
よ
っ
て
指
す
範
囲
の
変
わ
る
語
で
あ
り
、
広
義
に
は
江
南
一
帯
を
指

し
て
金
陵
も
含
み
得
る
。
だ
が
、
狭
義
に
用
い
る
場
合
は
、
蘇
州
及
び
そ

の
近
隣
地
域
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
金
陵
の
意
味
で
あ
れ
ば
周
氏
大
業
堂

は
い
つ
も
通
り
金
陵
な
り
秣
陵
な
り
の
分
か
り
易
い
呼
称
を
用
い
る
は
ず

で
、
わ
ざ
わ
ざ
三
呉
な
ど
と
い
う
紛
ら
わ
し
い
表
現
は
使
わ
な
い
だ
ろ
う
。

従
っ
て
、
先
の
金
閶
大
業
堂
の
例
と
併
せ
て
、
蘇
州
で
も
周
氏
大
業
堂
が

活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
見
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

で
は
、
周
氏
一
族
に
は
、
特
に
大
業
堂
名
義
で
の
刻
書
を
行
う
周
庭
槐

の
直
系
子
孫
た
ち
の
中
に
は
、
明
末
清
初
に
蘇
州
で
活
動
し
て
い
そ
う
な

人
物
は
見
つ
か
る
だ
ろ
う
か
。
う
っ
て
つ
け
の
人
物
が
い
る
。
庭
槐
の
子

に
し
て
大
業
堂
名
義
で
の
刻
書
を
始
め
た
と
思
し
き
如
山
周
文
煒
の
同
母

弟
に
当
た
る
、
如
泉
周
文
燿
で
あ
る
。
第
三
章
第
一
節
で
触
れ
た
通
り
、

周
文
煒
が
周
文
燿
に
宛
て
た
と
思
し
き
「
與
泉
弟
」
と
い
う
手
紙
が
残
っ

て
い
る
が
、
同
居
し
て
い
る
弟
に
わ
ざ
わ
ざ
手
紙
な
ど
書
か
な
い
だ
ろ
う

か
ら
、
こ
れ
は
周
文
燿
が
周
文
煒
と
別
れ
て
暮
ら
し
た
時
期
が
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
よ
う
。
そ
し
て
、
前
掲
『
頼
古
堂
尺
牘
新
鈔
二
選
藏
弆
集
』
巻

八
に
収
め
る
「
與
泉
弟
」
の
全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

人
に
し
て
収
閉
の
年
に
當
る
も
、
猶
ほ
名
に
務
め
開
發
す
る
は
、
大

い
に
不
祥
な
り
。
少
年
の
人
に
一
點
の
少
年
の
氣
無
く
ん
ば
、
春
に

し
て
秋
の
令
を
行
ふ
な
り
。
尚
ほ
且
つ
老
年
の
人
に
一
點
の
老
年
の

氣
無
く
し
て
、
冬
に
し
て
春
の
令
を
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
危
ふ

い
か
な
危
ふ
い
か
な（

（（（
（

。

こ
れ
は
お
よ
そ
壮
年
期
の
作
で
は
な
く
、
老
境
に
差
し
掛
か
っ
て
な
お
第

一
線
で
頑
張
ろ
う
と
す
る
弟
を
た
し
な
め
る
手
紙
に
見
え
る
。
し
て
み
れ

ば
、
こ
の
手
紙
は
彼
ら
が
老
境
に
入
っ
た
崇
禎
順
治
間
に
、
こ
の
兄
弟
が

離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
受
け
取
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、『
雙
井
軒
手
授
易
経
心
訣
』
四
巻
（
加
賀
市
立
中
央
図
書
館

聖
藩
文
庫
蔵
）
に
、
双
辺
の
間
に
各
辺
一
頭
ず
つ
龍
を
描
い
た
白
紙
朱
藍

套
印
の
封
面
が
残
っ
て
い
る
。
枠
内
は
左
右
三
欄
に
区
切
り
、「（
藍
）
雙

井
軒
手
授
（
隔
二
格
、
朱
）
｛本
衙
蔵
板
／
翻
刻
必
究
｝
／
（
朱
、
大
字
）

易
經
主
意
心
訣
／
（
藍
、
下
寄
せ
）
吴
郡
周
如
泉
繍
梓
」
と
記
し
て
い
る
。

「
吴
郡
」
と
言
え
ば
蘇
州
の
古
名
に
基
づ
く
異
称
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
籍

貫
表
記
は
如
泉
周
文
燿
が
蘇
州
に
移
住
し
、
そ
こ
で
出
版
活
動
を
行
っ
て

い
た
こ
と
を
表
す
と
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
て
み
れ
ば
、
先
に
見

た
金
閶
大
業
堂
や
三
呉
大
業
堂
と
い
う
の
も
、
如
泉
周
文
燿
本
人
か
、
或

い
は
そ
の
子
や
孫
の
営
む
書
肆
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。
ど
う
や

ら
周
文
燿
は
金
陵
万
巻
楼
主
人
か
ら
金
閶
大
業
堂
主
人
に
転
じ
て
い
た
よ
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う
だ
。

　

同
書
に
は
刊
年
の
手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
な
記
載
は
無
い
が（

（（（
（

、
第
一
章

第
三
・
四
節
で
見
た
よ
う
に
、
如
泉
周
文
燿
は
崇
禎
元
年
に
「
萬
卷
樓
周

如
泉
」
を
名
乗
っ
て
劉
孔
敦
が
金
陵
万
巻
楼
で
増
補
校
訂
に
当
た
っ
た
『
圖

像
本
草
蒙
筌
』
を
刊
行
し
て
い
る
か
ら
、
蘇
州
で
こ
れ
を
印
行
し
た
の
は

崇
禎
年
間
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、
同
書
の
「
雙
井
軒
手
授
易

經
心
訣
凢
例
」
の
末
尾
に
「（
低
三
格
）（
六
字
格
破
損
）
□
□
元
建
氏（

（（（
（

書

于
秣
陵
之
萬
卷
樓
」
と
あ
る
の
で
、
周
文
燿
は
蘇
州
で
も
金
陵
の
本
家
に

滞
在
す
る
文
人
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
刻
書
に
当
た
っ
て
い
た
か
、
金
陵
で

作
っ
た
版
木
を
蘇
州
ま
で
持
っ
て
行
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と

な
る
と
、『
圖
像
本
草
蒙
筌
』
も
蘇
州
に
い
な
が
ら
金
陵
と
連
絡
を
取
り

つ
つ
刊
行
し
た
可
能
性
も
無
い
と
は
言
え
な
く
な
り
、
移
住
の
時
期
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

　

そ
も
そ
も
、
如
泉
周
文
燿
が
移
り
住
む
前
か
ら
、
周
氏
万
巻
楼
グ
ル
ー

プ
は
蘇
州
の
書
肆
と
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
今
回
確
認
出
来
た
最
初
の
金
陵
周
氏
万
巻
楼
刊
本
で
あ
る
万
暦
五

年
序
の
周
曰
校
・
周
宗
孔
・
周
庭
槐
刊
本
『
新
刋
古
今
醫
鑑
』
に
、「
萬

曆
戊
子
年
（
十
六
年
）
姑
／
蘇
會
文
堂
刋
行
」
と
の
蓮
牌
木
記
を
持
つ
後

修
本
が
あ
る
（
注
（
21
）
参
照
）
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
注
（
83
）
に
金
陵

周
氏
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
と
建
陽
余
氏
萃
慶
堂
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
の
用

意
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
い
た
が
、
こ
う
し
た
地
域
の
異
な
る
書
肆
同

士
の
交
流
の
実
態
は
、
ま
だ
殆
ど
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
こ
れ
か
ら
の
研

究
課
題
と
言
え
よ
う
。
今
後
は
そ
の
よ
う
な
問
題
に
も
目
を
向
け
て
行
き

た
い
。

〔
注
〕

（
1
）　

各
版
本
の
詳
細
は
前
論
①
参
照
。
な
お
、『
西
遊
記
』
を
除
く
世

徳
堂
刊
本
三
種
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
金
陵
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
講
史

小
説
三
種
と
上
元
王
氏
の
双
面
連
式
挿
画
に
つ
い
て
」（
瀧
本
弘
之

編
『
中
国
古
典
文
学
挿
画
集
成
（
九
）・
小
説
集
（
三
）』
所
収
、
遊

子
館
、
二
〇
一
四
。
以
下
前
論
③
と
称
す
）
で
よ
り
詳
し
い
書
誌
情

報
を
示
し
た
。

（
2
）　

前
論
②
で
は
「
唐
廷
仁
と
唐
晟
の
両
者
が
い
ず
れ
も
南
京
光
禄
寺

の
官
に
着
い
た
の
か
、
或
い
は
実
際
の
官
職
と
は
無
関
係
に
代
々
自

称
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
解
釈
が
あ
り
得
る
の
か
、
筆
者

に
は
現
時
点
で
は
判
断
が
付
か
な
い
」（
一
七
一
頁
）
と
し
て
お
い

た
が
、
陳
書
録
・
紀
玲
妹
「
唐
順
之
《
任
光
禄
竹
溪
記
》
所
記
主
人

与
創
作
時
間
考
」（『
江
海
学
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
）
に
お
い
て
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唐
順
之
の
舅
の
任
卿（
字
世
臣
、号
竹
溪
）が
光
禄
寺
署
丞（
従
七
品
）

の
官
に
よ
っ
て
「
任
光
禄
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
光
禄
寺
の
低
位
の
官
に
よ
っ
て
「
光
禄
」
と
称
し
得
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
し
て
み
れ
ば
、
万
暦
四
十
年
代
に
「
金
陵
光
禄
」
を

名
乗
り
「
光
禄
／
之
章
」
印
ま
で
使
っ
て
い
る
唐
晟
が
、
そ
の
時
点

で
実
際
に
南
京
光
禄
寺
の
官
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
動
く
ま
い
。
前

論
②
で
も
触
れ
た
通
り
光
禄
寺
の
低
位
の
官
は
捐
納
な
ど
に
よ
り
就

任
し
や
す
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、万
暦
二
十
年
代
前
半
に「
唐

光
禄
」
や
「
光
禄
龍
泉
唐
君
」
と
呼
ば
れ
た
唐
廷
仁
も
、
実
際
に
南

京
光
禄
寺
の
官
に
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
現
在
で
は
考
え

て
い
る
。
前
論
②
で
は
光
禄
の
称
号
が
世
徳
堂
の
屋
号
と
同
時
に
唐

廷
仁
か
ら
唐
晟
に
世
襲
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
し
た
が
、
実
際
に

就
任
し
た
官
職
な
ら
ば
世
襲
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
た
ま
た
ま
二
代

続
け
て
南
京
光
禄
寺
の
官
に
就
い
た
か
、
或
い
は
唐
晟
が
捐
納
な
ど

の
手
段
で
意
図
的
に
先
代
と
同
じ
官
職
を
手
に
入
れ
た
か
の
ど
ち
ら

か
で
あ
ろ
う
。

（
3
）　

本
稿
で
は
、
姓
名
と
号
が
判
明
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
こ
の
よ
う
に
「
号
＋
姓
＋
名
」
の
形
で
表
記
す
る
。

（
4
）　

蘇
子
裕
「
明
代
戯
曲
出
版
物
之
最
―
―
江
西
人
編
選
、
出
版
的
劇

本
」（
江
西
省
文
芸
学
会
二
〇
〇
三
年
年
会
論
文
集
）、
博
玫
・
文
革

紅
「
試
析
明
清
時
期
江
西
金
谿
部
分
儒
生
向
刻
書
業
的
身
份
転
型
」

（『
南
昌
航
空
大
学
学
報
社
会
科
学
版
』
第
十
一
巻
第
三
期
、
二
〇
〇

九
）、
文
革
紅
「
江
西
小
説
刊
刻
地
―
―
〝
雲
林
〟
考
」（『
明
清
小

説
研
究
』
二
〇
一
〇
年
第
一
期
）
等
参
照
。

（
5
）　

以
下
で
は
単
に
内
閣
文
庫
と
称
す
。

（
6
）　

周
曰
校
と
唐
廷
仁
の
共
同
刊
本
は
、
他
に
万
暦
十
四
年
刊
同
十
六

年
序
刊『
史
漢
合
編
題
評
』八
十
八
巻
附
四
巻
と〔
万
暦
前
期
〕刊『
鐫

國
朝
名
公
翰
藻
超
奇
』
十
四
巻
の
二
例
を
確
認
し
て
い
る
（
前
論
②

一
七
二
頁
）。

（
7
）　

封
面
中
央
に
毎
字
隔
一
格
で「（
低
二
格
）周
氏
萬
卷
樓
重
刋
」、「
刻

公
餘
勝
覽
國
色
天
香
序
」
の
末
尾
に
「　
峕
／
萬
曆
丁
亥
（
十
五
年
）

夏
九
紫
山
人
謝
友
可
譔
／　

于
萬
卷
樓
」
と
あ
る
た
め
、
ま
ず
周
氏

万
巻
楼
万
暦
十
五
年
刊
本
（
未
発
見
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
自
ら
重
刊

し
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）　

周
曰
校
の
名
と
仁
寿
堂
の
名
が
共
に
見
え
る
版
本
に
は
、
他
に
周

曰
校
（
各
巻
巻
頭
）
と
仁
寿
堂
（
版
心
下
部
）
が
見
え
る
『
新
刋
官

板
批
評
正
百
將
傳
』（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）
や
、
周
曰
校
（
封
面

と
各
巻
巻
頭
）・
万
巻
楼
（
序
末
刊
記
）・
仁
寿
堂
（
版
心
下
部
）
と
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三
者
全
て
が
別
々
の
箇
所
に
見
え
る
周
曰
校
乙
本
『
三
国
演
義
』
な

ど
が
あ
る
。
な
お
、
前
者
の
翻
刻
本
で
あ
る
余
氏
萃
慶
堂
刊
本
（
内

閣
文
庫
、
国
立
国
会
図
書
館
等
蔵
）
や
、
後
者
の
覆
刻
本
で
あ
る
周

曰
校
丙
本
で
も
こ
の
点
は
同
じ
で
あ
る
。

（
9
）　

残
る
『
此
事
難
知
集
』
巻
下
と
『
外
科
精
義
』
巻
上
下
に
は
刊
行

者
名
は
見
え
な
い
。

（
10
）　

真
柳
誠
氏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
補
訂
版
に
よ
る
（
U
R
L
：

http://m
ayanagi.hum

.ibaraki.ac.jp/paper01/touen10sho.

htm
l

、
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
日
閲
覧
）。
初
出
は
『
和
刻
漢
籍

医
書
集
成
』
第
六
輯
（
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
八
九
）。

（
11
）　

前
論
①
注
19
で
は
「
六
・
八
・
九
・
十
三
・
十
四
の
各
葉
」
と
し

て
し
ま
っ
た
が
、
訂
正
す
る
。

（
12
）　

原
文
：「
友
人
周
希
旦
氏
孝
友
人
也
、
慕
先
生
之
高
致
、
乃
求
全

集
而
刻
之
金
陵
、
以
廣
其
傳
」。

（
13
）　

余
象
斗
の
名
・
字
・
号
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
従
来
諸
説

あ
っ
た
が
、
林
桂
如
「
余
象
斗
の
小
説
と
日
用
類
書
」（
東
京
大
学

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
論
文
、
同
題
で
コ
ン
テ
ン
ツ
ワ
ー
ク
ス
よ

り
オ
ン
デ
マ
ン
ド
出
版
、
二
〇
一
〇
）
の
注
7
に
お
い
て
、
崇
禎
元

年
序
刊
の
余
応
虬
・
余
応
科
刊
『
刻
仰
止
子
參
定
正
傳
地
理
統
一
全

書
』
十
二
巻
の
目
録
に
「
明
西
一
余
象
斗
著
字
仰
止
」（「
字
仰
止
」

は
小
字
）、
同
書
の
釈
天
麟
「
刻
地
理
全
書
敘
」
に
「
潭
陽
余
居
士

号
文
台
者
」
と
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

同
書
は
余
象
斗
本
人
の
著
作
を
そ
の
存
命
中
に
息
子
（
余
応
科
）
と

甥
（
余
応
虬
）
が
刊
行
し
た
も
の
な
の
で
、
全
面
的
に
信
を
置
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
林
氏
は
同
書
を
単
に
内
閣
文
庫
蔵
と
の
み
記

し
て
い
る
が
、
内
閣
文
庫
は
同
版
の
二
本
を
蔵
す
る
。
そ
の
う
ち
印

刷
の
早
い
請
求
記
号
二
九
一
―
四
六
は
、
巻
十
二
第
五
十
四
〜
五
十

八
葉
が
未
刊
で
、
巻
十
二
第
五
十
三
葉
版
心
に
そ
の
旨
を
明
記
し
て

あ
る
。
も
う
一
本
の
請
求
記
号
二
九
一
―
四
二
は
新
た
に
巻
十
二
第

五
十
四
葉
を
刻
し
て
い
る
が
、
第
五
十
五
〜
五
十
八
葉
は
構
想
倒
れ

に
終
わ
っ
た
よ
う
で
、
二
九
一
―
四
六
で
第
五
十
九
葉
だ
っ
た
葉
の

丁
付
を
「
五
十
五
」
に
改
め
、
以
降
の
丁
付
も
四
ず
つ
引
い
た
数
字

に
改
刻
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
図
書
館
が
二
九
一
―
四
二
よ
り
更

に
印
刷
の
遅
い
一
本
を
蔵
す
る
。

（
14
）　

陳
翔
華
「
略
論
余
象
斗
与
其
批
評
三
国
志
伝
」（『
三
国
志
演
義
古

版
叢
刊
五
種
』
第
一
冊
、
中
国
全
国
図
書
館
縮
微
複
製
中
心
、
一
九

九
五
）
参
照
。

（
15
）　

劉
世
徳
「『
三
国
志
演
義
』
朝
鮮
翻
刻
本
試
論
―
―
周
曰
校
刊
本
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研
究
之
二
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
一
〇
年
第
一
期
）
参
照
。

（
16
）　

陳
翔
華『
周
曰
校
刊《
三
国
志
通
俗
演
義
》的
初
刻
年
代
問
題
』（『
南

開
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
三
年
第
一
期
）
参
照
。

（
17
）　

中
川
諭
「
周
曰
校
刊
『
三
国
志
演
義
』
に
つ
い
て
」（『
東
北
大
学

中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
十
六
号
、二
〇
一
一
）、同
「
周
曰
校
刊
『
三

国
志
演
義
』
の
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
」（『
林
田
愼
之
助
博
士
傘
寿
記

念
三
国
志
論
集
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
）。

（
18
）　

原
文
：「
余
偶
過
金
陵
、
虗
舟
生
為
予
道
其
事
若
此
、
欲
付
諸
梓
、

而
乞
言
扵
予
」。

（
19
）　

な
お
、台
湾
国
家
図
書
館
蔵
本
と
東
文
研
仁
井
田
文
庫
蔵
本
に
は
、

三
欄
に
分
か
っ
て
左
右
に
「
全
像
海
剛
峰
／
居
官
公
案
傳
」、
中
央

に
下
寄
せ
で
「
煥
文
堂
重
校
梓
」
と
記
し
た
封
面
が
付
い
て
い
る
。

中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
は
封
面
欠
。
他
に
『
古
本
小
説
集
成
』（
上

海
古
籍
出
版
社
）
所
収
影
印
本
が
あ
り
、そ
の
底
本
（
所
蔵
元
不
明
）

は
上
記
三
者
と
同
版
の
別
本
で
、
こ
ち
ら
も
封
面
は
欠
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
本
は
い
ず
れ
も
版
木
の
損
傷
が
進
ん
で
お
り
、
上
梓
か
ら

か
な
り
の
時
間
を
経
て
の
印
と
思
し
い
。
煥
文
堂
の
封
面
を
持
つ
二

本
は
、
封
面
に
は
「
重
校
梓
」
と
あ
る
が
、
そ
の
通
り
煥
文
堂
が
虚

舟
生
万
巻
楼
刊
本
を
翻
刻
し
た
訳
で
は
な
く
、
虚
舟
生
万
巻
楼
刊
煥

文
堂
印
本
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
）　

外
側
の
左
右
に
は
毎
字
隔
半
格
で
「
醫
貫
古
今
滿
腔
生
意
天
人
化

／
功
垂
宇
宙
一
點
恒
心
父
子
傳
」
と
の
宣
伝
の
対
聯
を
、
内
側
の
左

右
に
は
大
字
で
「
龔
氏
父
子
新
編
／
古
今
醫
鑑
八
巻
」
と
の
封
面
題

を
記
す
。

（
21
）　

請
求
記
号
三
〇
一
―
九
七
。
内
閣
文
庫
に
は
他
に
大
尾
に
「
萬
曆

戊
子
年
（
十
六
年
）
姑
／
蘇
會
文
堂
刋
行
」
と
の
蓮
牌
木
記
を
持
つ

後
修
本
（
請
求
記
号
三
〇
―
四
）
も
あ
る
。
両
者
の
封
面
は
同
版
で

修
も
入
ら
ず
、
各
巻
巻
頭
の
記
載
に
も
変
更
は
無
い
。
三
〇
一
―
九

七
は
三
〇
―
四
に
は
無
い
後
付
を
存
す
る
ほ
か
、
本
文
大
尾
は
三
〇

―
四
と
は
版
が
異
な
り
、
三
〇
―
四
で
蓮
牌
木
記
の
あ
る
位
置
は
、

全
て
通
常
の
界
線
の
み
が
刻
さ
れ
た
無
字
の
行
に
な
っ
て
い
る
。

（
22
）　

大
尾
に
「
萬
曆
二
年
金
陵
周
竹
潭
梓
」
と
の
単
行
蓮
牌
木
記
を
持

つ
『
徽
郡
海
嶽
許
先
生
精
選
今
古
文
宗
』
六
巻
（
国
立
国
会
図
書
館

蔵
）
や
、「（
低
二
格
）
峕
／
（
低
一
格
）
萬
曆
歳
次
乙
酉
（
十
三
年
）

仲
夏
吉
旦
／
賜
進
士
及
第
翰
林
院
脩
撰
養
淳
朱
國
祚
謹
書
」
と
末
尾

に
署
名
す
る
序
を
持
ち
各
巻
巻
頭
第
二
〜
七
行
に
低
五
格
で
「
翰
林

院
編
脩　

石
樓　

楊
起
元　

精
選
／
翰
林
院
侍
讀　

洪
陽　

張　

位

　

叅
閲
／
翰
林
院
脩
撰　

養
淳　

朱
國
祚　

編
次
／
翰
林
院
檢
討　



─ 269 ─

師
竹　

王
祖
嫡　

同
編
／
古
郢　

後
學　

元
用　

王　

桂　

校
正
／

金
陵　

書
坊　

竹
潭　

周
宗
孔　

繡
梓
」
と
記
す
『
皇
明
百
大
家
文

選
』
十
七
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
ほ
か
、
万
暦
前
期
に
金
陵
に
お
い
て

単
独
で
刊
行
し
た
本
が
幾
つ
か
残
っ
て
い
る
。

（
23
）　

他
に
大
尾
に
「
萬
曆
癸
未
（
十
一
年
）
仲
春
金
谿
雲
林
山
人
龔
廷

賢
書
」
と
見
え
、
各
巻
巻
頭
第
二
〜
三
行
に
低
七
格
で
「
金
谿　

雲

林　

龔
廷
賢　

編
輯
／
金
陵　

前
山　

周
庭
槐　

刋
行
」と
記
す『
新

刻
種
杏
仙
方
』
四
巻
（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）
と
、
四
周
花
欄
の
封

面
を
上
下
二
層
に
区
切
り
、
上
層
に
は
「
萬
曆
辛
巳
（
九
年
）
寅
望

周
庭
槐
白
」
と
結
ぶ
告
白
を
載
せ
、
下
層
は
更
に
三
欄
に
区
切
っ
て

左
右
に
大
字
で
「
新
𠜇
古
今
／
詩
韻
釋
義
」、
中
央
に
「
金
陵
書
肆

周
前
山
梓
」
と
記
す
『
古
今
詩
韻
釋
義
』
五
巻
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
東
亜
図
書
館
等
蔵
）
の
二
書
を
単
独
で
刊
行
し
て
い
る
の
が
確
認

出
来
た
。

（
24
）　

な
お
、
同
書
に
は
同
款
式
同
字
様
か
つ
各
巻
巻
頭
の
刊
行
者
名
も

同
じ
だ
が
全
葉
が
異
版
で
、
封
面
の
左
右
が
「　

萬
曆
辛
丑
歳
（
二

十
九
年
）
／　

萃
慶
堂
刋
行
」（
毎
字
隔
二
格
）
と
な
っ
て
い
る
覆

刻
本
が
存
在
す
る
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
）。『
続
修
四
庫

全
書
』
史
部
第
三
百
五
十
一
冊
に
万
暦
二
十
八
年
周
曰
校
刊
本
と
し

て
収
め
る
影
印
本
は
封
面
を
欠
く
が
、
東
文
研
蔵
本
と
同
版
で
あ
る

か
ら
、
実
際
は
覆
刻
本
で
あ
る
。

（
25
）　

こ
の
通
り
の
巻
首
題
を
持
つ
版
本
は
見
つ
け
て
い
な
い
が
、『
太

醫
院
補
遺
本
草
歌
訣
雷
公
炮
製
』
八
巻
附
『
藥
性
詩
歌
便
覽
』（
哈

佛
燕
京
図
書
館
蔵
）
が
三
欄
に
区
切
っ
た
封
面
の
左
右
に
大
字
で

「
藥
性
歌
訣
雷
／
公
炮
製
大
全
」、中
央
に
「
萬
曆
丁
亥
歳
（
十
五
年
）

周
對
峰
刋
行
」
と
記
し
て
お
り
、
封
面
題
が
杜
氏
の
著
録
す
る
書
名

と
酷
似
す
る
周
曰
校
刊
本
で
あ
る
。
上
下
二
層
で
、
十
五
行
七
字
の

上
層
が
『
藥
性
詩
歌
便
覽
』、
十
一
行
二
十
字
の
下
層
が
『
太
醫
院

補
遺
本
草
歌
訣
雷
公
炮
製
』
で
、
下
層
巻
一
・
二
・
八
の
各
第
二
〜

三
行
に
低
七
格
で
「
上
饒　

瀘
東　

余
應
奎　

補
遺
／
書
林　

對
峰

　

周
曰
校　

重
刋
」
と
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
杜
氏
は
同
書
の
刊

年
と
巻
数
を
誤
記
し
た
か
、
或
い
は
別
に
各
巻
巻
頭
に
見
え
る
周
曰

校
の
名
を
そ
の
ま
ま
残
し
つ
つ
十
巻
本
に
改
編
し
た
万
暦
三
十
九
年

の
後
修
本
か
翻
刻
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
著
録
し
た
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
。
後
者
で
あ
っ
て
も
、
注
（
24
）
に
挙
げ
た
余
氏
萃
慶
堂

覆
周
曰
校
刊
『
昭
代
典
則
』
の
よ
う
に
実
際
の
刊
行
者
は
周
曰
校
と

は
別
人
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
杜
氏
の
両
書
に
は
誤
り
が

少
な
く
な
い
の
で
、
こ
の
著
録
だ
け
に
よ
っ
て
周
曰
校
が
万
暦
三
十
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九
年
に
出
版
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

（
26
）　

な
お
、
筆
者
は
社
会
科
学
院
蔵
の
周
曰
校
甲
本
を
実
見
し
て
い
る

が
、
写
刻
体
の
本
文
の
字
様
は
他
の
周
曰
校
刊
本
を
含
む
万
暦
前
期

の
金
陵
刊
本
に
良
く
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

（
27
）　

薛
清
録
主
編
『
中
国
中
医
古
籍
総
目
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二

〇
〇
七
）
に
よ
れ
ば
、
明
刻
本
の
残
本
が
中
国
中
医
科
学
院
図
書
館

に
蔵
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
未
見
。

（
28
）　

巻
二
の
み
「
燿
」
を
「
䊮
」
に
誤
る
。

（
29
）　

巻
一
・
二
と
巻
上
中
下
が
あ
り
、
両
者
の
目
録
が
別
々
に
存
在
す

る
。

（
30
）　

枠
内
左
右
に
は
大
字
で
「
新
刻
詳
註
武
塲
／
急
用
韜
畧
全
書
」、

中
央
に
は
「
○
三
塲
策
論
〇
急
出
擬
題
○
古
今
名
將
○
國
朝
武
功
／

○
九
邊
形
勝
○
輿
地
来
歷
○
四
夷
出
處
○
攻
守
謀
辨
／
○
馬
射
歩
射

○
鎗
鈀
拳
棍
○
火
藥
舟
車
○
戰
陣
機
關
」
と
大
ま
か
な
篇
目
（
中
身

と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）　

外
側
の
左
右
に
は
毎
字
隔
半
格
で
「
醫
演
軒
岐
肘
後
千
方
皆
奏
効

／
心
同
天
地
人
間
萬
病
盡
囘
春
」
と
い
う
宣
伝
の
対
聯
を
、
内
側
の

左
右
に
は
大
字
で
「
鍥
儒
医
龔
先
生
／
新
編
萬
病
囘
春
」
と
書
名
を

記
す
。

（
32
）　

自
分
に
は
嘉
靖
三
十
五
年
の
海
陽
王
襲
封
以
来
ど
ん
な
医
者
も
治

せ
な
か
っ
た
持
病
が
あ
っ
た
が
、
万
暦
十
四
年
五
月
に
そ
れ
を
悪
化

さ
せ
た
際
に
龔
廷
賢
の
処
方
で
忽
ち
全
快
し
た
こ
と
、
龔
廷
賢
の
著

作
は
既
に
『
古
今
医
鑑
』
と
『
種
杏
仙
方
』
の
二
書
が
刊
行
さ
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
海
陽
荘
恪
王
朱
勤
炵
は
嘉
靖
三
十

五
年
襲
封
、
万
暦
二
十
三
年
薨
（『
明
史
』
巻
百
「
太
祖
二
十
六
子

世
表
一
」）。

（
33
）　

原
文
：「
梓
既
竣
、
龔
君
之
婣
對
峰
周
君
、
千
里
肅
幣
屬
序
於
余
」。

（
34
）　

小
曽
戸
洋
「『
万
病
回
春
』
解
題
」（『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
第

十
一
輯
、
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
九
一
）
参
照
。

（
35
）　

元
和
六
年
二
條
梅
壽
重
刊
古
活
字
本
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館

蔵
）、
天
和
二
年
刊
横
小
本
（
同
）
ほ
か
多
数
。

（
36
）　

僅
か
十
五
年
の
間
に
同
じ
書
肆
が
同
一
書
を
三
度
も
刊
行
す
る
と

い
う
の
は
異
例
に
思
え
る
が
、
同
書
は
「
数
あ
る
廷
賢
の
著
書
の
う

ち
、
最
も
著
名
で
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
生
存
中
に
少

く
と
も
六
版
を
重
ね
、
日
本
で
も
生
存
中
に
数
版
、
ま
た
初
版
よ
り

百
年
の
間
に
何
と
お
よ
そ
二
〇
回
も
重
刻
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
他
に
全
く
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」（
小
曽
戸
注
（
34
）
解
題

一
頁
）
と
い
う
記
録
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
他
に
建
陽
の
余
氏
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萃
慶
堂
も
、
周
曰
校
初
刻
本
を
早
く
も
翌
年
に
翻
刻
し
た
万
暦
十
七

年
余
泗
泉
刊
本
（
研
医
会
図
書
館
蔵
）、
万
暦
三
十
三
年
余
泗
泉
刊

本
（
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）、
崇
禎
七
年
余
継
泉
刊
本
（
東

北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
な
ど
を
繰
り
返
し
刊
行
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
出
来
る
。

（
37
）　

小
曽
戸
注
（
34
）
解
題
は
、
万
暦
三
十
年
重
刊
本
の
各
巻
巻
頭
に

周
文
憲
の
他
に
周
文
煥
と
周
文
燿
の
名
も
見
え
る
こ
と
に
は
触
れ
ぬ

ま
ま
、「
文
憲
は
周マ

マ曰
の
跡
を
継
い
だ
子
で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
（
四

頁
）。

（
38
）　

前
論
①
五
九
頁
参
照
。
な
お
、
前
論
①
で
は
未
見
だ
っ
た
イ
エ
ー

ル
大
蔵
本
は
、
中
川
諭
氏
が
撮
影
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
り
各

冊
に
元
の
刷
題
簽
と
刷
目
録
題
簽
を
忠
実
に
鈔
写
し
た
と
思
し
き
縹

色
の
書
題
簽
と
書
目
録
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
イ

エ
ー
ル
大
蔵
本
も
北
京
大
蔵
本
も
そ
れ
ぞ
れ
改
装
済
み
だ
が
、
ど
ち

ら
も
原
装
は
各
巻
一
冊
で
各
冊
の
前
表
紙
に
刷
題
簽
と
縹
色
の
刷
目

録
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。
北
京
大
蔵
本
の
目
録

題
簽
は
内
寸
一
〇
．
三
×
九
．
五
c
m
（
巻
六
で
測
定
）。

（
39
）　

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
し
か
閲
覧
出
来
て
お
ら
ず
、色
は
未
確
認
。

題
簽
は
表
紙
の
上
部
三
分
の
二
を
占
め
る
大
き
さ
で
、
上
層
に
横
書

き
で
「
故
事
統
宗
」、
下
層
が
目
録
。

（
40
）　

例
え
ば
注
（
35
）
前
掲
天
和
二
年
刊
横
小
本
の
東
京
大
学
総
合
図

書
館
蔵
本
な
ど
。
刷
題
簽
は
残
っ
て
い
な
く
て
も
、
注
（
35
）
前
掲

元
和
六
年
二
條
梅
壽
重
刊
本
の
同
前
蔵
本
の
よ
う
に
、
手
書
き
の
題

簽
と
目
録
題
簽
を
備
え
る
伝
本
も
多
い
。

（
41
）　

原
文
：「
因
見
『
蒙
筌
』
一
書
行
世
已
久
、
板
籍
蒙
壊
、
中
間
不

無
舛
謬
。
余
不
忍
其
湮
没
、
乃
闕
者
補
之
、
斷
者
續
之
、
詳
增
精
繕
、

付
之
剞
劂
」。

（
42
）　

仁
寿
堂
刊
本
は
薬
物
の
図
も
巻
首
の
「
歷
代
名
醫
圖
」
も
無
く
、

本
文
の
字
句
は
周
如
泉
刊
本
と
概
ね
一
致
す
る
。

（
43
）　

方
彦
寿『
建
陽
劉
氏
刻
書
考（
下
）』（『
文
献
』一
九
八
八
年
第
三
期
）

二
一
九
〜
二
二
〇
頁
参
照
。

（
44
）　

因
み
に
、
各
巻
巻
頭
第
二
〜
三
行
に
低
十
一
格
で
「
星
源
游
氏
興

賢
堂
重
訂
／
繡
谷
唐
氏
世
徳
堂
校
梓
」
と
記
す
『
新
刋
重
訂
出
相
附

釋
標
註
裴
度
香
山
還
帯
記
』
二
巻
の
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
本
は
、
三

欄
に
区
切
っ
た
左
右
に
「
鐫
重
校
出
像
／
點
板
還
帯
記
」（「
還
帯
」

二
字
は
手
書
き
）、
中
央
に
「（
低
二
格
）
継　

志　

亝　

原　

板
」

と
す
る
封
面
が
付
い
て
お
り
、
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
の
版
木
を
継
志
斎

が
入
手
し
て
印
行
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
と
同
版
で
手
書
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き
の
部
分
は
「
竊
符
」
と
書
か
れ
た
封
面
が
、
提
綱
末
に
「（
低
十

三
格
）
秣
陵
陳
大
來
校
鐫
」
の
刊
記
を
持
つ
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
の

神
田
喜
一
郎
旧
蔵
『
重
校
竊
符
記
』
二
巻
に
付
い
て
い
る
）。
前
述

の
通
り
唐
氏
世
徳
堂
と
周
氏
万
巻
楼
の
間
に
は
提
携
関
係
が
あ
っ
た

の
で
、
唐
氏
世
徳
堂
か
ら
陳
氏
継
志
斎
へ
の
版
木
の
譲
渡
が
認
め
ら

れ
る
以
上
、
陳
氏
継
志
斎
と
周
氏
万
巻
楼
の
間
に
も
何
ら
か
の
交
流

（
例
え
ば
共
同
刊
行
や
版
木
の
譲
渡
な
ど
）
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能

性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
45
）　

書
誌
事
項
が
王
氏
の
著
録
と
一
致
す
る
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
と

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
本
［
封
面
欠
］（
両
者
は
同
版
）
は
、

い
ず
れ
も
「
周
生
時
泰
」
の
箇
所
を
「
復
有
周
生
時
泰
者
」
と
す
る
。

（
46
）　

書
誌
事
項
が
一
致
す
る
前
出
の
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫

蔵
本
や
台
湾
国
図
蔵
本
に
よ
っ
て
原
文
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
王
氏

の
こ
の
引
用
は
「
史
材
」
と
「
撰
述
」
の
間
、「『
昭
代
典
則
』」
と
「
吾

郷
周
氏
」の
間
、「
不
侫
」と「
余
故
」の
間
の
三
箇
所
に
省
略
が
あ
り
、

特
に
三
つ
目
の
省
略
は
ま
る
ま
る
二
葉
分
に
も
及
ぶ
。
注
（
24
）
所

掲
覆
刻
本
の
序
で
も
同
様
な
の
で
、
ア
メ
リ
カ
国
会
図
書
館
蔵
本
の

序
が
い
ず
れ
と
も
別
版
の
節
略
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
は
、
あ
た

か
も
一
続
き
の
文
章
で
あ
る
か
の
よ
う
な
形
で
引
用
し
て
い
る
王
氏

の
著
録
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。

（
47
）　

こ
の
場
合
の
「
吾
郷
周
氏
」
と
は
県
レ
ベ
ル
の
同
郷
で
は
な
く
、

同
じ
江
西
人
と
い
う
意
味
に
取
れ
ば
良
か
ろ
う
。
江
西
吉
安
府
廬
陵

県
の
人
で
あ
る
郭
一
鶚
に
も
、
江
西
撫
州
府
金
谿
県
の
人
で
あ
る
唐

晟
を
「
同
郷
唐
光
禄
君
」
と
称
し
た
万
暦
末
期
の
用
例
が
あ
る
（
前

論
②
一
六
四
頁
参
照
）。

（
48
）　

原
文
：「『
翰
苑
新
書
』
此
宋
人
書
也
、
原
無
梓
本
。
…
…
蕐
亭
徐

相
公
録
有
全
本
、
而
武
進
徐
給
事
中
得
之
、
梓
人
周
曰
校
重
價
購
焉
、

出
以
示
余
。
〻
謂
此
書
不
可
不
傳
、
而
門
人
許
秀
才
以
忠
工
校
讐
之

役
、
書
成
請
余
敘
首
簡
」。

（
49
）　

字
と
号
は
朱
天
曙
編
校
整
理
『
周
亮
工
全
集
』（
鳳
凰
出
版
社
、

二
〇
〇
八
）
の
朱
天
曙
「
前
言
」
参
照
。
生
没
年
は
康
熙
十
四
年
（
一

六
七
五
）
周
在
浚
刻
本
『
頼
古
堂
集
』
二
十
四
巻
（
同
全
集
所
収
影

印
本
に
よ
っ
た
）
の
附
録
に
収
め
る
「
年
譜
」（
以
下
「（
周
亮
工
）

年
譜
」
と
称
す
）
に
よ
る
。
周
在
浚
は
周
亮
工
の
長
子
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
年
譜
の
記
述
に
は
基
本
的
に
信
を
置
く
こ
と
が
出
来
よ
う
。
な

お
、
第
二
章
で
挙
げ
る
周
氏
一
族
の
生
没
年
は
、
全
て
こ
の
「（
周

亮
工
）
年
譜
」
に
よ
る
。

（
50
）　

陳
聖
宇『
周
亮
工
研
究
』（
南
京
大
学
博
士
論
文
、二
〇
〇
七
）参
照
。
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な
お
、
関
係
箇
所
が
同
氏
の
ブ
ロ
グ
に
「
周
文
煒
及
周
氏
家
族
刻
書

研
究
小
議
」
と
題
し
て
二
回
に
分
け
て
節
録
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇

八
年
六
月
十
五
日
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
U
R
L
：http://blog.sina.

com
.cn/s/blog_4b06656c01009xjv.htm

l

、
二
〇
一
三
年
十
一
月

二
十
二
日
閲
覧
）。

（
51
）　

原
文
：「
周
文
煒
、
字
赤
之
、
本
金
谿
人
、
生
於
大
梁
。
生
平
孤

行
己
意
、
屹
立
不
移
、
曰
：〈
吾
固
坦
然
者
也
〉。
因
自
號
坦
然
。
入

南
雍
、
就
選
得
曁
陽
簿
、
謝
官
歸
、
築
室
秦
淮
曰
：〈
壯
為
五
洩
遊

人
、
老
作
秦
淮
釣
叟
於
願
足
矣
〉。
子
亮
工
、
號
櫟
園
、
庚
辰
進
士
。

揚
歷
中
外
二
十
年
、
能
文
章
、
尤
愛
士
。
故
人
士
咸
嚮
往
之
」。

（
52
）　
『
明
代
版
刻
綜
録
』
は
「
刋
」
を
「
鎸
」
に
作
る
。

（
53
）　
「
繡
谷
唐
氏
世
德
堂
校
訂
（
梓
）」
か
ら
埋
木
改
刻
し
た
も
の
。

（
54
）　

こ
れ
も
「
繡
谷　

唐
氏
世
徳
堂　

校
梓
」
か
ら
埋
木
改
刻
し
た
も

の
。

（
55
）　

封
面
左
右
に
は
「
梨
雲
館
類
㝎
／
袁
中
郎
全
集
」。
台
湾
国
家
図

書
館
に
は
同
版
と
さ
れ
る
も
う
一
本
が
あ
る
が
未
見
。
上
海
図
書
館

請
求
記
号
三
五
四
四
一
〇
―
二
一
は
同
版
と
確
認
出
来
た
が
、
封
面

を
欠
く
。

（
56
）　

先
に
引
い
た
『
江
南
流
寓
志
』
の
他
に
も
、
姜
宸
英
「（
周
亮
工
）

墓
碣
銘
」（
注
（
49
）
前
掲
『
頼
古
堂
集
』
附
録
所
収
）
に
「
鴻
臚

生
子
文
煒
、
卽
公
父
。
國
子
監
生
、
任
諸
曁
簿
」、
黄
虞
稷
「（
周
亮

工
）
行
状
」（
同
前
）
に
「
如
山
公
以
太
學
生
主
曁
陽
簿
」
と
あ
る
。

（
57
）　
「（
周
亮
工
）
年
譜
」
に
、天
啓
三
年
の
こ
と
と
し
て
「
随
封
公
（
周

文
煒
を
指
す
）
赴
浙
江
諸
曁
主
簿
任
」
と
あ
る
。
但
し
、康
熙
刊
『
諸

曁
縣
誌
』
十
二
巻
（
内
閣
文
庫
蔵
）
の
巻
六
「
職
官
志
」
に
は
、
周

文
煒
が
諸
曁
縣
主
簿
と
な
っ
た
の
は
天
啓
二
年
と
あ
る
。
朱
天
曙
注

（
49
）「
前
言
」
や
同
氏
「
周
亮
工
家
世
考
」（『
中
国
文
化
研
究
』
二

〇
一
一
年
秋
之
巻
）は
単
に
天
啓
三
年
任
官
と
の
み
記
し
て
い
る
が
、

天
啓
二
年
に
任
命
さ
れ
、赴
任
が
翌
年
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「（
周
亮
工
）
年
譜
」
に
は
天
啓
五
年
の
こ
と
と
し
て
「
封
公

以
公
事
恒
與
令
左
、
久
之
、
左
遷
王
府
官
、
遂
拂
衣
還
白
下
」
と
あ

り
、
辞
職
の
年
も
判
明
す
る
。

（
58
）　

万
暦
刊
本
と
著
録
さ
れ
る
『
編
注
醫
學
入
門
』
七
巻
首
一
巻
と
、

万
暦
三
十
二
年
刊
本
と
著
録
さ
れ
る
『
新
鎸
翰
林
考
正
歷
朝
故
事
統

宗
』
十
巻
附
『
仁
君
考
實
』
一
巻
の
二
種
。
な
お
、『
新
鐫
翰
林
考

正
歴
朝
故
事
統
宗
』
十
巻
に
は
、
前
述
の
万
暦
二
十
三
年
周
曰
校
万

巻
楼
刊
本
が
あ
る
。こ
れ
の
刊
年
と
刊
行
者
を
誤
っ
て
著
録
し
た
か
、

実
際
に
大
業
堂
に
よ
る
後
印
本
か
翻
刻
本
が
あ
っ
て
そ
れ
を
著
録
し
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た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
59
）　

井
上
進
「
出
版
の
明
末
清
初
」（
同
氏
『
明
清
学
術
変
遷
史
―
―

出
版
と
伝
統
学
術
の
臨
界
点
』
所
収
、
平
凡
社
、
二
〇
一
一
）
一
七

一
〜
一
七
三
頁
は
、
天
啓
崇
禎
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
を
凝
ら
し
た

装
飾
的
な
封
面
が
流
行
し
た
こ
と
、
康
熙
中
年
以
降
に
は
「
た
い
て

い
は
白
紙
な
い
し
黄
紙
、
あ
る
い
は
本
紙
と
同
じ
竹
紙
に
書
名
等
を

墨
印
す
る
だ
け
と
な
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
こ
で

問
題
と
し
て
い
る
白
紙
藍
印
の
封
面
に
つ
い
て
は
、「
藍
印
な
い
し

墨
印
の
書
名
や
書
肆
名
等
に
朱
鈐
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
の
も
の
と

な
れ
ば
、こ
れ
は
む
し
ろ
一
般
的
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
し
て
、

墨
印
の
も
の
と
特
に
区
別
せ
ず
に
論
じ
て
い
る
。

（
60
）　

陸
林「
周
亮
工
参
与
刊
刻
金
聖
歎
批
評《
水
滸
》、古
文
考
論
」（『
社

会
科
学
戦
線
』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
）
参
照
。

（
61
）　

注
（
49
）
前
掲
『
周
亮
工
全
集
』
が
康
熙
間
頼
古
堂
刊
本
を
影
印

す
る
。

（
62
）　

周
亮
節
醉
耕
堂
刊
本
に
は
、
他
に
も
「
…
…　
峕
／　

崇
禎
甲
申

（
十
七
年
）
菊
月
穀
旦
／
中
議
大
夫
資
治
尹
加
光
禄
寺
少
卿
仍
掌
太

／　

醫
院
院
使
事
通
家
友
弟
陸
彬
頓
首
拜
撰
」
と
末
尾
に
署
名
す
る

「
審
視
瑶
函
弁
言
」
を
持
ち
、
各
巻
巻
頭
第
五
行
に
低
一
格
で
「
大

梁
周
靖
公
亮
節
較
梓
」
と
見
え
、
本
文
全
葉
の
版
心
下
部
に
「
醉
畊

堂
／
藏
板
」
と
あ
る
『
傅
氏
眼
科
審
視
瑤
函
』
六
巻
首
一
巻
（
内
閣

文
庫
蔵
）
が
あ
る
。
こ
の
本
に
は
黄
紙
墨
印
の
封
面
が
あ
り
、
天
頭

に
「
審　

視　

原　

本
」、枠
内
を
左
右
三
欄
に
区
切
っ
て
右
に
「｛
秣

陵
傅
仁
宇
先
生
纂
輯
／
廣
陵
林
長
生
先
生
較
補
｝　

煥
文
堂
藏
板
」、

中
央
に
大
字
で
「
眼
科
大
全
」
と
記
し
、
左
に
三
層
に
分
け
て
篇
目

を
示
し
て
い
る
。
注
（
19
）
で
述
べ
た
通
り
煥
文
堂
の
封
面
は
万
暦

三
十
四
年
序
の
虚
舟
生
万
巻
楼
刊
『
新
刻
全
像
海
剛
峯
先
生
居
官
公

案
』
の
一
部
伝
本
に
も
附
い
て
い
る
の
で
、
虚
舟
生
万
巻
楼
は
や
は

り
周
氏
万
巻
楼
で
あ
り
、
煥
文
堂
が
あ
る
時
点
で
周
氏
一
族
の
版
木

の
一
部
を
入
手
し
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。

そ
う
な
る
と
煥
文
堂
自
体
が
周
氏
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現

時
点
で
は
そ
の
当
否
を
確
認
出
来
る
資
料
は
見
つ
け
て
い
な
い
。

（
63
）　

封
面
に
関
す
る
著
録
は
「
此
本
有
扉
頁
、
刊
〝
袁
中
郎
全
集
。
梨

雲
館
類
定
。
大
業
堂
重
梓
〟。
并
鈐
有
〝
醉
耕
堂
藏
板
〟
印
。
按
、

所
云〝
重
梓
〟、非
也
。此
當
爲
大
業
堂
得
板
重
印
之
本
」（
七
五
六
頁
）。

（
64
）　

実
際
に
、
哈
佛
燕
京
蔵
本
と
同
じ
も
の
ら
し
き
封
面
を
持
ち
、
本

文
は
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
本
な
ど
と
同
版
で
や
や
後
刷
り
の
伝
本

が
、
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
封
面
は
墨
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印
で
左
右
三
欄
に
分
け
て
「
梨
雲
舘
類
定
／
袁
中
郎
全
集
／
大
業
堂

重
梓
」（
中
央
大
字
、左
は
下
寄
せ
）
と
あ
り
、左
上
に
陽
刻
楕
円
「
爲

世
／
所
寶
」
朱
印
、
右
下
に
陽
刻
正
方
「
長
春
／
閣　

／
藏
書
」
朱

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
醉
耕
堂
の
印
は
見
え
な
い
。

（
65
）　

な
お
、「
大
業
堂
重
梓
」
の
封
面
は
、
も
し
醉
耕
堂
蔵
板
と
な
っ

て
か
ら
の
制
作
で
あ
れ
ば
「
大
業
堂
重
梓
」
で
は
な
く
「
醉
耕
堂
藏

板
」
と
彫
っ
て
お
け
ば
良
さ
そ
う
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
周
亮
節
醉
耕

堂
の
蔵
板
本
と
な
る
前
に
既
に
作
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
注

（
64
）
に
挙
げ
た
傅
斯
年
図
書
館
蔵
本
の
封
面
に
は
醉
耕
堂
印
が
見

え
な
い
こ
と
も
そ
の
推
測
の
傍
証
と
な
り
得
よ
う
。
如
山
周
文
煒
の

代
の
う
ち
に
何
ら
か
の
原
因
で
封
面
を
取
り
換
え
た
と
か
、
或
い
は

周
亮
節
は
初
め
大
業
堂
名
義
で
活
動
し
て
い
て
「
大
業
堂
重
梓
」
の

封
面
を
作
っ
た
が
、
後
に
自
ら
醉
耕
堂
を
興
し
て
独
立
し
（
大
業
堂

の
刻
書
業
は
兄
の
周
亮
工
を
経
て
そ
の
子
や
孫
へ
と
相
続
さ
れ
て
い

る
。
詳
細
後
述
）、
そ
の
際
に
大
業
堂
の
刊
行
し
た
版
木
の
一
部
を

醉
耕
堂
の
蔵
板
本
と
し
て
譲
り
受
け
た
と
か
い
っ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
そ
う
だ
。

（
66
）　

第
二
章
第
二
節
で
挙
げ
た
『
新
刋
出
像
補
訂
叅
采
史
鑑
唐
書
志
傳

通
俗
演
義
題
評
』
は
、
現
存
す
る
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
で
は
多
く
の
葉

の
版
心
下
部
に
「
世
德
堂
刋
」
と
あ
る
が
、
そ
の
版
木
が
周
氏
大
業

堂
に
渡
っ
て
か
ら
の
後
印
本
で
は
「
世
德
堂
刋
」
は
た
だ
一
箇
所
を

除
い
て
全
て
削
ら
れ
て
い
る
（
前
論
②
参
照
）、
と
い
う
こ
の
推
定

と
全
く
同
様
の
例
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
67
）　

原
文
：「
先
生
姓
周
氏
諱
□マ

マ□
、
字
元
亮
、
河
南
開
封
府
祥
符
縣
人
。

先
世
居
金
谿
之
櫟
下
。
因
自
號
櫟
園
、
學
者
稱
之
曰
櫟
下
先
生
。
始

祖
宋
進
士
匡
、
本
家
金
陵
、
以
叅
撫
州
軍
事
、
畱
居
撫
之
金
谿
。
先

生
大
父
封
鴻
臚
寺
序
班
前
山
公
諱
庭
槐
、
始
遷
大
梁
。
迨
先
生
父
封

布
政
如
山
公
諱
文
煒
復
居
金
陵
。
娶
封
太
淑
人
朱
氏
、
生
先
生
。
故

先
生
籍
大
梁
、
而
實
白
下
也
」。

（
68
）　

原
文
：「
至
公
祖
贈
鴻
臚
寺
序
班
廷
槐
、
遊
大
梁
而
樂
之
、
因
占

籍
開
封
、
遂
爲
開
封
人
焉
」。

（
69
）　

光
緒
丙
申
（
二
十
二
年
、
一
八
九
六
）
新
安
堂
重
鐫
（
木
活
字
？
）
本

の
写
し（
匡
郭・版
心
書
名・魚
尾・版
心
下
部「
新
安
堂
」は
木
版
刷
り
）。

二
〇
一
三
年
十
一
月
三
十
日
現
在
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ー

チ
」
内
で
白
黒
画
像
が
閲
覧
可
能
で
、
そ
れ
を
参
照
し
た
（
U
R
L
：

https://fam
ilysearch.org/pal:/M

M
9.3.1/T

H
-1961-32068-746-

94?cc=1787988&
w

c=M
9W

3-QM
X:873637787#uri=https%

3A
%

2F%
2Ffam

ilysearch.org%
2Frecords%

2Fw
aypoint%

2FM
9W

S-
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H
5V

%
3A

n2016036899%
3Fcc%

3D
1787988

）。な
お
、肖
東
発「
建

陽
余
氏
刻
書
考
略
（
上
）」（『
文
献
』
第
二
十
一
輯
、
一
九
八
四
）

二
三
二
頁
に
よ
る
と
、
同
治
年
間
の
新
安
堂
刻
本
も
余
氏
の
子
孫
が

所
蔵
し
て
残
っ
て
い
て
、
内
容
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

（
70
）　

例
え
ば
、
巻
一
巻
頭
下
層
第
九
行
に
低
七
格
で
「
雙
峰
堂
（
隔
二

格
）｛
次
台
／
怡
台
｝（
隔
二
格
）
余
｛
象
賢
（
隔
二
格
）
領
刻
／
象

聖
（
隔
二
格
）
刋
行
｝」
と
記
し
、
大
尾
に
「
萬
曆
癸
巳
年
（
二
十

一
年
）
孟
春
月
旦
／
建
邑
書
林
余
怡
台
梓
行
」
と
の
蓮
牌
木
記
を
持

つ
『
新
鋟
翰
林
脩
撰
焦
翁
二
状
元
庭
訓
四
書
發
筆
文
梯
』
五
巻
（
加

賀
市
立
中
央
図
書
館
聖
藩
文
庫
蔵
）
が
あ
る
。
こ
の
二
人
が
余
象
斗

の
弟
だ
と
い
う
こ
と
は
、前
掲
『
書
林
余
氏
重
修
宗
譜
』
第
七
冊
「
書

坊
文
㒷
公
派
下
世
系
」
第
二
十
葉
裏
〜
第
二
十
一
葉
表
に
「
孟
和
公

／
継
安
公
之
子
／
位
戊
二
／
號
双
峯
／
妣
刘
氏
合
／
塟
東
门
湖
尾
／

平
地
掌
中
坮
／
生
子
四
／
象
斗
／
象
箕
／
象
聖
／
象
賢
」
と
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
確
認
出
来
る
。
な
お
、
官
桂
銓
「
明
小
説
家
余
象
斗
及

余
氏
刻
小
説
戯
曲
」（『
文
学
遺
産
』
増
刊
十
五
輯
、一
九
八
三
）
は
、

同
じ
葉
の
「
象
箕
公
／
孟
和
公
次
子
／
位
三
二
／
諱
怡
台
／
妣
鄭
氏

／
生
子
六
／
思
敬
／
應
騰
出
継
／
胞
弟
象
聖
公
／
名
下
为
嗣
／
應
灝

／
應
濤
／
應
𤃒
／
應
润
」及
び
第
一
冊「
歴
代
仕
宦
」第
十
葉
裏
の「
三

十
四
代
、
諱
怡
台
、
字
象
箕
、
官
参
軍
、
孟
和
公
次
子
」
と
の
記
述

を
引
い
て
、
余
象
箕
が
名
怡
台
・
字
象
箕
で
あ
る
以
上
、
余
象
斗
も

名
文
台
・
字
象
斗
だ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
注
（
13
）

で
見
た
通
り
、
余
象
斗
の
存
命
中
に
そ
の
息
子
と
甥
と
が
刊
行
し
た

版
本
に
余
象
斗
は
字
仰
止
・
号
文
台
だ
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

右
に
引
い
た
『
四
書
發
筆
文
梯
』
で
は
刊
行
者
余
象
聖
が
複
数
の
箇

所
で
自
ら
「
怡
台　

象
聖
」
と
称
し
て
お
り
、「
怡
台
」
は
次
男
象

箕
の
名
で
は
な
く
、
三
男
象
聖
の
号
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
兄
の

諱
を
弟
が
号
と
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
い
。
息
子
や
当
の
本
人
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
刊
行
し
た
版
本
の
記
載
と
、
数
百
年
後
に
刊
行
さ
れ

た
族
譜
の
ど
ち
ら
に
信
を
置
く
べ
き
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
よ
っ

て
、
余
象
斗
兄
弟
は
長
男
は
名
象
斗
・
字
仰
止
・
号
文
台
、
次
男
は

名
象
箕
・
字
と
号
は
不
明
、
三
男
は
名
象
聖
・
号
怡
台
・
字
は
不
明
、

四
男
は
名
象
賢
・
号
次
台
・
字
は
不
明
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
な

お
、『
書
林
余
氏
重
修
宗
譜
』
は
余
象
斗
の
末
弟
の
象
賢
に
つ
い
て

彼
自
身
の
項
で
は
「
應
賢
公
／
孟
和
公
四
子
／
（
中
略
）
／
生
子
二

／
應
時
／
應
登
／
…
…
」
と
記
す
が
、
親
子
で
名
に
同
じ
文
字
を
使

う
は
ず
が
な
い
の
で
、「
應
賢
公
」
は
明
ら
か
に
「
象
賢
公
」
の
誤

り
で
あ
る
。
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（
71
）　
「（
周
亮
工
）年
譜
」に
よ
る
。
な
お
、次
男
在
揚
は
夭
折
し
て
い
る
。

（
72
）　

前
掲
『
頼
古
堂
集
』
附
録
に
収
め
る
、
周
亮
工
の
事
績
を
述
べ
た

周
在
浚
「
行
述
」
の
記
述
か
ら
、
在
梁
は
亮
節
の
息
子
と
知
れ
る
。

朱
天
曙
注
（
57
）
論
文
参
照
。

（
73
）　

北
京
大
蔵
本
と
同
版
だ
が
刷
り
は
や
や
遅
く
、
封
面
に
は
北
京
大

蔵
本
に
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
魁
星
朱
円
印
（
中
央
上
）
と
陰
刻
正
方

「
懐
德
／
堂
／
圖
書
」
朱
印
（
左
下
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

（
74
）　

な
お
、
周
亮
工
は
他
に
遥
連
堂
と
い
う
名
義
で
も
刻
書
を
行
っ
て

い
た
と
い
う
。
劉
乾
「
試
談
周
亮
工
遥
連
堂
所
刻
書
」（『
文
物
』
一

九
八
三
年
第
九
期
）
参
照
。

（
75
）　
「
例
言
」
に
は
「
是
書
係
余
家
藏
本
」、「
余
家
鐫
𠜇
古
籍
甚
富
、

其
與
是
編
并
勝
而
尤
為
廣
僃
多
。
是
編
所
未
見
者
、
則
有
『
経
世
宏

猷
』『
厯
朝
館
課
』
二
書
、
其
來
舊
矣
」、「
是
編
之
後
原
附
詩
歌
目
、

今
敦
崇
實
學
、
不
事
虚
華
。
故
另
加
定
正
、
別
為
一
集
。
非
敢
妄
刪

先
輩
成
書
也
」、「
是
編
所
載
皆
翰
苑
諸
公
之
作
、
原
本
附
以
名
臣
奏

議
數
篇
。
為
數
不
多
、
且
館
閣
臺
省
不
宜
紊
亂
、
愚
意
當
另
加
搜
羅
、

別
為
一
集
以
行
、
容
當
續
出
」、「
是
編
原
板
鐫
自
隆
萬
年
間
」
な
ど

と
見
え
る
。
ま
た
、『
経
世
宏
辞
』
は
こ
の
二
版
以
外
の
存
在
は
確

認
出
来
な
か
っ
た
。

（
76
）　

巻
首
題
は
単
に
『
朱
子
語
類
』
と
す
る
。『
四
庫
全
書
総
目
』
巻

三
十
七
に
江
西
巡
撫
採
進
本
が
こ
の
題
で
著
録
さ
れ
、「
國
朝
周
在

延
編
。
在
延
祥
符
人
、
後
流
寓
於
江
寧
。
其
書
乃
於
『
朱
子
語
類
』

中
專
取
四
書
諸
卷
刊
行
、
别
無
增
損
、
亦
無
所
考
訂
發
明
」
と
あ
る
。

（
77
）　

周
在
浚
「
行
述
」（
注
（
72
）
前
掲
）
に
「
孫
三
。
曾
舉
・
仲
舉
、

在
浚
出
。
畱
舉
、在
延
出
」（「
在
浚
」
と
「
在
延
」
は
小
字
）
と
あ
る
。

（
78
）　

九
行
二
十
字
本
で
、
所
見
の
も
の
は
請
求
記
号
〇
五
五
四
六
と
同

一
八
六
九
八
（
存
三
篇
）
の
二
本
。
い
ず
れ
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

で
の
閲
覧
な
の
で
、
封
面
が
墨
印
か
藍
印
か
は
不
明
。
未
見
の
も
の

は
請
求
記
号
一
四
一
〇
九
八
お
よ
び
同
一
五
三
五
四
。
他
に
請
求
記

号
一
四
〇
三
八
〇
が
同
名
で
九
行
十
九
字
本
の
明
版
と
著
録
さ
れ
て

い
る
が
、
未
見
。

（
79
）　

他
の
篇
で
は
第
四
行
な
い
し
第
四
〜
五
行
に
篇
に
よ
り
異
な
る

「
閲
訛
」「
訂
正
」「
𠫭
訂
」「
較
正
」
な
ど
の
担
当
者
の
名
前
が
加
わ

り
、
そ
の
分
そ
れ
以
下
の
行
が
左
に
ず
れ
る
。

（
80
）　

U
R
L
：http://opac.nlc.gov.cn/F

/5T
T

SF
C

15D
C

8S

3Y
C

S4D
LH

A
S5IT

D
T

F
85M

D
C

JR
Y

5T
634SN

II982G
P-

08653?func=file&
file_nam

e=find-m

。
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十

四
日
閲
覧
。
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（
81
）　

な
お
、『
新
刋
醫
林
狀
元
壽
世
保
元
』
は
、
巻
三
第
七
十
三
葉
の

版
心
下
部
に
「
如
山
」
と
見
え
る
。
版
心
下
部
に
文
字
が
見
え
る
の

は
こ
の
一
葉
の
み
で
あ
る
が
、
他
の
葉
と
同
程
度
に
版
木
の
損
傷
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
補
版
と
は
考
え
に
く
い
。
周
氏
と
は
無
関
係
の

刻
工
名
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
各
巻
巻
頭
に
見
え
る
刊
行
者
が

蓋
卬
周
文
卿
で
あ
る
か
ら
、
同
排
行
の
如
山
周
文
煒
を
指
す
可
能
性

も
無
い
と
は
言
え
ま
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
初
め
か
ら
蓋
卬
周

文
卿
の
単
独
刊
行
だ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
如
山
周
文
煒
も
協
力
し
て

の
出
版
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
推
測
の
域
を
出
な
い
。

（
82
）　

な
お
、
内
閣
文
庫
蔵
本
は
各
冊
一
巻
で
は
あ
る
が
、
表
紙
が
換
え

ら
れ
て
お
り
、
刷
題
簽
で
は
な
く
書
名
と
冊
次
の
み
を
記
し
た
書
題

簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

（
83
）　

こ
の
和
刻
本
の
封
面
に
は
「
萃
慶
堂
刋
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
金

谿
周
氏
の
書
肆
名
で
は
な
く
、
万
暦
年
間
の
余
彰
徳
（
号
泗
泉
）
及

び
そ
の
子
孫
が
建
陽
で
営
ん
だ
書
肆
の
名
で
あ
る
。
萃
慶
堂
は
前
述

の
『
百
将
伝
』『
万
病
回
春
』『
昭
代
典
則
』
な
ど
し
ば
し
ば
周
氏
の

金
陵
刊
本
を
翻
刻
や
覆
刻
し
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
近
く
別
稿
で
述

べ
た
い
。

（
84
）　

こ
の
記
述
は
後
述
の
同
版
な
い
し
覆
刻
の
諸
本
で
も
同
様
で
、
空

格
の
位
置
は
そ
れ
ら
に
従
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
に
は
「
周
文
煒　

如

山
甫
」
と
あ
る
か
ら
、「
如
山
」
は
号
で
は
な
く
字
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
周
亮
工
の
「
減
斎
」
な
ど
も
資
料
に
よ
っ
て
字
と

明
記
さ
れ
た
り
号
と
明
記
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
当
時
は
字
と

号
の
区
分
は
曖
昧
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
85
）　
「（
周
亮
工
）
年
譜
」
に
「
明
萬
曆
四
十
年
壬
子
四
月
初
七
日
子
時
、

朱
太
淑
人
生
公
于
金
陵
狀
元
境
祖
居
。今
所
居
宅
㕔
事
之
右
食
舊
菴
、

卽
産
公
室
也
」
と
あ
る
。

（
86
）　

道
光
年
間
の
進
士
で
あ
る
甘
熙
『
白
下
瑣
言
』
巻
二
に
、「
書
坊

皆
在
狀
元
境
、
比
屋
而
居
。
有
二
十
余
家
、
大
半
皆
江
右
人
。
雖
通

行
坊
本
、然
琳
瑯
滿
架
、亦
殊
可
觀
。
廿
餘
年
來
、為
浙
人
開
設
綢
莊
、

書
坊
悉
變
市
肆
、
不
過
一
二
存
者
。
可
見
世
之
逐
末
者
多
矣
」
と
あ

る
。
周
氏
は
元
々
江
西
金
谿
出
身
の
一
族
だ
が
、
前
述
の
通
り
周
庭

槐
の
家
系
は
祥
符
に
籍
を
移
し
て
い
た
の
で
、
現
籍
で
言
え
ば
長
江

北
岸
の
人
だ
し
、
祖
籍
や
現
住
地
で
言
え
ば
南
岸
の
人
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

（
87
）　

明
・
胡
応
麟
『
経
籍
会
通
』（
同
『
少
室
山
房
筆
叢
』
所
収
）
巻

四
に
「
凡
金
陵
書
肆
、
多
在
三
山
街
及
太
學
前
」
と
あ
る
。

（
88
）　

文
煒
と
文
煥
が
兄
弟
だ
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
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拠
は
挙
げ
て
お
ら
ず
、
周
文
煒
以
外
の
人
物
の
号
や
字
（
周
如
泉
の

場
合
は
名
と
字
）、
及
び
活
動
年
代
に
も
触
れ
て
い
な
い
。

（
89
）　
『
中
国
古
籍
善
本
総
目
』（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
五
）
一
〇
七
七
頁

に
「
明
周
文
煥
、
周
文
煒
輯　

明
萬
卷
樓
刻
本
」
と
し
て
『
新
刻
天

下
四
民
便
覽
萬
寳
全
書
』
三
十
二
巻
存
三
十
一
巻
（
嘉
興
市
図
書
館

蔵
）
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
指
す
と
思
わ
れ
る
（
筆
者
未
見
）。

著
録
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
周
文
煒
も
万
巻
楼
の
経
営
に
関
与
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
90
）　

原
文
：「
父
應
槐
數
夢
家
山
火
光
熾
然
、
謂
子
孫
當
以
文
顕
、
因

名
諸
子
以
文
、
咸
從
火
、
字
公
曰
赤
之
」。
な
お
、
陳
氏
も
指
摘
す

る
が
、
周
文
煒
の
父
の
名
は
前
掲
『
頼
古
堂
集
』
附
録
の
諸
篇
で
は

「
庭
槐
」
な
い
し
「
廷
槐
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
應
槐
」
は

誤
字
と
思
わ
れ
る
。

（
91
）　

原
文
：「
珀
十
一
公
生
琥
二
十
四
前
山
公
諱
庭
槐
。
爲
不
孝
孤
曾

大
父
、以
先
伯
祖
文
卿
公
封
文
林
郎
鴻
臚
寺
序
班
。
前
山
公
遊
大
梁
、

遂
家
焉
。
娶
喩
太
夫
人
、
生
三
子
。
長
卽
先
封
公
誥
封
嘉
議
大
夫
福

建
布
政
使
司
左
布
政
使
如
山
公
」。

（
92
）　

文
革
紅
注
（
4
）
二
〇
一
〇
年
論
文
が
、
金
陵
飲
醇
□マ
マ

刊
『
増
補

武
經
備
旨
』（
江
西
省
図
書
館
蔵
、未
見
）
の
序
に
「
余
自
甲
辰
（
康

熙
三
年
）
秋
、
随
長
兄
櫟
園
備
兵
山
左
、
下
帷
于
幽
然
台
榭
…
…
」

と
あ
り
、
序
末
に
「
繡
谷
周
亮
輔
印
」
が
刻
さ
れ
、
巻
首
に
は
「
金

谿
周
亮
輔
猶
庵
增
注
」
と
記
す
と
紹
介
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
周
亮
輔

を
櫟
園
周
亮
工
の
弟
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。「（
周
亮
工
）
年
譜
」

に
よ
れ
ば
、康
熙
三
年
に
は
周
亮
工
は
確
か
に
山
左
（
山
東
の
異
称
）

の
青
州
で
海
防
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。
な
お
、
博
玫
・
文
革
紅
注

（
4
）
論
文
で
は
、
同
書
の
封
面
に
は
「
金
谿
周
猶
庵
先
生
纂
著
」

と
あ
り
、
序
末
の
署
名
は
「
康
熙
五
十
四
年
歳
在
丙
戌
花
朝
之
吉
金

谿
過
客
周
亮
輔
猶
庵
氏
題
于
金
陵
細
柳
書
屋
」
で
あ
る
こ
と
も
挙
げ

て
い
る
。
但
し
両
論
文
と
も
亮
輔
と
い
う
弟
の
存
在
が
周
亮
工
の
伝

記
か
ら
は
確
認
出
来
な
い
こ
と
に
は
触
れ
な
い
。
ま
た
、
周
亮
工
の

同
母
兄
弟
が
姉
二
人
、
弟
一
人
（
亮
節
）、
妹
二
人
だ
っ
た
こ
と
は
、

後
述
の
周
亮
工
自
身
の
文
章
か
ら
確
認
出
来
る
（
注
（
108
）
参
照
）。

（
93
）　

前
山
周
庭
槐
は
金
谿
か
ら
祥
符
に
籍
を
移
し
て
い
る
が
、
対
峰
周

曰
校
・
竹
潭
周
宗
孔
・
敬
素
周
希
旦
・
敬
竹
周
時
泰
ら
第
一
世
代
の

他
の
面
々
が
自
称
す
る
籍
貫
は
専
ら
金
谿（
繡
谷
）な
い
し
金
陵（
秣

陵
）
で
あ
り
、
祥
符
（
大
梁
）
の
人
を
名
乗
る
例
は
確
認
出
来
て
い

な
い
。
し
て
み
れ
ば
、籍
を
移
し
た
の
は
庭
槐
と
そ
の
直
系
子
孫（
大

業
堂
系
）
に
限
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
第
一
世
代
の
全
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員
を
も
包
括
す
る
一
族
全
体
の
呼
称
と
し
て
は
金
谿
周
氏
が
相
応
し

か
ろ
う
。
大
業
堂
系
も
含
め
て
、
こ
の
一
族
の
刊
行
し
た
書
物
の
著

者
や
校
訂
者
に
は
金
谿
の
人
が
非
常
に
多
く
、
金
谿
人
と
し
て
の
人

脈
を
存
分
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
94
）　

従
っ
て
、『
重
刻
萬
病
回
春
原
本
』
と
は
康
熙
七
年
重
刊
本
の
序

か
ら
採
っ
た
題
で
あ
っ
て
、
巻
首
題
で
は
な
い
。

（
95
）　

上
注
下
文
の
二
層
本
で
、
各
巻
下
層
巻
頭
第
七
行
に
低
十
一
格
で

「
閶
門　

書
林　

葉
龍
溪
重
刊
」
と
あ
る
。
上
層
の
注
は
日
本
で
加

え
ら
れ
た
も
の
で
、そ
れ
を
持
た
な
い
下
層
と
同
款
式
の
和
刻
本（
正

保
四
年
刊
本
、
慶
安
四
年
刊
本
な
ど
）
も
あ
る
。
小
曽
戸
注
（
34
）

解
題
参
照
。

（
96
）　

原
文
：「（
第
一
行
空
白
）
／
重
刻
萬
病
回
春
原
本
序
／
予
先
世
藏

書
甚
冨
。蓋
有
萬
巻
樓
云
。溯
其
始
／
事
。當
嘉
隆
之
時
。風
氣
初
開
。

文
教
乍
啓
。
古
今
珍
／
異
之
書
。
猶
未
盡
行
於
世
。
而
先
大
父
從
荊

榛
草
昧
／
中
。創
行
剞
劂
。遂
使
一
時
難
致
之
藏
。得
以
家
傳
／
戸
奉
。

至
今
推
始
事
之
功
。
必
曰
此
萬
巻
樓
本
。
//
故
凢
属
予
家
傳
書
。
海

内
群
知
。
所
自
可
不
誣
也
。
／
其
書
自
尊
經
翼
傳
外
。
惟
有
關
經
濟

利
民
生
／
者
。
始
急
為
流
播
。
而
以
醫
方
能
生
人
。
為
尤
切
要
。
／

因
属
予
郷
龔
雲
林
先
生
。
廣
為
搜
討
論
著
成
書
。
／
先
之
以
壽
世
保

元
。
次
之
以
萬
病
回
春
。
次
之
以
古
今
／
醫
鑑
。
又
次
之
以
雲
林
神

殻マ
マ

。
皆
為
海
内
宗
。
則
至
今
』
尚
有
普
渡
慈
航
一
書
。
未
遑
出
以
告

世
也
。
天マ
マ

（「
夫
」
の
誤
だ
ろ
う
）
雲
林
先
／
生
。
昔
之
華
陀
秦
越

人
也
。
於
予
先
大
父
為
外
昆
季
。
嘗
／
偕
之
遊
汴
。
道
遂
大
行
於
汴
。

又
遊
金
陵
。
道
更
大
行
／
金
陵
。
所
至
有
神
醫
之
目
。
其
成
是
書
也
。

殫
竭
生
平
／
之
心
力
。
而
予
先
祖
之
延
雲
林
先
生
也
。
亦
不
遺
餘
力

而
／
奉
之
矣
。
猶
記
先
君
子
述
先
大
夫
始
事
經
營
也
。
属
予
//
伯
叔

軰
。
較
正
魚
魯
。
維
伯
曁
叔
曰
。
此
何
與
人
事
。
而
以
此
／
自
瘁
乎
。

先
祖
曰
。
是
書
利
濟
之
功
。
在
天
下
後
世
矣
。
吾
後
／
世
子
孫
。
有

以
科
名
大
振
家
聲
者
。
皆
於
是
書
始
基
之
／
矣
爾
。
小
子
其
識
之
。

越
數
十
年
。
乃
有
虎
林
奸
賈
。
利
其
成
／
事
。
公
為
攘
竊
。
遂
用
回

春
一
書
。
増
以
善
本
之
名
。
初
託
／
王
宇
泰
先
生
重
訂
。
久
而
人
識

其
偽
。
則
又
易
以
雲
林
。』
奸
詭
百
變
。
情
形
可
知
。
予
原
其
市
心
。

總
帰
罔
利
。
不
忍
重
／
加
懲
艾
。
不
難
姑
與
寛
弛
。
但
妄
易
薬
（
本

文
で
は
「
妄
」
だ
が
、
眉
欄
で
「
薬
」
に
訂
正
）
名
。
任
竄
分
數
。

其
／
失
僅
在
數
字
。
其
害
至
於
傷
生
。
遂
使
利
天
下
之
書
。
而
／
為

禍
天
下
之
本
。
豈
予
先
世
（
本
文
は
「
世
」
を
脱
す
る
が
、
眉
欄
に

朱
で
「
一
本
貽
字
上
有
世
字
」
と
あ
る
）
貽
謀
垂
世
之
意
乎
。
予
因

盡
／
加
改
正
。
一
方
一
名
。
全
從
厥
舊
。
識
曰
原
本
。
庶
使
抱
疴
而
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／
求
者
。
温
涼
不
至
誤
投
。
君
臣
無
虞
紊
節
。
而
弈
世
咸
食
//
其
福

也
。
天
下
之
覧
者
。
其
亦
愼
辨
緇
素
。
而
無
為
惑
世
／
之
書
所
中
也

乎
。
予
因
述
其
始
末
。
為
天
下
正
告
之
。
／
康
熙
七
年
戊
申
。
管
理

江
南
江
安
等
處
督
糧
道
前
總
督
／
京
省
錢
法
戸
部
右
侍
郎
都
察
院
協

理
院
事
左
副
都
御
／
史
雲
林
周
亮
工
撰
」（
文
中
の
句
点
は
原
文
の

文
字
の
右
下
に
朱
で
附
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
書
き
下
し
文
で
は
適

宜
読
点
に
改
め
た
。
ま
た
、
／
は
改
行
、
//
は
次
半
葉
へ
の
改
行
、』

は
次
葉
へ
の
改
行
を
表
す
）。

（
97
）　

文
革
紅
「
江
西
小
説
刊
刻
地
―
―
〝
雲
林
〟
考
」（
注
（
4
）
前
掲
）

参
照
。

（
98
）　

第
一
章
第
四
節
で
見
た
万
暦
三
十
年
周
文
憲
・
周
文
煥
・
周
文
燿

重
刊
『
新
刋
萬
病
囘
春
』
の
各
巻
巻
頭
第
二
行
に
低
八
格
で
「
太
醫

院
醫
官
金
谿
雲
林
龔
廷
賢
子
才
編
輯
」
と
あ
り
、
第
二
章
第
七
節
で

見
た
『
新
刋
醫
林
狀
元
壽
世
保
元
』
の
二
種
の
封
面
に
は
共
に
「
太

醫
院
龔
雲
林
著
」
と
あ
る
。
第
二
章
第
四
節
で
見
た
通
り
、
周
亮
工

も
祖
先
が
住
ん
だ
金
谿
の
櫟
下
と
い
う
地
名
に
因
ん
で
自
ら
櫟
園
と

号
し
、
他
人
か
ら
は
櫟
下
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
龔

廷
賢
も
出
身
地
の
小
地
名
を
そ
の
ま
ま
号
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
他

の
刊
本
の
署
名
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
名
廷
賢
・
字
子
才
・
号
雲

林
・
籍
貫
金
谿
と
い
う
理
解
で
問
題
無
い
。

（
99
）　

清
代
後
期
に
『
三
国
演
義
』
の
通
行
本
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す

る
所
謂
毛
宗
崗
本
の
う
ち
、
現
存
最
古
の
版
本
と
見
ら
れ
て
い
る
。

（
100
）　

前
者
の
巻
首
の
半
葉
分
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
除
き
未
見
。因
み
に
、

前
者
は
巻
一
巻
頭
第
九
行
に
低
十
四
格
で「
繡
谷
書
林
周
曰
校
刋
行
」

（「
曰
校
」
は
小
字
）
と
記
す
同
名
刊
本
が
内
閣
文
庫
に
も
蔵
さ
れ
、

巻
首
は
台
北
故
宮
本
と
同
版
だ
が
、
封
面
を
欠
い
て
い
て
刊
年
の
手

掛
か
り
が
無
い
。
内
閣
文
庫
は
別
に
四
周
花
欄
の
枠
内
を
三
欄
に
分

か
ち
左
右
に
「
新
刋
官
板
補
註
／
黄
帝
内
經
素
問
」、
中
央
に
「
萬

曆
甲
申
（
十
二
年
）
夏
月
周
氏
對
峯
刋
行
」
と
あ
る
封
面
を
持
つ
『
素

問
鈔
補
正
』
十
二
巻
（
欠
巻
十
二
）
を
蔵
す
る
が
、
同
書
は
封
面
以

外
に
刊
行
者
名
や
書
肆
名
は
見
え
ず
、
中
身
も
『
素
問
』
そ
の
も
の

で
は
な
く
そ
の
節
略
本
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
封
面
は
右

に
挙
げ
た
現
在
封
面
を
欠
く
『
重
廣
補
註
黃
帝
内
經
素
問
』
に
附
さ

れ
て
い
た
も
の
が
混
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
更
に
、『
重
廣
補

註
黃
帝
内
經
素
問
』
に
は
『
素
問
鈔
補
正
』
に
附
い
て
い
る
も
の
と

同
意
匠
の
封
面
を
持
つ
風
月
堂
莊
左
衞
門
寛
文
三
年
跋
刊
本
が
あ
る

が
、
そ
の
中
身
は
各
巻
巻
頭
第
六
行
に
低
七
格
で
「
明
（
隔
四
格
）

熊
宗
立　

句
讀
」
と
記
す
、
右
に
挙
げ
た
二
種
の
内
閣
文
庫
蔵
本
の
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ど
ち
ら
と
も
異
な
る
『
素
問
』
で
あ
り
、
こ
の
封
面
を
巡
る
状
況
は

非
常
に
錯
綜
し
て
い
る
。
ま
た
、『
新
刋
黃
帝
内
經
靈
樞
』
に
も
巻

一
巻
頭
第
二
行
に
低
八
行
で
「
繡
谷
書
林
周
曰
校
重
刋
」
と
記
す
京

都
風
月
莊
左
衛
門
刊
本
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
封
面
の
付
い
た
も
の

は
未
見
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
周
曰
校
が
『
素
問
』
と
『
霊
枢
』
を

刊
行
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
101
）　

こ
の
他
に
も
挙
業
書
、
類
書
や
尺
牘
を
始
め
と
す
る
実
用
書
、『
昭

代
典
則
』
の
よ
う
な
史
部
の
書
な
ど
の
刊
行
点
数
が
多
く
、
章
回
小

説
は
数
の
上
で
は
そ
れ
ら
に
比
べ
て
突
出
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

な
お
、
章
回
小
説
と
並
ぶ
売
れ
筋
で
あ
っ
た
は
ず
の
戯
曲
は
皆
無
に

近
く
、
同
じ
く
金
谿
の
人
が
金
陵
で
営
む
唐
氏
富
春
堂
（
主
人
は
唐

富
春
、
字
子
和
、
号
対
溪
）
が
江
西
に
伝
わ
る
弋
陽
腔
の
戯
曲
を
主

力
商
品
と
し
、
唐
氏
世
徳
堂
も
か
な
り
の
数
の
戯
曲
を
刊
行
し
て
い

る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
一
方
、
富
春
堂
や
世
徳
堂
の
刊
本
に
は
医

書
が
少
な
い
か
ら
、
共
同
で
の
刊
本
も
あ
る
な
ど
協
力
的
な
関
係
に

あ
っ
た
周
氏
万
巻
楼
グ
ル
ー
プ
と
唐
氏
グ
ル
ー
プ
は
、
互
い
に
得
意

分
野
の
棲
み
分
け
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
102
）　

巻
首
題
は
『
雲
林
醫
聖
增
補
醫
鑑
囘
春
』
で
あ
る
が
、
目
録
題
及

び
巻
二
以
降
の
巻
首
題
は
全
て
『
雲
林
醫
聖
普
渡
慈
航
』
で
あ
り
、

自
序
と
自
跋
の
題
も
共
に
『
普
渡
慈
航
』
な
の
で
、
巻
二
以
降
の
題

を
採
っ
た
。

（
103
）　

左
右
五
欄
に
分
け
た
封
面
の
中
央
に
「
萬
曆
庚
寅
歳
（
十
八
年
）

秋
月
吉
旦
周
𡭊
峰
刋
行
」、大
尾
の
長
方
木
記
に
「
萬
曆
辛
卯
歳
（
十

九
年
）書
／
林
周
𡭊
峰
鐫
行
」と
あ
り
、各
巻
頭
第
二
〜
五
行
に「（
低

三
格
）
太
醫
院
醫
官
金
谿
雲
林
龔
廷
賢
子
才
編
著
／
（
低
十
四
格
）

男
懋
陞
仝
校
／
（
低
十
格
）
門
生
同
邑
吳
濟
民
仝
校
／
（
低
十
格
）

金
陵
書
林
周
曰
校
刋
行
」（「
仝
校
」
は
第
三
行
と
第
四
行
の
中
間
に

一
つ
だ
け
記
す
）
と
見
え
る
慶
長
八
年
古
活
字
本
（
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
）が
あ
る
。「　
峕
／
萬
曆
辛
卯
春
月
上
吉
歸
安
鹿
門
山
人
茅
坤
譔
」

と
末
尾
に
記
す
「
雲
林
神
彀
序
」
に
既
刊
の
『
古
今
医
鑑
』
と
『
万

病
回
春
』
に
続
く
龔
廷
賢
の
著
作
を
そ
の
縁
戚
の
周
曰
校
が
刊
行
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
旨
が
見
え
る
の
で（
原
文
：「
太
醫
雲
林
龔
君
、

少
則
精
其
業
、居
大
梁
之
都
、名
燁
燁
。
在
諸
薦
紳
間
、所
撰
有
『
古

今
醫
鑑
』『
萬
病
回
春
』
二
書
、
已
膾
炙
海
内
。
而
最
後
有
『
神
彀
』

若
干
卷
、
遠
近
競
慕
而
繕
冩
之
、
至
湧
洛
陽
之
價
。
其
姻
對
峯
周
君
、

圖
付
剞
劂
、
而
丐
敘
於
不
侫
」）、
古
活
字
本
の
底
本
と
な
っ
た
万
暦

十
九
年
刊
の
周
曰
校
刊
本
が
初
刻
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現

存
の
唐
本
だ
け
で
も
複
数
の
版
種
が
あ
り
、伝
本
も
少
な
く
な
い
が
、
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初
刻
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
未
見
。

（
104
）　

唐
本
・
和
刻
本
を
通
じ
て
、
慶
安
元
年
小
嶋
弥
左
衛
門
刊
本
（
内

閣
文
庫
［
三
本
］、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
［
三
本
］
等
蔵
）
の
一

版
し
か
現
存
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
小
嶋
弥
左
衛
門
刊
本
に
は
「　

峕
／
萬
曆
甲
午
歳
（
二
十
二
年
）
仲
春
之
吉
／　

魯
王
三
畏
書
扵
存

心
殿
」
と
末
尾
に
記
し
た
「
魯
府
禁
方
序
」
が
あ
り
、
序
末
の
署
名

の
直
後
に
陽
刻
正
方
「
魯
府
／
圖
書
」
と
同
「
丹
書
／
金
冊
／
之
封
」

の
二
つ
の
大
印
を
刻
す
。
各
巻
巻
頭
第
二
〜
六
行
に
は
「（
低
五
格
）

太
醫
院
吏
目
臣
金
谿
龔
廷
賢　

編
／
（
低
五
格
）
魯
府
良
醫　

臣
古

燕
劉
應
泰
校
正
／
（
低
八
格
）
本
府
醫
生
臣
陳
時
務
同
校
／
（
低
八

格
）
本
府
醫
生
臣
王　

璽
同
校
／
（
低
八
格
）
金
陵
書
林　

周
曰
校

督
刋
」（「
臣
」
は
全
て
小
字
、「
本
府
醫
生
」
と
「
同
校
」
は
い
ず

れ
も
第
四
行
と
第
五
行
の
中
間
に
一
つ
だ
け
記
す
）
と
見
え
る
。
し

て
み
る
と
、
こ
の
和
刻
本
の
底
本
は
、
少
な
く
と
も
形
の
上
で
は
万

暦
二
十
二
年
序
刊
の
魯
王
府
に
よ
る
官
刻
本
で
あ
り
、
そ
の
刊
行
作

業
を
周
曰
校
が
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
版
種
が
少
な
い

の
も
、
本
当
に
官
刻
本
と
し
て
少
部
数
出
版
さ
れ
た
の
み
で
広
く
伝

わ
ら
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
魯
王
三
畏
序
は
、
癸

巳
（
万
暦
二
十
一
年
）
秋
に
妃
の
張
氏
が
病
に
罹
り
、
魯
府
の
藩
医

で
は
治
せ
ず
広
く
名
医
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
金
谿
の
龔
廷
賢
が
的
確

な
処
方
で
平
癒
さ
せ
た
の
で
、
天
下
第
一
の
名
医
と
認
め
て
「
医
林

状
元
」
の
称
号
を
与
え
た
こ
と
、龔
廷
賢
に
は
既
に
『
医
鑑
』『
回
春
』

『
仙
方
』『
神
彀
』
の
四
著
が
あ
る
こ
と
、
魯
府
の
収
集
し
た
秘
方
と

龔
廷
賢
の
知
識
と
を
併
せ
て
新
た
に
『
魯
府
禁
方
』
四
巻
を
刊
行
す

る
こ
と
に
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
魯
王
は
嘉
靖
二

十
八
年
襲
封
、万
暦
二
十
二
年
薨
の
魯
恭
王
朱
頤
坦
で
あ
る（『
明
史
』

巻
百
一
「
太
祖
二
十
六
子
世
表
二
」）。

（
105
）　

唐
本
は
初
刻
本
（
内
閣
文
庫
、尊
経
閣
文
庫
等
蔵
）
の
み
知
ら
れ
、

そ
れ
を
底
本
と
し
た
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
和
刻
本
（
内
閣
文
庫

［
二
本
］
等
蔵
）
が
あ
る
。
初
刻
本
は
「
…
…
著
是
者
何
／
人
九
十

歳
翁
著
醫
鑑
諸
書
金
谿
之
雲
林
老
／
叟
是
也
時
崇
禎
元
年
仲
春
月
日

書
于
仁
孝
／
堂
中
」
と
結
ぶ
「
普
渡
慈
航
自
序
」
を
含
む
四
つ
の
序

と
「
…
…
金
谿
龔
廷
賢
書
于
仁
／
孝
堂
／　
峕
／
崇
禎
五
年
春
月
吉

旦
」
と
結
ぶ
「
普
渡
慈
航
跋
」
を
備
え
、
各
巻
巻
頭
第
六
ま
た
は
八

行
に
「
金
閶
書
林
際
雲
唐
廷
揚
梓
行
」
と
あ
る
。
自
跋
に
は
こ
れ
ま

で
に
十
編
の
医
書
を
上
梓
し
た
と
見
え
（
原
文
：「
乃
編
一
書
、
又

編
一
書
、
以
至
十
編
也
。
…
…
曰
先
十
種
灾
木
若
屬
贅
、
復
今
再
仍

之
」）、
も
し
こ
れ
が
概
数
で
な
く
実
数
だ
っ
た
場
合
、
こ
こ
に
挙
げ
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た
以
外
に
更
に
二
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
106
）　

小
曽
戸
洋
「『
済
世
全
書
』
解
題
―
―
付
・『
普
渡
慈
航
』
お
よ
び

龔
廷
賢
の
生
没
年
に
つ
い
て
」（『
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
』
第
十
二
輯
、

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
一
九
九
一
）
参
照
。
な
お
、
既
存
の
偽
書
説
に

は
根
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
係
者
の
没
年
は
偽
書
説
の
根
拠
と

し
て
小
曽
戸
氏
が
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
107
）　

も
し
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
金
谿
の
人
で
嘉
隆
の
境
に
金

陵
で
刻
書
を
始
め
、
周
曰
校
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
世
徳
堂
主
人
龍

泉
唐
廷
仁
も
、
や
は
り
同
世
代
の
姻
戚
で
排
行
を
揃
え
て
い
た
と
い

う
可
能
性
も
浮
上
し
て
来
る
。
全
く
想
像
の
域
を
出
て
い
な
い
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
唐
廷
仁
の
同
年
輩
の
同
族
の

対
溪
唐
富
春
も
、
対
峰
周
曰
校
と
号
の
一
字
目
が
揃
い
、
二
字
目
が

互
い
に
対
を
成
し
て
い
る
。

（
108
）　

原
文
：「
獨
痛
父
母
生
我
同
胞
兄
弟
姉
妹
六
人
、
第
三
妹
先
没
、

二
姊
亦
繼
兦
、去
歳
之
春
老
孀
姊
又
以
七
十
病
卒
矣
。
今
弟
又
云
兦
、

四
妹
遠
在
汴
上
、
弟
之
凶
問
四
妹
尚
不
知
、
何
日
聞
之
？
」。

（
109
）　

参
考
ま
で
に
、「（
周
亮
工
）
年
譜
」
に
よ
る
と
、
周
亮
工
は
二
十

四
歳
で
結
婚
し
、嫡
男
の
在
浚
は
二
十
九
歳
の
時
に
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
間
に
女
児
が
生
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
か
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

（
110
）　

本
章
第
一
節
で
前
述
の
通
り
、
周
文
卿
と
周
文
煒
は
南
京
国
子
監

生
に
、
周
文
燿
は
武
学
生
に
な
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
、
第
二
世

代
の
者
た
ち
は
ま
ず
は
科
挙
や
武
挙
に
よ
る
栄
達
を
志
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

（
111
）　

王
宇
泰
先
生
の
重
訂
を
謳
う
龔
廷
賢
医
書
の
版
本
は
、『
古
今
医

鑑
』
に
は
存
在
す
る
。
即
ち
『
王
宇
泰
先
生
訂
補
古
今
醫
鑑
』
十
六

巻
で
、
所
見
の
唐
本
は
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
瀛
経
堂
重
刊

本
（
東
北
大
学
図
書
館
蔵
）
の
み
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
明
暦
や
寛
文

の
和
刻
本
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
善
本
」
と
い
う
角
書
は
見
え
な

い
の
で
、
周
亮
工
の
非
難
し
て
い
る
王
宇
泰
重
訂
を
騙
っ
た
『
万
病

回
春
』
と
姉
妹
品
と
い
う
訳
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、

汪
淇
が
『
古
今
医
鑑
』
に
実
際
に
王
宇
泰
重
訂
本
が
あ
る
の
に
目
を

付
け
て
『
万
病
回
春
』
の
王
宇
泰
重
訂
本
を
偽
撰
し
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。

（
112
）　

陳
恩
虎「
刻
書
家
汪
淇
生
平
考
」（『
文
献
』二
〇
〇
五
年
第
三
期
）、

文
革
紅
「
汪
淇
〝
蜩
寄
〟
及
其
所
刻
書
籍
考
」（『
文
献
』
二
〇
〇
六

年
第
三
期
）
等
参
照
。

（
113
）　

梁
氏
は
こ
れ
に
よ
っ
て
封
面
欠
残
本
を
「
こ
れ
は
『
李
卓
吾
先
生
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批
評
三
国
志
真
本
』
で
あ
る
と
判
明
し
た
」（
三
六
頁
）
と
す
る
が
、

そ
の
判
断
は
些
か
慎
重
さ
を
欠
く
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、『
西
遊
記
』

の
李
卓
吾
甲
本
と
同
版
の
図
が
『
西
遊
真
詮
』
の
十
行
二
十
二
字
本

の
一
種
（
上
海
図
書
館
、
中
国
国
家
図
書
館
［
残
本
二
本
、
片
方
は

後
修
］
等
蔵
）
に
附
さ
れ
て
い
る
と
い
う
例
が
あ
る
よ
う
に
、
封
面

欠
残
本
の
本
文
部
分
が
全
く
別
の
版
本
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら

だ
。
附
言
す
れ
ば
、
梁
氏
は
所
見
の
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
真

本
』
の
い
ず
れ
か
ら
も
刊
行
元
の
書
肆
は
分
か
ら
な
い
と
し
な
が
ら

も
、
同
名
書
を
「
宝
翰
楼
刻
本
」
と
著
録
す
る
先
行
研
究
が
複
数
あ

る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
真
本
』
を
一

律
に
宝
翰
楼
本
と
呼
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
層
慎
重
さ
に
欠
け

る
感
が
あ
る
。
先
行
の
著
録
の
対
象
と
な
っ
た
本
と
梁
氏
所
見
の
本

が
同
版
だ
と
は
限
ら
な
い
し
、
同
版
で
あ
っ
た
と
し
て
も
梁
氏
所
見

の
本
の
印
行
者
が
宝
翰
楼
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
114
）　

原
文
：「
人
當
収
閉
之
年
、
而
猶
務
名
開
發
、
大
不
祥
也
。
少
年

人
無
一
點
少
年
氣
、
春
行
秋
令
也
。
尚
且
不
可
老
年
人
無
一
點
老
年

氣
、
冬
行
春
令
也
。
危
哉
危
哉
」。
こ
れ
で
全
文
だ
が
、
お
そ
ら
く

抄
録
で
あ
ろ
う
。

（
115
）　

な
お
、
聖
藩
文
庫
に
は
こ
れ
と
同
じ
く
本
文
が
上
下
三
層
の
『
詩

經
心
訣
』
八
巻
が
あ
り
、
巻
一
・
四
・
六
・
八
の
各
巻
頭
の
上
層
第

二
〜
四
行
に
低
四
格
で
「
永
福　

黄
文
煥　

維
章
父　

裁
定
／
古
臨

　

何
大
掄　

元
士
父　

纂
著
／
綉
谷　

周
文
燿　

汝
映
父　

梓
行
」

（「
纂
著
」
は
巻
四
・
六
で
は
「
輯
纂
」。「
綉
」
は
巻
八
で
は
「
繡
」）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
如
泉
周
文
燿
は
字
が
汝
映
だ
と
知
れ
る
。

封
面
は
欠
く
も
の
の
、「
詩
経
心
訣
引
」
の
末
尾
に
「
天
啓
□
卯
歳

八
月
既
望
永
福
黄
／　

文
煥
維
章
甫
題
于
金
陵
之
萬
／　

巻
楼
」、

「
詩
經
心
訣
序
」
の
末
尾
に
「
天
啓
丁
卯
（
七
年
）
秋
月
眷
友
弟
李

□
旻
／　

本
仁
父
謹
識
」
と
あ
り
、
天
啓
七
年
序
刊
で
あ
る
。『
雙

井
軒
手
授
易
経
心
訣
』
の
刊
行
も
前
後
数
年
以
内
で
あ
ろ
う
。

（
116
）　
「
雙
井
軒
同
訂
易
經
心
訣
姓
氏
」
の
最
後
に
「
纂
著
／　

繡
谷　

王
元
建
道
真
」（「
道
真
」
は
小
字
）
と
あ
る
の
で
、
破
損
箇
所
に
は

お
お
よ
そ
「
繡
谷
王
道
真
」
く
ら
い
の
文
字
が
あ
っ
た
と
推
測
出
来

る
。

※
本
稿
は
平
成
二
十
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特

別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番
号
二
五
―
二
三
一
三
）
の
助
成
を
受
け
た

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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図
版

一
─

一
　

宮
内

庁
書

陵
部

蔵
『

重
刻

西
漢

通
俗

演
義

』
封

面
図

版
一

─
二

　
宮

内
庁

書
陵

部
蔵

『
重

刻
西
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